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　人生は映画のようだと誰だれかが言った。

　僕の名前は石つわ蕗ぶきハル。

　この春、誰もがうらやむヒロイン養成学校、聖セントシンデレラ学がく園えんの希少な男子枠わくとして入学を果たした高校一年生だ。僕の十五年の人生を振り返って言えることがあるとすれば………………僕なら僕主演の映画は見たくないってことくらいかな。

　僕には世界を変えるような力はないし、偉大なご先祖様の血筋も受け継いでいない。運命的な大恋愛をした経験もなければ、生命の危機を乗り切ったこともなく、誰かの命を救ったことだってない。

　それでも、人生が映画だというのであれば、僕の映画はポップコーンや予告編に負けるほど退屈なものだろう。

　まあ、映画の本編が上映前の予告編に負けることは、決して珍しい現象でもなかったりするのだけれど………。




「頑張れ、あとちょっとで助かるぞ！」

　夏の西日が容よう赦しやなく差し込む中庭に、僕の大声が響く。

「ああ………もうだめ……」

　励はげましの言葉も虚むなしく、ふわふわの髪の毛を腰まで伸ばした少女は、松まつ葉ば杖づえを取り落として膝ひざをついた。

「しっかりしろ、毒どく空うつ木ぎ！」

「もうだめ、歩けないわ……それに、何だかとっても眠いの……」

「バカヤロー、雪山で寝たら死んじまうぞ！　ほら立てよ」

　毒空木の半はん袖そでの腕を肩にかけ、力ずくで体を引き上げる。

「ごめんなさい、ハル。あたしが足首捻ねん挫ざしてるにも拘かかわらず、冬のマッキンリーに登りたいと言ったばっかりに。あたしのことはもういいから………先に行って、ハル」

「そんなこと出来るわけないだろう！　僕は、僕の命を懸かけてでもお前を守る！」

「そんな、どうして、ハル？　どうしてあたしのためにそこまでしてくれるの？」

「どうしてだって？　そんなこと決まってるじゃないか」

　僕は、ほんのりと汗の滲にじんだ毒空木の頰ほおに手を添えると、

「お前を誰より、愛してるからだ」

　しっかりと瞳ひとみを見み据すえてそう言った。

「うっきゃぁぁぁ―――――[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ら、毒空木がハートをまき散らしてぶっ倒れた。

「うおーいっ、大丈夫か、毒空木――！」

「や――ん！　だめだめだめだめぇ、死んじゃったぁ～～。カッコいいカッコいいカッコいいー！　ハルがカッコよすぎるぅぅぅ」

　よーし、大丈夫そうだな。

　松葉杖を放り出して、元気に芝の上をのた打ち回る毒空木。

「あー、ヤバい。良かったー。『雪山遭そう難なん告白』超良かったー。近頃頭打ちだったけど、久々に胸きゅん度数の新記録きたわー」

　ああ、そうなんだ。新記録だったんだ、今の。

　毒空木はうつぶせに寝転がった姿勢のまま、大地を下敷きにして分厚い手帳を広げると、何事かを熱心に書き付けて、

「はい。じゃあ、次の告白練習、『豪華客船沈ちん没ぼつ告白』行ってみよっか！」

　バシッと音を立てて手帳を閉じた。

「いや、待て待て待て、毒空木！」

「ん、何？　それとも『湯煙グルメ愛あい憎ぞう告白』の方がよかった？」

「なんだ、その誰か死にそうな告白は！　てゆーか、もういいよ、練習は。告白練習ばっかりいったい何回やらせる気なんだよ」

「な、なによ、練習大事じゃん。何度も言ってるでしょ、あたしを告白相手に見立てて反復練習することで、緊張せずに本番が迎えられ――」

「その本番が来ないから文句言ってんだよ！　ここ最近ず――――――っと告白もせずに、お前の考えた告白ゼリフの練習ばっかやってんじゃん！　しかも、いつ使うんだよ、このセリフ。なんだ、冬のマッキンリーって！」

「あ、あたしは、ハルのためを思ってやってるのに！」

　うそだね、絶対自分が楽しむためにやってるんだね。

「うう、何よ何よ。ハルのばーか。わかったっつーの。告白すればいいんでしょ、告白すれば！　あーあ、せっかく徹夜で考えてきたのになっ！」

　毒空木は体を起こすと、包帯グルグル巻きの左足を手で引き寄せて胡坐あぐらをかき、

「んで、今度は誰にフラれたいのよ」

「フラれるとか言うな。ほら、前にメールで送ったじゃん、告白したい女子リスト。あれのトップのから順に攻めていこうかなって思うんだけど」

「ああ、なんか送られて来たなあ、そんな胸むな糞くそ悪い迷惑メールが。見た瞬間削さく除じよしようかと思ったけど、まだ残ってるかなー」

　ブツブツ言いながらスマートフォンのスクリーンに指を滑らせる毒空木。と、不意にその仏頂面が幸せそうににへらと緩ゆるみ、




『僕の命を懸けてでもお前を守る！』




　つい今しがた発したばかりの僕のセリフが、くぐもった電子音で再現された。

「うおおおおお―――い、なんだそれ！　お前まさか、今の録音したのか!?」

「バッチリ高音質☆」

「消せ――！　今すぐ消せ――！　メモリー全部消去しろ！　携帯電話を解約しろ！」

「静かに！　今いいところなんだから、ほら来るよ…………『お前を誰より、愛してるからだ』………って、きゃぃぃ――――ん。カッコいいー、サイコー！　きゃー！」

　再び芝生しばふの上をゴロゴロと転がる毒空木。その辺、ぬかるみあったけど大丈夫か。

「はぁ、はぁ、堪たまんない。ガチでやばい。ちょっと、立たせて、ハル。あたし……十三分ほどトイレ行って来る」

　何する気だ！　トイレで十三分間、何する気だ！

「顔洗ってくるわ。ドロついちゃったから」

　ああ……そうか。そうだよな。うん、もちろんそうだと思ってたよ。マジマジで。

「じゃあ、すぐ戻ってくるから待っててね。はー、ヤバい。まだドキドキしてる。早く、早くトイレへ……ああ、もうその辺の草むらでもいいかな……」

　ホ、ホントに顔洗いに行くんだろうな、コイツ。松葉杖を突きながらひょこひょこと遠ざかっていく背中を不安な気持ちで見つめていると、

『お前を誰より、愛してるからだ！』

　………またしても聞こえる電子音。

「きゃー！　きゃー！　きゃー！」

　そしてまたしても転がる毒空木。

　何やってんだよ、あいつはもう。

「ハ――ル―――、あたしも大好き――――[image: ][image: ]」

　叫ぶんじゃないよ。

　………なんだろう。デレプリ終わりのお姫様抱っこがよっぽど効いたのだろうか。




　最近、毒空木のデレ具合がハンパない。
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　八月。

　怒ど濤とうの期末試験も終了し、待ちに待った夏休みがやってきた。

　本当に色々あった一学期でした。常識では考えられないようなことばかり、立て続けに起こった四カ月でした。つーか、何回か死にかけました。僕の疲ひ弊へいした心と体は、切実に休養を欲していたのです。

　大学受験はまだ遠く、海へ山へ街へ田舎いなかへ、目を覚ましてから眠る瞬間まですべての時間を遊び消費することが許される、高校一年生の夏休み。

　そんな夢のロングバケーションに、




「あっつ………」




　僕は毎朝学校へ通っていた。

　いや、おかしいだろ。何でこんなことになってるんだ。

　殺人的な日光が燦さん々さんと降り注ぐ通学路。止めどなく噴ふき出だす汗がＹシャツを、下着を体に貼はり付つかせる。眠い。眩まぶしい。暑い。気持ち悪い。そんな諸もろ々もろのイライラをさらに増幅させるのが、

「さあ、決勝に進出するのはー、ドコドコドコドコ……毒どく空うつ木ぎ美み也や子こ！　よっしゃああああ！　毒空木ー！　毒空木ー！　うへへへー、ジャ―――ンプ、ぐきっ！　ああー、指が！　着地失敗して指がああああ！」




　……隣でぎゃーぎゃーとやかましい、この手て島しまだ。

　先のデレプリで僕が突き指して以来、ただでさえうるさいこの手島は、僕と顔を合わせる度に、決勝進出者発表から突き指までのくだりをイントロからサビまでキッチリと再演して見せやがる。

「指が痛いよ～。そうだ、美也子たんにペロペロしてもらおう。美～也～子～た～ん」

「いや、言ってねーわ、そんな事！　やるんならちゃんと完コピしろや、この手島が！」

　僕のパンチが手島の分厚い肩をベチリと打つ。ああ、汗がくっついて気持ち悪い！

「いやー、しかしハルよ。俺おれは嬉うれしいぞ」

　肩に手を回すな、暑い。

「ついにハルにも彼女ができたか」

　………またその話か。

「だからさー、それは誤解だって言ってんだろ、手島」

「いやー、無理無理。あんだけ大声でラブコールしといて誤解ですは通らねーわ」

「ラブコールなんてしてないし。ただ知り合いに声援送っただけだし」

「ただの知り合いをお姫様抱っこして、校内を走り回ったりするのか？」

　ぐぐぐ。さすが女子率高い聖セントシンデレラ学がく園えん。噂うわさの回りが早いこと。

「しかも、そのまま教会に直行したって聞いたけど？」

　しかも、尾お鰭ひれがでけーな！

「これ以上とぼけるんなら、来週にはホテルに直行したって噂が流れることになるぞ」

「お前が噂の発生源か！　何してくれてんだ、この手島！」

「なあ、もういいだろ。男らしく認知しろよ、ハル」

「ホテルの後に認知とか言うな！　ったく他ひ人と事ごとだと思って適当な事を………」

「でも、好きなんだろ？　毒空木のこと」




　―――――ふんぐっ。




　思わず、足が止まった。

　………お。おおおおおおおおおおおおおお、ビックリしたぁ。え、何コイツ。いきなり何言い出してんの、コイツ。

「図星だろ、ハル」

「は、はあああ？　図星ってなんだよ！　い、意味わかんねーし！　え、なになに？　僕が？　毒空木を？　ありえねー！　意味わかんなすぎて何も言えなかったわ！」

「ああ、はいはい、別にいいけどよ。ツンデレもいい加減にしとかないと加害者と被害者が入れ替わるぞ」

「はあ？　なんだよ、それ、手島」

「おっと、そろそろだな。じゃあ、俺は先行くわ」

　右肩に掛けていた通学鞄かばんを左に掛けかえ、足を速める手島。

「あ、待てよ、手島。いいって言ってるだろ、そーゆー気き遣づかい！」

「おー、はいはい。仲良くやれよー」

　呼び止める僕にぞんざいに手を振り返し、手島の後ろ姿が曲がり角に消えていく。口にこそ出さないものの、映画ロッキーの宣せん伝でんポスターのようなその背中が、『気が利きくだろう、俺様は』と言っている。なんだ、あのドヤ背中は。後ろ姿までやかましいって、どーゆーことだ。

　………加害者と被害者が入れ替わる？　マジで、意味わかんないっつーの。ああ、もう！　今日はホントに、アチーなー！




　僕達の通う聖シンデレラ学園は小高い丘の頂上に鎮ちん座ざましましている。

　正門から下界へと続く一本道は、生徒のやる気を奪うかのようにウネウネと曲がりくねり、最終的に今僕が立っている麓ふもとの国道と合流する。つまり、あの角を曲がれば、地じ獄ごくの登り坂が始まるということだ。

　ん、なんですか？　いくら傾斜が急だからって？　毎日登り下りしてるんだから、いい加減慣れろと？　そう仰おつしやいますか？　いやね、さすがに慣れてはきたんですよ……………ただ歩いて登る分にはね。ああ、いけない。そろそろ行かないと。一秒でも遅れたら後が怖いからな。

　僕は両りよう膝ひざをグーで叩たたいて血行を促うながすと、

「よしっ」

　と一つ気合を入れて角を曲がり、

「やっと来た、ハル――――――――[image: ][image: ][image: ]」

　毒空木美也子の波動砲のような大音声を浴びた。

　………猛もう毒どくの妖よう精せいさん、今日も朝から色々と絶好調のようでなによりです。

　朝日にキラキラと輝くふわふわのロングヘアー、フルパワーの太陽に喧けん嘩かを売るような白い肌はだ、よく動く大きな黒い瞳ひとみと一切の無む駄だな肉がそぎ落とされた華きや奢しやな体たい軀く。日本中から選えりすぐりの美少女が集められた聖シンデレラ学園においてなお、妖精と称される一年Ｇ組毒空木美也子の美び貌ぼうは、真夏の殺人的な熱気にさらされても些いささかも損なわれてはいなかった。

　もちろん、その両脇に挟はさまれた無骨な松まつ葉ば杖づえと、左足の足首から先をぐるぐる巻きにする包帯にも全く損なわれてはいない。




「遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い遅い。遅―――い！　何してたのよ、ハル！　八時十五分に集合って言ったじゃん。もうとっくに………八時十二分じゃん！」

　じゃあ、間に合ってんじゃん。

「あたしは七時四十五分に着いて、ずっとハルを待ってたの！　あたしは集合時間の三十分前には必ず来るでしょ！　ハルはそれを見越して四十分前………ううん、念には念を入れてその三倍の二時間前には、当然着いてると確信してたのにー！」

　じゃあ、お前もその時間に来い。

「ううう、一人で待ってる三十分、超寂さびしかったー。ああー、怒った！　もう完全に怒った！　これはちゅーしかないね！　激おこみゃーこちゃんのご機嫌は、ちゅーでしか直りません。はい、ぬーん」

「ぬーんじゃねーよ」

　通学路で唇くちびるを突き出すな。そんなキス音聞いたことないわ。

「違う違う。キス音はちゅーでしょ。ぬーんはキス待ち音よ。はい、ぬーん」

「どっちでもいいわ！　バカなことやってないでもう行くぞ。立ってるだけで暑いんだから」

「あ、待って、ハル」

　横をすり抜けようとした僕の腕を、毒空木はガッと引ひっ摑つかみ、

「今日もぉ………お願い[image: ]」

　天使のような微笑ほほえみを炸さく裂れつさせた。

　ぐえ、やっぱり今日もかよ………。

「ちょ、何よ、その『ぐえ、やっぱり今日もかよ』みたいな顔。仕方ないじゃん、怪け我がをした可か愛わいい女の子にこんな急坂登れないもん」

『可愛い』は余計だよ。そんな思いを溜ため息いきに込めて吐き出しつつ、

「はい、どーぞ。お姫様」

　僕は観念して歩道の脇に身を屈かがめた。

「やーん、苦しゅうないぞよ～。お邪じや魔まするのじゃ～」

　その背中に毒空木が嬉き々きとして薄い体をもたせ掛ける。

「行くぞ、よいしょっと」

　前傾姿勢のまま両の太ももに腕を回し、僕は一息に立ち上がった。

「きゃーきゃー、ハルの特等席ぞよー！　嬉しいぞよー！」

「ちょ、危ないから、あんま動くなよ、姫」

「はーい、しっかり摑まってるのじゃー」

　これ幸いにと、ぎゅーっと僕の背中にしがみついてくる毒空木。

　しかし…………………ホント胸ねーな、姫。

　口に出せばその瞬間に首をはねられること請け合いの感想を心の奥に深くとめ置き、僕は遙はるか彼方かなたの山頂目指して最初の一歩を踏み出した。

　そう、これこそが夏休みだというのに、僕が毎日毎日学校に来なくてはならない理由であり、通い慣れているはずの坂道を心の底から忌き避ひしている理由である。

　先月末に行われたシンデレラグランプリ新人戦。その準決勝で痛めた毒空木の左足は、なぜだか日を追うごとにグイグイと悪化し、今では杖なしには歩けないほどの状態になっていた。園芸部の唯ゆい一いつの部員である毒空木は、夏休みの間も花か壇だんの世話をするために一日一回学校に通わなくてはならず、困り果てた毒空木姫は、

『夏休みもツアー続行してあげるからさー、ハルが毎日送り迎えしなさいよ』

　と、それはそれは美しい笑顔でとんでもないことを言い出したのだ。

　もちろん、僕はそんな暴論を諾だく々だくと受け入れはしない。

　なんで夏休みまでツアーやらなきゃいけないんだとか、部活動の一環なんだからタクシー代くらい出るだろうとか、言葉の限りを尽くして抗弁し、徹底的に要求を突っぱねた結果、

「ふひひひ、幸せ～。ハルとぴったんこ～」

　今こうして毒空木をおんぶして坂を登っている。

　絶対おかしいだろ、こんなの。

　ああ、くそ、暑い。夏の日差しももちろんだけど、平熱の高い毒空木の体がさらに熱い。長い髪が顔にかかって鬱うつ陶とうしい。松葉杖が足ガシガシ当たって歩きにくい。そしてなにより…………重い。

「あ～～、このまま朝までこうしてたいぞよ～」

　死んでしまうわ。

「ねえねえ、はりゅ～ん」

　は、はりゅん？

「今から背中に指で文字書くからぁ、何て書いたか当ててね」

　こ、この状況でよくもそんな集中力を要するゲームを。

「じゃあ、いくよー。一文字目～～」

「イタイイタイイタイ！　筆圧が強い！　皮ひ膚ふが千ち切ぎれる！」

　でも、おかげで文字がよくわかる。一文字目は『ダ』だな。いきなり濁だく音おんから入るか普通。んで……『イ』か。んで『ス』、からの……『キ』………おい、これって………。

「わかった、ハル？　言って言って。ねえ、言って。ほら、早くー。大好きって言ってよー」

　もう正解言ってんじゃねーか。




　ああ、もう。今日も朝から毒空木さんがデレるわー。
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「見て見て、ハル！　最後の朝顔が咲いてるよ！　見てって、ほら！　おい、見ろ！」

「た、頼むから、ちょっと休ませてくれ………」

　ヘロヘロになりながら毒空木を中庭まで配送すると、休む間もなく花壇の世話が開始される。ここまで一切体力を消費せず、むしろ充じゆう塡てんした感さえある毒空木は元気いっぱい、

「よく頑張ったね、ラスト朝顔さん。ご褒ほう美びよ、根ね腐ぐされするほどお水をお飲みなさーい」

　松葉杖を手足の如ごとく自在に操り、クルクルと回りながらジョウロの水をスプリンクラーのようにばら撒まいていく。すげー使いこなしてんじゃん、松葉杖。てゆーか、おんぶなんかしなくても、絶対余裕で坂登れるだろ、あの技術があれば。

　一通り水みず遣やりを終えると、次は害虫のパトロールだ。夏の花壇は害虫との戦いと言っていい。花弁はもちろん、茎くきから葉っぱの裏まで入念に見回って、仕上げに防虫剤を散布する。

「あ、シュッシュッシュ～～～っと♪」

　かけ過ぎは禁物だぞ、毒空木。最小限の量で最大限カバーするようにスプレーするんだぞ。

「ついでにハルにもシュッシュッシュ～～っと」

「ぶへ、やめろ！　誰だれが害虫だ、僕は蟯ぎよう虫ちゆうだろうが」

　いや、蟯虫でもねーわ！　危ねーな！

「えへへへ。カッコいいハルに、変な虫がつかないようにねっ」

　まるで防虫剤のＴＶＣＭのように、スプレー容器を顔の傍そばに引き寄せて微笑む毒空木。

　その発言は、デレ園全ぜん告コクツアーの発案者としてどうなんだ。




　中庭での作業を終えると、そのまま裏庭と正門横、さらに裏門の花壇の手入れに移る。普段の毒空木はいつ見ても中庭にいるため全く知らなかったのだけれど、園芸部の管かん轄かつする花壇は意外に多い。最後に僕が個人的に造園しているハル園に肥料を撒いて一日の作業は終了する。そこから早目の昼食をとるのがいつものパターンだ。

　さすがにランチタイムを藤ふじ棚だなで過ごすのは暑すぎるので、クーラーの効きいた部室棟とうへ移動。部員一人の弱小園芸部には部室が割り当てられていないため、ロビーのソファベンチで弁当を広げることになる。幸いこの時間はどの部活も練習の真っ最中なので、ロビーはいつも貸切状態だ。

「はーい、ハル。今日のオカズはハムとミミガーのベーコン巻ですよー」

「豚ぶた肉にくばっかだな」

　一応、送り迎えの謝礼ということで、弁当は毒空木が用意してくれているのだけれど、

「どうどう？　おいしい？」

「ああっと………うん」

　……これがまたうまいんだ。

　いくら得意分野とはいえ、このクオリティとバラエティを毎日維持しているのは、正直すごいと思う。

「でしょでしょー。あたしの愛が破裂するほど詰まってるからね。ね、次はあたしにも食べさせて」

　そう言って、アーンと口を開く毒空木。

「やだよ、自分で食べろよ」

「ム～リ～。怪我してるからお箸はし持てない～～」

「今の今まで持ってたじゃねーか」

「早く早く～。お腹へった～～。餓が死しする～～」

「うるさいな、もう。じゃあ、一回だけだぞ」

「わーい」

　下へ手たに断れば夕方までブーブー言われる。一度渋しぶっておいてから一回だけと条件付きで引き受けるのが落としどころだと最近悟さとった。僕は豚肉と豚肉の豚肉巻を摘つまみ上あげると、

「ほら、口開けろよ」

「いやん、恥ずかしい」

　ここへ来て照れたフリをする激烈にめんどくさい毒空木の口の中に、みっちりと詰め込んでやった。

「むふーん、しあわへー」

　リスのように満杯になったほっぺに両手をあてがい、なぜだか嬉しそうな毒空木。まあ、これでしばらくは静かになるだろう。

「ふぇ、ふぇ、はふはふ？」

　ならねーし。口の中に物入れて喋しやべるんじゃないよ。

「ふぃまはらふぉとばをふぁべるふぁらふぁていっふぇるふぁふぁててね？」

「え？　え？　なんつった、今？」

「ふぃまはらー（今からー）、ふぉとばをはべるららー（言葉を喋るからー）、はんていっふぇるら、（何て言っているか）、あふぇららふってんね？　（当てたら十点ね？）」

　十点ってなんだ、十点て。何の数値だよ、それ。行ぎよう儀ぎの悪いクイズだな。

「ふぉふぇふぇふぁ、いふぃふぁふ（それでは行きます）。ふぇーの！　（せーの！）………………ングング、ゴックン……………………大好き[image: ]」

「飲み込んでんじゃねーか！」

「はい、言って言って。答えは何か言って～～」




　ああ、もう。デレ空木さん、メシ喰っててもデレるわー。
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　と、まあ、こういった具合で。

　このところ、毒空木のデレ空木化が止まらない。デレプリ終了時から徐々に見え始めていた傾向ではあったけれど、夏休みに入って一気にそれが加速した様子だ。通学路を歩いていても、花に水をやっていても、食事中でも、一緒にいる限り隙すきあらば人目も気にせず強引にデレを捻ねじ込こんでくる。

　ホントにもう。面倒くさいというか、鬱陶しいというか、こそばゆいというか、照れくさいというか………………まあ、何にしろ悪い気はしないよね。

　いやー、参った。これは参った。手島の言う通りみたいになるのは何だか癪しやくだけど、正直不快という気持ちは全然なかったりすんだよね。いや、もうそれどころか………良い、よね？　うん、良いよ、すげー良いじゃん。うへへへ。

　猛毒の妖精というあだ名そのままに、息を吐くように手が出、足が出、口が出ていた頃に比べれば、今の毒空木は、彼女気取りなのが多少鼻につくくらいで、基本的には健けな気げで甲か斐い甲が斐いしい普通の女の子だ。いや、容よう姿しが極端に優すぐれている分、普通以上と言ってもいいだろう。

　なんということでしょう。デレ機能がデフォルト装備された毒空木は、今や攻守最強のスーパーヒロインとして生まれ変わったのです。




　…………なんて一瞬でも思ってしまったことを、僕はこれから激しく後こう悔かいすることになるのだけれど。







　昼食を終えると、午後からは夏休み中でも学校に来ている部活少女をターゲットにして、夏の全告ツアーの時間だ。抗議に抗議を重ねた末、ようやく地獄の告白練習からも解放され、今日からいよいよ本チャンの告白ツアーが再開される。

　僕は部活を終えて引き上げてくる女の子をグラウンドの隅すみで待ち伏せし、




「岩いわ元もとさん、あなたの走る姿が大好きです。僕と一緒に青春の百メートルを駆け抜けてください！　お願いします！」

「うわああ、ぎょ、ぎょ、ぎょ、蟯虫齧かじり虫むしぃぃぃ！　こ、声聞いちゃった――！　最悪だ――！　助けてええええ！」




　力の限り告白し、力の限りフラれるのだった。

　ういーい。逃げ足速いねー、岩元さん。さっすが陸上部。そうか。僕はもうあれか。声を聞いてもいけない存在になっていたか。呪のろいの類たぐいの一つだな、もはや。

　懐かしいなー。いいねー、この感じ。美少女の侮ぶ蔑べつと怯おびえの混じった視線に自尊心を丸ごと砕くだかれるこの感じ。いいよいいよ、ツアーが始まったって気がするよ！　とってもとっても………………………辛つらいです。

「ぐはあっ」

　グラリと視界が反転し、両手両膝を地面についた。途端に吐き気がこみ上げてくる。

　いやあ、久しぶりのフラれは………………やっぱくるねぇ。

　ふふふ、ブランクが長くて、すっかり忘れていたよ。フラれる辛さを。女の子の怖さを。心を砕かれる痛みを。ああ、ヤバい、鼓こ動どうが弱くなって来た。ウソ、死ぬの？　僕死ぬの…………ああ、みんな、ララバイ。

「……ハル」

　今まさに永遠の眠りにつかんとする僕に降り注がれたのは、まるで春の慈じ雨うのような穏おだやかな声。毒空木がそっと手を差し伸べてくれていた。

　慰なぐさめて………くれるのか？　毒空木………お前は本当に……本当に……。

　その手は、まるで煮にえたぎる地獄の釜かまから罪人を救い上げる女神のように慈いつくしみ深く、僕の髪の毛を優しくなでつけ、

「今の、なにっ！」

　そのまま思い切り捻ねじり上あげた。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い！　ちょ、何すんだよ、痛いって！」

「こっちが聞いてんのよ！　今のっ！　なにっ！」

「ひいいいいいいいい！」

　無理矢理引き上げられた顔面に、毒空木の殺人的な眼光が叩き込まれる。

「な、何って、指示通りに告白しただけで……」

「指示通りだとぉぉぉぉ？」

「ふががががっ」

　左手で僕の髪の毛を引っ摑み、あまった右手でアイアンクローのようにして、僕の顔面に『岩元百ゆ合り子こ攻略企画書』と書かれた紙きれを押し付ける毒空木。

「上から三行目、読んでみて！」

　いや、読めるか！　え、ちょ、なにこれ？　一体何が始まったの？　デレ空木さんですよね？　あなたデレ空木さんと同じ人ですよね？

「文字が読めないなら、代わりにあたしが読んであげる。三行目、『ハル、グラウンド隅で待ち伏せし、練習終わりの岩元を捕まえて、「あなたの走る姿が好きです。僕と一緒に青春の百メートルを駆け抜けてください」と言い放つ』………ほら、どこに書いてあんの？　『大好き』だなんて、いったいどこに書いてあんのおおおおおおおおお！」

「同じようなもんだろ！　『大』が付いても付かなくても！」

「全然違う！」

「ふんげっ！」

　顔面を地面に叩きつけられた。

「全く違う！　全然違う！　『淀よど川がわ』と『大おお淀よど川がわ』は全っ然違う！　『津つ』と『大おお津つ』は全っ然違う！　『好き』と！　『大好き』は！　全っっ然！　違――――――うっ！」

「ふが！　うげ！　おげ！　やめ！　死ぬー！」

『！』の数だけガッツンガッツンと地面に顔面を叩きつけられる。いや、死ぬって、マジで死ぬって、これ！

「信じらんない、信じらんない、信っっっじらんない！　『好き』は我が慢まんするよ！　でも、『大好き』は、『大好き』は絶対だめなのにぃぃぃぃ！　何で勝手なことするの？　何で余計なアレンジ入れたりしたの！　ふぇぇぇぇぇぇぇん！」

　で、しかも、何でお前が泣いてるんだ！　完全に僕が被害者だろう、この絵え面づら！

「あ―――――ん、ひどいひどいひどいひどいひどいひどいひどい！」

「イタタタタ、わかった、ごめん。謝るから！　謝るから髪を離して！　もう絶対勝手なことしないから！　一言一句セリフを変えたりしないから！」

「本当？　本当ね？」

　涙でぐずぐずになった瞳で、泥どろでぐずぐずになった僕の顔を覗のぞき込こむ毒空木。

「信じていいの？　ろくに日本語も覚えられない低級な脳ミソを、あたしは本当に信じてもいいの？」

　誰が低級だ、誰が。これでも学年首席だっつーの。完かん璧ぺきに覚えてやるよ、セリフくらい。

「じゃあ………許す」

　すごい、綺き麗れいな笑顔だな。あんな暴行した後で、何でそんなに美しく笑うことが出来るんだ。

　これからの告白ゼリフは一言一句間違うことを許されない。そんな恐怖を脳のう髄ずいに叩き込むような、凄すさまじいばかりの笑顔だった。







　そして、翌日。同じくグラウンドの片隅で。




「ああ麗うるわしの小こ谷たにさんバレーボールをアタックするあなたの背中に白い翼を見た時から僕は恋の虜とりこでしたあなたはこの腐った地上に降り立った最後の天使ですミカエルガブリエルラファエルウリエルカマエルヨフィエルザドキエルに僕は愛を誓いましょうプロテスタンティズムの倫りん理りと資本主義の精神に則するならば僕とあなたは神によってむすばれているのですよろしければ僕とお友達という関係からお付き合いしてくださいどうかお願いいたします」

「誰が付き合うかあ！　キモいんだよ、死ね死ね、すぐ死ね、蟯虫齧り虫ぃぃぃぃ！」

「やったー！」




　僕は天に向かってガッツポーズを掲かかげていた。

　やった、やったぞ！　本番で初めて成功した。すげー、人間やればできるんだ。

　毒空木から小谷さん攻略企画書を受け取ったのが三十分前。そこから驚異の集中力を発揮して、嫌がらせのような長い告白ゼリフを一字の間違いもなく記憶した。

　どうだ、毒空木め。これが学年首席の力だよ！

「ハルっっ！」

「ひぎぃっ！」

　なのに、どうしてまた前髪を摑まれる！

「今………あの子と目、合わせたでしょう？」

「目ぇぐらい合うわ！　告白してんだぞ！　目ぇぐらい合って当然だろ！」

「だめ――！　絶対だめ！　あたし以外の女と三秒以上目を合わせたらだめ――！」

「じゃあ、どうしろってんだ！　目を瞑つむって告白しろってのかよ！」

「あ、それ、採用で」

　マジですか!?







　さらに、翌日。




「あなたの自然を愛する心と美しい声に惚ほれました！　ぜひ僕と一緒に朝を迎えてください、お願いします！」




　いやー。まさかホントにやらされるとは思わなかったよ………目隠し告白。




　長い髪に花柄のリボンが可愛らしい飼し育いく員いんの矢や倉くらさん。餌えさ袋ぶくろを両手に抱えて飼育小屋に入ったところを見計らい、すかさず目隠しをして小屋に飛び込み、音と気配を頼りに告白ゼリフをぶつけたが、

「………………」

　返ってくる言葉はない。

　そりゃあ、そうだ。いきなり小屋に飛び込んできて、目隠ししながら付き合って下さいなんて言い出す超ド級の不審者に、かけてやる言葉なんてあるもんか。

「え？　え？　つ、付き合うって……え？　え？　え？」

　ややあって、ようやく後ろから聞こえてきた矢倉さんの掠かすれた声には、ただただ混乱の色しかうかがうことができなかった。

　………………って、あれ？　後ろからってなんだ。

　おかしいだろう。なんで真正面にいるはずの矢倉さんの声が真後ろから聞こえてくるんだよ？　それじゃあ、目の前のこの可愛らしい気配は誰なんだ？　僕は一体、誰に告白したんだよ。

　恐るおそる震える指で目隠しを解いてみれば、




「コケー！　コケコケコケコ―――！」




　それはそれは可愛らしい鶏にわとりがバッサバサと翼をはばたかせていた。

「あ、あの、愛の形に決まりはないし、女の子に相手にされないのが寂しいのはわかるけど、あの、その……」

　フォローはいいよ、矢倉さん！　死にたくなるからフォローはしないで！

「その子………雄おん鶏どりなんだけど」

　もう、殺してくれよ！

　そこから先はもう無我夢中だった。

「毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――――――――！」

　無我夢中で声にならない悲鳴を上げて、無我夢中で飼育小屋のネットを突き破り、無我夢中で毒空木の元へと取って返し、

「ハルぅぅぅっ！」

　カウンターで毒空木に前髪を引っ摑まれて、地面に引き倒されて、馬乗りになられて、額ひたいがガツンと触れ合う距離まで顔を寄せられ、

「あの雄鶏のこと……………可愛いなって思ったでしょ？」




「もういい加減にしろやあああああああああっ！」




　無我夢中で力の限り絶ぜつ叫きようしていた。




　かつてないほどデレ始めた猛毒の妖精、毒空木美也子。

　だがしかし、攻守最強と思われたデレ空木美也子は、激しい嫉しつ妬との炎ほのおを身に纏まとった魔人ジェラ空木美也子をも同時に顕けん現げんさせていた。
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「はい？　ジェラウツギ？」




　中庭に素すっ頓とん狂きような声が飛ぶ。

「えーっと、ジュラ紀の古代植物ですか？」

　時とき宗そうさんはジュラ紀の記憶を探るかのように眼鏡めがねのブリッジに中指を添えた。




　次の日、夕方。熟した夕日が一面をオレンジ色に染め上げる中庭で、僕らはガーデンテーブルを囲んでいた。

　八月の西日は下へ手たをすれば昼より熱い。出来ることならクーラーの効きいた部室棟とうにでも逃げ込みたいところだけれど、誰だれの耳が生えているかわからない部室棟のロビーで広げるには、全ぜん告コクツアーの話題はエキセントリックにすぎる。

　とゆーワケで僕達は、夏休みだというのに相も変わらずこの藤ふじ棚だなに集合し、全身にうっすらと汗の膜まくをまといながらオレンジ色に染まっているという次第である。

　ちなみに僕達というのは、もちろん僕と、その対面であさっての方向に体を捻ねじ曲まげて椅い子すに腰かけている毒どく空うつ木ぎ。そして、たまたま委員会の用事で学校に来ていた時宗さんと、弓道部の部活終わりにフラリと顔を出してきた秋しゆう海かい棠どうゆずり先せん輩ぱい――――まあ、つまりはいつもの藤棚メンバーですよ。

「あの、すみません、ハルくん。わたし、考古学はあまり詳しくなくって……」

　毒空木の親友であり、僕の数少ない女友達であり、ゆずり先輩のお気に入りであり、藤棚メンバー全員の癒いやしのアイドルである時宗愛あ結ゆさんは、長い後ろ髪を左手で纏まとめ、うなじにぱたぱたと下敷きの風を送った。

「いや、誰もしてないから、考古学の話は！　毒空木の嫉しつ妬とが酷ひどすぎるって話でしょ」

　そして、ハルくんカワイソーって話でしょ？　できれば積極的に口に出していこうね、ハルくんカワイソーって。超カワイソーって。そして、世論を盛り上げる形で毒空木に厳重注意を促うながそうよ、時宗さん。え、直接言えって？　なんでそんな意地悪言うの、時宗さん。お願いしますよ、時宗さん。今日も素晴らしい胸元だね、時宗さん。

「はあ、みゃーこのヤキモチですか。そう言われれば最近酷くなったよね、みゃーこ」

　そこに汗をかくのだろうか、時宗さんは雄大な谷間にしきりにぱたぱたと風をいれつつ親友に視線を向けるが、

「身に覚えがありませーん」

　毒空木は悪びれもしない。

「噓うそつけ、妬やくだろ！　めちゃくちゃ強火で焼くだろう、お前！」

「せいぜいミディアムレアってところでーす」

　面おも白しろくねーよ、このやろー。

「あのな毒空木」

　怒ど鳴なりつけたい気持ちを抑え込んで、僕はじっくりとテーブルに両手をつき、

「デレ園全告ツアーは僕に彼女を作るためのツアーだぞ」

　いまさらの大前提を口にした。

「知ってまーす」

「僕が学園中の女の子に告白して全員にフラれたら、付き合いたいランキング最下位のお前が繰り上げで僕と付き合う。その代わり、お前は僕の告白を最大限サポートする。そーゆー約束のツアーだぞ！」

「知ってまーす」

「じゃあ、なんだよ最近のこの有様は！　告白もせずに変な告白ゼリフの練習ばっかさせられて、いざ本番になったらスゲー適当な告白プランを押し付けられる。これのどこが最大限のサポートだよ！」

「次からはちゃんとしたプラン考えるつもりでしたー」

「その喋しやべり方やめろー！　ムカつくー！　うひゃー、ムカつくー！　だいたいいっつも言ってんじゃん、その言葉。次はちゃんとする、次はちゃんとする。それで行き着いた先が鶏にわとりへの告白だよ！　挙あげ句く、その鶏にまで嫉妬するってどういうことだ！」

「ハ、ハルくん、鶏に告白したんですか………？」

　うん、その話は今は置いとこうか、時宗さん。思い出しても泣きそうになるからさ。

「どうなんだよ、毒空木」

　改めて問い詰めれば、毒空木は背もたれに肘ひじをかけたまま、爪つま先さきでトンと地面を突いて椅子を後ろに傾け、バランスの限界を探るようにグラグラと揺らめいてからまた戻し、またトンと傾けて、グラグラとやってまた戻し、また傾けて、また戻し…………また傾ける。

「なんか言えあああああ！　どうなんだよ、僕が一つでも間違ったこと言ってるか？」

「ああ、うっさい！」

　毒空木は苛いら立だたしげにそう言うと、時宗さんから下敷きを奪い取りバタバタと乱暴に扇あおぎはじめた。

「一つだけ、間違ってる。あたしは、ハルに変な告白台詞なんて言わせてない。どれもこれも………超カッコよかった」

　マジでか。それはどうもありがとう。

「って、そーゆーことじゃねーわあああああああああああああああああああ！」

「ちょっと、落ち着け、ハル。そう熱くなるんじゃない」

　テーブルを粉ふん砕さいする勢いで天板に両手をつくと、それまでずっと黙っていたゆずり先輩がようやく口を開いた。

　大人おとなびた物言いと、暑さなど微み塵じんも感じていないかのような凜りんとした佇たたずまいが思慮深げな印象を醸かもし出だす和風美人のゆずり先輩は、二年生にして弓道部の部長を務める達人であり、つい二カ月前まで『生えてきた』と称して頭にパイナップルを載のせて生活していた筋金入りの変わり者だ。ちなみに表向きは毒空木の彼女という、実にややこしい人でもある。

「元々が歪いびつな構造のツアーなんだ。人一倍ヤキモチ焼きで負けず嫌いなみゃーこの性格を考えれば、遠からずこんな事態を招くことはハルも予見できていただろう」

「……はあ、ま、まあ、それはねえ」

　正直まったく予見できていなかったけれど、ゆずり先輩にこういう言い方をされると首しゆ肯こうせざるを得ない。バカだと思われたくないのだ。

「そ、そうですね。わたしも、その、予見できてました、完全に」

　遅れて眼鏡を持ち上げる時宗さんも、どうやら僕と同じ心境のようだ。

　ゆずり先輩はそんな僕達の反応を確認すると、飽きずに椅子をグラグラとやっている毒空木の後ろ頭をじっと見み据すえ、

「どうだろう、みゃーこ。一度、ツアーを休止してみたら」

　なるたけ軽い口調を装ってそう言った。

「はあ？　ふざけんな！　そんなこと絶対するか！」

　途端に猛反発する毒空木。

「ふざけてない。私は真ま面じ目めに言ってるんだ、みゃーこ」

「いーや、ふざけてる！　話になんない！　雨が降ろうが、槍やりが降ろうが、地球上の女全員が死滅しようが、ツアーだけは続行すんの！」

「このままツアーを続行したところで、ハルはもちろんみゃーこの精神状態だってもたないだろう」

「そんなの関係あるか！」

「なんでないんだ。二人の体の心配をしてるんだぞ」

「そうだよ、みゃーこ。ゆずちゃんの言う通りだよ」

　時宗さんもゆずり先輩に同調する。

「デレプリで怪け我がした左足だって全然良くならないし、一度キチンとお休みした方がいいよ」

「ダメ！　絶対ダメ！　絶対却きやつ下か！　何があってもツアーは続行するの！」

「何でそこまで？」

　時宗さんが呆あきれ顔がおでそう言うと、毒空木は一瞬泣きそうな表情を見せ、

「……約束だもん」

　……ああ、まただ。

　毒空木がこの言葉を使うとき、こいつはひどく頑かたくなな表情を見せる。

「ねえ、みゃーこ。最近ホント変だよ。この前なんか、手て島しまくんにまで嫉妬してたし」

「え、手島？」

「ちょっと、余計なこと言うな、白さ湯ゆ！」

　ビックリした。なんでここであのバカの話が出てくるんだ。

「ハルくんと手島くんが仲良いのが気に入らないんだって、みゃーこ。ハルくん夏休みになってもいつも手島くんと一緒に登校してくるでしょ？」

「え、ああ、まあ途中までだけど………」

　今日だって一緒に登校したけども。

　ちなみに、部活もやっていないバカの手島が夏休みも学校に来ているのは、バカだから補習があるからだ。なにせバカなので。それにしても…………。

「…………男友達にまで嫉妬し始めたらいよいよ末期だぞ、毒空木」

「誰が何の末期なのよ！」

　僕の顔めがけて、下敷きの風をビュンと送る毒空木。

「だって、おかしいじゃん！　手島ってハルをはめたクソ野郎でしょ？　なんでそんな奴やつと仲良くしてんのよ！」

「なんでって」

　こいつは………時々本当にワケのわからないことを言うんだよな。

「そんなもん、友達だからに決まってんじゃん」

「とも……」

　至し極ごく当然の言葉をいい返すと、毒空木はまるで未知の生物でも見るような眼で僕を見つめた。

「ば、ばかじゃないの！　あんなイヤガラセを受けて友達だからって理由で許すの？」

「大げさだな。あんなもんよくあるただの悪戯いたずらだろうよ」

「よくある悪戯……あれが？」

「実際、僕もあいつには似たようなこと散々してきたし」

　中学時代、手島の部屋からエロ本を盗み出して、どのページにクセがついて開きやすくなっているかあいつの好きな女の子の前で検証したり、手島の家の玄関に『無料相談所』と書いたポスターを貼はり付つけたり、手島がトイレに行った隙すきにラスボス寸前だったドラク●の最強装備を全部売っぱらって初期装備に買い替えてセーブしたり。

　僕と手島の歴史は絶え間ない悪戯の応おう酬しゆうで彩られている。たまにやり過ぎて本気でムカつくこともあるけれど。

「友達なんて、まあ、そんなモンじゃん」

　だから、僕は今でも手島と一緒にいるし、アイツも可能な限り僕から離れない。学園一の嫌われ者がクラスで孤立しないように………って、何でこんなこと言わなきゃいけないんだ恥ずかしー。

「友達なら……そんなもん………」

　毒空木は惚ほうけたように僕の言葉を繰り返すと、突然何かに気付いたようにさっと顎あごを引いて俯うつむいた。

「ふうっ」

　その拍ひよう子しに零こぼれた短い唸うなり声ごえと…………一粒の滴しずく。

「どうしたの、みゃーこ………………え、泣いてるの？」

「ええ、うそ――！」

「どうしたんだ、みゃーこ！」

　毒空木の予想外すぎる反応に、にわかに騒然となる藤棚。

「う、うるさい！　泣いてない！　泣いてないわー！」

　懸命に強がる毒空木だが、言葉に混じる涙声は隠せない。

「ちょ、マジでどうしたんだよ、毒空木！　え、僕？　僕のせい？　僕なんか傷つくようなこと言いました？　なんで泣いてんだよ、なあ、毒空木って！」

「泣いてない！　見んな、ばかっっ！」

「ふんぎゃあ！」

　顔を覗のぞき込こもうとしたら松まつ葉ば杖づえが鳩尾みぞおちに飛んできた。なんだっつーんだよ、もう。

「ああ、ごめんね、みゃーこ。泣いてない泣いてない。みゃーこは泣いてないよ。ほら、こっちおいで」

　時宗さんはそんな毒空木を優しく抱き止め、泣き顔を隠すように雄大な胸へと導く。

「ふえ～～ん、白湯～～～。泣いてないも～～～ん。あたし泣いてないも～～～～ん」

　いや、ふえーんとか言っちゃってんじゃん。優しくされて堪こらえきれなくなってんじゃん。お前マジでどーしちゃったんだよ。

「みゃーこ、本当に大丈夫か？　悪いことは言わないから少し休んだらどうだ？」

　ゆずり先輩も心配そうな表情で毒空木の震ふるえる肩に手を触れる。

「な、なんならウチに泊まりに来るか、みゃーこ？」

　そして、震える背中にも手を触れて、

「そ、そうだ、それがいい。そうすれば心も体もすっきりリフレッシュすること請け合いだぞ、みゃーこ！　みゃーこみゃーこみゃぁぁぁぁこぉぉぉぉぉ！」

　髪に手を触れ、腰に手を触れ、お尻しりに手を触れ、耳にうなじに舌を触れる………って、何やってんですか、ゆずり先輩！

「だあああああ！　触るな、パグ！　お前んチなんか死んでも行くかああああああ！」

　ほら、こうなるじゃん、もー。

　せっかく落ち着きを取り戻しかけた毒空木は、ゆずり先輩のセクハラで再び爆発。夢の谷間から頭を引っこ抜くと、瞼まぶたごと剝はぎ取とる勢いで涙を拭い、

「ハル、明日も時間厳守だからね！」

　鬼気迫る表情でツアーの続行を宣言した。

「ちょっと、よしなって、みゃーこ！」

「うるさい、白湯！」

「なぜ言うことが聞けないんだ、みゃーこ！」

　あなたのせいですよ、ゆずり先輩。

　何てことしてくれてんですか。こうなっちゃった毒空木は、もう誰の言うことも聞かないんだよ………ああ、また地じ獄ごくのツアーが再開する………。

「何よ、ハル。その顔は！　分かってるっつーの！　ちゃんとサポートしろって言いたいんでしょ！　やってやるわ！　やりゃあいいんだろうが―――――！」

　僕の困り顔をどう誤解したのか、ますます荒ぶる毒空木は乱暴に鞄かばんを引ひっ摑つかむと、

「オラッ！」

「いてっ」

　クシャクシャに丸めた紙くずを引っ張り出して、僕の顔面に投げつけた。

「拾って！」

　じゃあ、投げるなよ。テーブルの下に転がったそれを拾い上げて広げてみれば………。

「なんだ、これ？　谷たに屋やあやめ攻略企画書……？　これって、まさか！」

　表紙の文字をそのまま読み上げてピンときた。そうだ、谷屋さんだ。僕が以前毒空木にメールした告白したい女子リスト。その筆頭にあげていた一年Ｂ組ソフトボール部の谷屋あやめさんじゃないか。表紙をめくるとレポート用紙数枚に渡ってびっしりと書き込まれた谷屋さんの個人データと、毒空木が考えたと思おぼしき綿密な告白プラン………。

「毒空木、お前………」

「言ったじゃん、次からはちゃんと考えるって。あたしは約束を守る女なの！」

　毒空木はそう言い放つと、ふわふわのロングヘアーに手て櫛ぐしを通し、

「……せいぜい、派手にフラれれば」




　真まっ赤かに充血した目で僕を睨にらんだ。
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　ソフトボール部二年、坂さか頭がしらさくら（通称がっしー）は気弱なヘタレ女だけど、バットを持たせれば超高校級の怪力を発揮する、棒を持った子ゴリラよ。視力の方もゴリラ並みだから（ゴリラって目ぇ悪いの知ってた？）基本、打率の低いへぼバッターなんだけど、当たれば打球は必ず柵さく越ごえすんの。場外に飛んだボールの回収は一年生の奴ど隷れい（補欠）の役目。ボール一個の紛失につき罰走十周が科せられるから、奴隷共は死に物狂いでボールを探すわ。難所に落ちたボールを見つけたヤツは奴隷仲間で神と崇あがめられるんだってさ。辞めたらいいのに、くっだらねー。


（毒空木著・『谷屋あやめ攻略企画書』より抜ばつ粋すい）















　西の稜りよう線せんに沈もうとする太陽は、上半分になりながら誰も望んでいない最後のひと踏ん張りを発揮して連絡道に熱線を照射していた。

　デレ園のメイングラウンドと第三グラウンドとをつなぐ連絡道は未み舗ほ装そうの砂じや利り道みちで、道の横はすぐ林だ。僕はクヌギの木陰に隠れて西日を凌しのぎつつ、第三グラウンドから聞こえるソフトボール部の独特な掛け声を聞いていた。

　ソフトボール部の躍やく進しんにより急きゆう遽きよ増設された第三グラウンドは、突貫工事の割に作り自体はしっかりとしたソフトボール専用グラウンドの態ていを整えており、ベンチやスコアボードはもちろん、客席スタンドまで備わっている。

　いくら現役のソフトボール部だからって、あの大きくて重いソフトボールをこんなところまで場外ホームランする女子高生がいるなんて。毒空木レポートを読んだ時はにわかには信じがたかったけれど……………僕は右手に握りしめた白球をマジマジと眺めた。

　飛んできたもんなー、ホントに。

　ビックリしたー。そりゃ、躍進するわ、ソフト部。

　快音を響かせた白球がグラウンドを飛び出して、運よく連絡道のはしっこに落下したのが数分前。僕は素早くそのホームランボールを回収し林に隠れた。

　それから、何人の女の子がボールを探しに来ただろう。僕は心を鬼にして彼女達をスルー。ひたすらに一人の女の子の到着を待ち続けた。

「もー、がっしー先輩ボール飛ばしすぎ…………どこ行ったのよー」

　そう、マイ・リーディングヒロインこと、谷屋あやめさんの到着を。

　引き締まったボディラインとそばかすの浮かぶ小麦色の肌はだ、キャップから僅わずかにはみ出る程度のショートヘア。

　ああ、やっぱり君はユニフォーム姿が一番素す敵てきだよ。半ばボールの発見は諦あきらめているのだろう。途方に暮れた表情でフラフラとこっちへ向かって歩いてくる。

　可か哀わい相そうに、谷屋さん。今すぐ僕が絶望の淵ふちから救ってあげるからね。

　僕は深呼吸を一ついれて逸はやる心を落ち着けると、谷屋あやめ攻略企画書の最終ページ、告白作戦簡易チャートに目を通した。





　①ハル、連絡道で待機し、ホームランボールを回収したら林に隠れる。

　②ボールを探しに来た谷屋に手渡す。

　③罰走から救われた谷屋、感激の涙を流す。

　④そこへ第二のホームランボールが飛んでくる（実際はパグが、谷屋の背後からキャッチしごろの弓なりボールを投げつける）。

　⑤ハルが谷屋の前に立ちボールをキャッチ。

　⑥「これでツーアウト。最後に僕が君のハートをキャッチしてスリーアウトだね」と言って爽さわやかに笑う。

　⑦挙式（グァム）。

　⑧飛行機墜落。






　完かん璧ぺきだ。

　後半に多少の問題はあるものの、シンプルで隙のない完璧な作戦だ。美しくすらある。やればできるじゃないか、毒空木。

　僕は道を挟はさんで反対側の木立に潜んでいる、呆れるほど美しい松葉杖の少女に向かって親指を立てて見せた………………………って、あれ？　なんだよ、松葉杖の少女。今日はあんまり美しくないな。つーか、何あれ？　スゲー険しい顔して谷屋さんのこと睨にらんでるんですけど。

　ウソだろ。あんだけちゃんとやるって大おお見み得え切っておいて、まさか、もうジェラ空木化してるのか？　だめだぞ、毒空木。これはお前が言い出したことなんだぞ、毒空木！　ここは絶対に我慢だからな、毒空木ィィィ！

「あー、出てきてよー、ボール～～。このままじゃ四日連続罰走だよ～～。何部なのよあたし～～～」

　はあっ、いけない！　そうこうしているウチに谷屋さんが前を通り過ぎてっちゃった！　マズいぞ、作戦上後ろから声をかけるわけにはいかないのに。

　どうする！　どうする、僕！

　―――ガサガサガサ！

「きゃあ！　え、何？」

　どーするもこーするもあるか。僕は繁しげみをガサつかせて林の中を疾しつ走そうし、

「あ、あの！　ちょちょ、ちょっと、谷屋さん！」

　言葉と足をもつれさせながら、谷屋さんの前に転がり出た。

「ひぃぃぃぃぃぃ！　蟯ぎょう虫ちゅう齧かじり虫むしぃぃぃぃぃぃいぃぃぃぃ――――！」

　夕暮時、林の中から全力ダッシュで飛び出してきた学園一の危険人物の姿に、谷屋さんの顔が恐怖にゆがむ。

　構わない。

　ここまでの反応は想定内だ。ここから一気にひっくり返す！　行くぞ、作戦開始だ！

「お、驚かせちゃってごめんなさい、谷屋さん。あの、もしかして…………これを探しているのかなと思ってさ」

「あ、そのボール！」

　ゆっくりと右手を差し出すと、谷屋さんの表情にポジティブな驚きの色がさした。

　よし、喰いついた。

　そりゃあ、そうだ。今この瞬間、罰走が帳消しになったんだ。喰いつかないワケがない。だが、ここで調子に乗ったら台無しだぞ、ハル。慎重に、己の立場を弁わきまえて、

「良かった、やっぱりこれを探してたんだね、谷屋さん。偶然何かが飛んでくるのが見えたから、もしかしてと思って拾いにいったんだよ」

　―――あくまで紳士的に。

「……あっ、でも、僕みたいな嫌われ者にボールを手渡されたら迷惑だよね」

　―――あくまで謙けん虚きよに。

「じゃあ、ここにボール置いとくからさ、後で拾ってよ」

　―――あくまで、爽やかな笑顔を忘れずに、僕はそっとボールを地面に置き、

「いてっ」

　立ち上がる動作に合わせて額ひたいに手をあてがった。まるでそこが痛むかのように。

「え、あなた、もしかしてボールが頭に？」

　………まるでそこにボールが当たったかのように。

「だ、大丈夫大丈夫。なんでもないから。それじゃあ、僕、もう行くよ。練習がんばってね、谷屋さん！」

　―――そして、慌てて立ち去るそぶりを見せれば、

「ちょっと待て！　蟯虫、じゃない………………石つわ蕗ぶきくん」

「え？」

　谷屋さんが僕の名前を呼んでくれる。

　そして、背筋を伸ばしてキャップを脱いで、

「その………ありがとう。ボール拾ってくれて……すごい、助かったよ」

　エクセレ――――――――――――ント！

　パーフェクトだ！　パーフェクトにシナリオが進行しているぞ！

　もはや谷屋さんの頭の中には、蟯虫齧り虫への嫌けん悪おも、恐怖も、ソフト部の部員以外用のないはずのこの連絡道で、僕がいったい何をしていたのかという根本的な疑問すら存在しない！

「そんなとこに置いていかないでさ、ボール………ちょうだいよ」

　そう言って、谷屋さんは僕に向かっておずおずと手を差し出した。

　なんだ、この爽やかな展開は。まるで映画のワンシーンから切り出したみたいじゃないか。

　オレンジ色の夕日を浴びるグラウンド。

　土に汚れたユニフォーム。

　はにかんだ笑顔を浮かべるスポーツ少女。

　差し出された手。

　そして、肩越しに見えるクヌギ林と、地じ縛ばく霊れいみたいな顔をしてガッシガッシと己の髪の毛を嚙かみ千ち切ぎっている毒空木…………。




　――――って怖っ！




　怖っ！　怖っ！　怖あああああああああああああああああああああああああああ！

　え？　え？　えええええ、何やってんの、アイツ！

　谷屋さんの斜め後ろ。クヌギの林の木陰からこの世のものとは思えないような眼光を飛ばしつつ、自慢のふわふわの髪の毛をお金持ちのハンカチのように嚙みしめている毒空木。地毛？　地毛だよな、アレ。絶対に地毛だよな、こぉぉぉえぇぇぇぇぇぇ！

「ちょ、どうしたの、石蕗くん？」

「うわー、なんでもな―――い！　全くもってなんでもないよ、谷屋さ―――ん！」

　後ろを振り向きかけた谷屋さんの顔をテンションと大声でこちらへ引き戻した。

　だめだ、一度走り出した計画はもう止められない。

　谷屋さんの後方ではホームランボール担当のゆずり先輩がもうスタンバイを完了しているのだから。右手でしっかりと白球を握りしめ、左手でしっかりと握りしめた弓に番つがえてスタンバっているのだから。

　って、ぎゃああああああああああああああ！

　何やってんだあああああああああああああ！

　ゆずり先輩、何やってんだ――――――――！

　スリングショットか！　違う違う違う！　投げて投げて、手で投げてー！

　ちゃんと確認したでしょう。あなたの仕事はキャッチしごろのやんわりとした弓なりボールを僕達に届けることだって！　そう、弓なりボールを………弓なりボール………弓なり………『弓』なり………ああ………そこフィーチャーしちゃったか……。

　凜とした大人おとなの女性の雰ふん囲い気きに、ちょっぴりおバカな頭脳がギャップ萌もえな天然少女は、矢の代わりにソフトボールを番えた弓を力の限り引き絞り、

「カ、カキーン！」

　最後の最後までわたし本当に必要なのかと訴え続けていたヒッティング音担当の時宗さんの声を合図に、弾丸のように射出した。

　――――速い！　ウソだろ。あんなもんキャッチできるかよ、逃げないと！　いや、だめだ。逃げたら谷屋さんに直撃する―――ここまでの思考コンマ一秒。次のコンマ一秒で、僕はほとんど反射的に谷屋さんと体を入れ替え、そのまま覆いかぶさるようにして我が身を盾にし、次のコンマ一秒で、




「誰が抱きつけと言ったああああああああー！」




　毒空木のミサイルのようなドロップキックに吹き飛ばされていた。
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「毒空木……これは一体どういうことだ」




　暮れなずむ中庭で僕らは再びガーデンテーブルを囲んでいた。

　いや、正確には毒空木を囲んでいたと言うべきか。ガーデンチェアに腰を掛け、ふて腐くされた視線を足元に落とす毒空木を。

「なあ、どういうことなんだよ、毒空木」

　僕はもう一度同じ質問を繰り返した。

　五月の初旬にスタートし、気が付けば夏休みに突入していた全告ツアー。その三カ月の間に、一体何人の女の子に告白したことだろう。思えば酷い告白プランばかりだった。著いちじるしく誠意を欠く告白プランもあった。悪意があるとしか思えないようなプランだってあった。それでも…………今日のように直接的に毒空木が手を下して告白を邪じや魔まされたのは初めてだ。なあ、これはだめだろう、毒空木。何て言うか……これは、ルール違反だろう、毒空木。何とか言えよ、毒空木！

「……ハルが悪い」

　なんだとぉ!?

「だって、そうじゃん！　ハルが勝手なことするから悪いんじゃん！　ちゃんと企画書に書いてあったでしょ！」

　まだ言い始めてもいない僕の非難を封じ込めるように、毒空木が企画書のページをめくってバシバシと叩たたいた。

「簡易チャートの第四項『ホームランボールが飛んでくる』、第五項『ハルが谷屋の前に立ち、ボールをキャッチ』、ほら書いてあんでしょ、『前に立ち』って！　ま・え・に・た・ちって！　抱きしめるなんて絶対書いてないもん！　余計なアドリブ入れたハルが悪いんじゃん！」

「だって、あの場合はしょう―――」

「しょーがなくないもん、許さないもん！　抱きしめるとか、絶っっ対許さないもん！」

　喋らせろや、取りあえず！　なんで全部喋る前に言い返してくるんだよ！

「ハルが悪い！　絶対にハルが悪いー！」

　言うだけ言ってしまうと、毒空木は企画書をテーブルに叩きつけ、もう聞く耳持たないとばかりにぷいっと顔を背けた。

「お、お前、ちょ、もう………先輩！」

「さて………どうしたものかな」

　さすがのゆずり先輩もお手上げの様子で溜息をつく。

「ねえ、みゃーこ、もう無理だよ。ゆずちゃんが言った通りだよ。一旦ツアーはお休みしよ？　もう、みゃーこがもたないから。ね、お願い」

　嚙みしめられて針金のようになった毒空木の髪の毛に、悲しげに櫛を入れながら時宗さんが哀願するが、

「やだー！　絶対やだー！　ツアーはやめない！　明日も明後日あさつても続行するのー！」

　毒空木は櫛を吹き飛ばす勢いで首を振る。

「いい加減にしろ、みゃーこ！　愛結はお前を心配してるんだぞ！」

　……おっと。ついに先輩が怒っちゃったぞ。

「……………」

　声にこそ出さなかったけれど、初めて自分に向けられたゆずり先輩の怒鳴り声に、少なくない驚きと怯ひるみを感じたことが毒空木の肩の動きに現れていた。

「いいか、みゃーこ。私達は何もツアーを止やめろって言ってるんじゃない、夏休みの間だけでも休憩したらどうだって言ってるんだ。何でそれが聞けないんだ」

「ううう、だって……だって……」

　毒空木はゆずり先輩と目を合わさないように、俯きがちに僕を一いち瞥べつすると、




「ツアーやらなきゃ、ハルに会えないじゃん……」




　聞き取れないほど小さな声でそう言った。

「………え？」

「だから！　ツアーやんなかったらハルは学校来ないでしょ！　……新学期まで会えないじゃん……」

「それだけかよ！」

「それだけって何よー！」

　思わず零れた僕の本音に、毒空木が爆発する。

「一カ月だよ！　一カ月もハルに会えないんだよ？　そんなん絶対無理だもん！　死んじゃうもん！」

　いや、死にゃしねーだろうがよ。

「死んじゃうもん……無理だもん…………うぶぶぶぶぶぶぶ」

「みゃーこ」

　涙に声を震わせて、時宗さんの胸に顔を擦すりつける毒空木。

「ハルのバカ……パグのバカ……ううううううううううう」

　……どうやら、本気で言ってるようだな。

　マジかよ。そんな理由？　そんな理由でお前は、嫉妬に狂いながら、痛めた左足にムチ打ちながら、ツアーを続行していたっていうのか？

　ああ、もう……………バカだな。ホントにバカだ。

「……来るよ」

「……え？」

　僕がそう言うと、毒空木は涙でグズグズになった顔を上げた。

「ツアーがなくたって来るよ、学校には」

「うそ……」

「うそじゃないよ」

「うそうそうそうそうそ！　絶対うそだ！」

「うそじゃねーっつってんだろ。来るよ。ハル園の世話だってしなきゃいけないんだし、それに……」

「それに？」

　……ああ、クソ。ホントにバカだ。

「怪我してるお前に………坂登らせるわけにいかないだろ」

　まんまとこんなこと言わされて、ホントバカだ…………僕は。

「ハル……」

　毒空木は目に涙を一杯に溜ためながら僕を見上げ、

「ウソだウソだウソだウソだウソだウソだウソだウソだウソだ―――――！　絶っっっっっ対ウソだ―――――――――！」

　歌か舞ぶ伎きの連れん獅じ子しのように、髪の毛を振り乱して首を振った。

「いや、しつけーな！　信じろや、そこは！　ちょっと良いシーンだったろ、今！」

「それじゃあ、ここにサインしてよ！」

　どこから取り出したのか、紙とペンを突き出す毒空木。

「いや、どんだけ疑り深いんだ、お前！」

「サインしてよー！　噓じゃないならサインしてよー！」

　ええー、マジで？　マジで一筆書かせる気か、こいつ。友達に念書書かせるって、引くわー。台無しだよ、せっかくのちょっと良いシーン台無しだよ。

「ほらよ、書いたぞ。これで満足か？」

　怒りに任せてサラサラと記名した紙きれを毒空木に突っ返すと、

「白湯とパグもサインしてよー！　見届け人としてサインしてよー！」

　今度は時宗さんとゆずり先輩に向かってペンを突き出す。

　もう、病気だろう、コイツ。

「え、わたしも書くの、みゃーこ？」

「私もか？」

　毒空木の剣幕に負けて渋々サインさせられる時宗さんとゆずり先輩。そんな二人を見ていると……………あれ、なんだろう、この感じ。なんか、おかしい気がするぞ。なんか、今、僕とんでもない過あやまちを犯してしまった気がするぞ。

「えへへへー」

　だって、毒空木が笑ってるもん。物もの凄すごく美しい顔で笑ってるもん。そうだ、こいつがこの笑顔を浮かべる時は、いつもとんでもなくやっかいなことを思いついた時なんだ。

　僕の言い知れぬ不安をあざ笑うかのように、毒空木は満足げに藤棚メンバー全員から分捕った念書を眺め、

「わーい、部員が増えたー」

　やっぱり、とんでもないことを口走った。




　…………は？




　一瞬にして藤棚の空気が凍り付く。

　ちょ、ちょっと、待て。何て言った？　今コイツ……何て言った？　まさか、さっき僕らがサインした紙って………。

　夕日の最後のひとかけらが、トランプのカードのように扇状に広げられた念書の文字を裏に透かす。




『入部届』













「入部届だとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「なにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」




　僕と時宗さんとゆずり先輩。三者三様の悲鳴が暮れ落ちた夏の空に共鳴した。




「いえーい、部員ゲットー」

「いや、ゲットじゃねーわ！　あほかー！　今すぐその紙返せ、毒空木ー！」

「だめだよ、みゃーこ！　わたし保健委員だから！　無理だから！」

「私は部長だぞ、みゃーこ！」

「うん、大丈夫。部長であるあたしに提出された時点で、入部届は受理扱いになるから大丈夫！　委員会と部活と両方入ってる子なんて普通にいるから大丈夫だし、部活のかけもちだって運動部と文化部の間でなら正式に認められているから大丈夫だよ！」

「大丈夫じゃねーわああああああ！　なんも大丈夫なことなんてねーわあああああ！」

　僕達の烈火のような抗議を、毒空木は涼すずしい顔で受け流し、

「はー、これでやっと同好会から部へ昇格だー。わっふーい！」

　……え、同好会？　同好会ってなんだ？

「は？　なに、アンタら。知らなかったの？　ウチの学園で部活として認められるには、四人以上の部員が必要なのよ。今年から部員があたし一人になった園芸部はとっくに園芸同好会に格下げになってたんだけど………知らなかった？」

　知るわけねーだろ、そんなもん！

「ガチでかー。引くわー。まあ、いいや。こんな奴らでも頭数は頭数だし。これで部室が、念願の部室が手に入るー！　きゃー、エアコンだ、エアコンだ。あははははははは」

　よっぽど部室が嬉うれしかったのだろうか。毒空木は呆ぼう然ぜんとする僕達を置き去りにして、バレリーナよろしくクルクルと回り出した……………包帯がグルッグルに巻かれた左足を軸足にして。

「うお―――――――い、毒空木！　足っ！　足っ！　足ぃぃぃぃ！」

「きゃ―――――――！　みゃ―――こぉぉぉぉぉ！　だめえええええええ！」

「やめろ、みゃ―――――こ――――――――――！」

「んん？　どったの？」

　総ツッコミを入れる僕達を不思議そうに眺める毒空木。

「おお、足か！」

　そこでようやく気付いたかのように、包帯グルグル巻きの左足をぺしぺしと叩き、この世の生きとし生けるすべての生物を魅了するようなこの夏一番の美しい笑顔を煌きらめかせ、

「ウソなのだった☆」




　ピースサインをしてみせた。

　「「「ふざけんなああああああああああっっ！」」」

　園芸部新入部員三人の魂たましいの絶ぜつ叫きようが、急速に暗み始めた夏の空に吸い込まれた。

「ええー、アンタらガチであたしがまだ怪我してると思ってたの？　捻ねん挫ざだよ？　ただの捻挫ですよ？　一週間で治ったっつーの。ばっかじゃないの？」

「バカはお前だ、お前えええええええええええええええええ！」

　し、し、し、信じらんねえ、コイツ、信じらんね――――――――――――！

　え、なに？　なに？　じゃあ、今までの僕の苦労は一体なに！　朝夕のおんぶの往復は一体なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！

　いや、おかしいとは思ってたよ？　仰ぎよう々ぎようしく杖ついてる割に全然痛そうな素振りがないし、やたら機敏に動き回るし…………ドロップキックしてたし、さっき！

　そりゃあ、ウソを見抜くポイントは山ほどあったかもしれないけどさ！

「バ――――カ、バ――――カ。スケベバカに、おっぱいバカに、セクハラバカー」

　バカ呼ばわりはないだろう！　一向に良くならない左足を、ちょっとマジで心配してたんだからな、こっちは。それをバカ呼ばわりって、バカ呼ばわりって………。

「だいたいあたしが挫くじいた足って右足だし」

　あああああああああああ、そう呼ばれても仕方ねえええええええ―――――――！




「はぁ～～～、もう何が何だか………」

　とうとう腰が抜けた時宗さんがヘナヘナと芝に崩れ落ちる。いや、無理もないよ、多すぎる。この短いスパンでサプライズが多すぎる。ちょっと整理させてくれ。えっと、まず園芸部に入部させられて？　その園芸部が園芸同好会で？　毒空木の足はピンピンしてて？　やっぱり園芸同好会は園芸部になって？　えっとそれから………。




「あ、そうだ。明日から園芸部の合宿だから。八時半校門集合ねー」

「「「……………………………………………………………………」」」




　園芸部部長がぶっ込んできた最後のサプライズに、新入部員一同声を上げることすらできなかった。
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　突然ですが、豊かな自然と造園・農業が盛んな僕らの町には、いわゆる見所と呼ばれるものが何もない。

　本当に何もない。なので、僕らの町の住人は、常によその県から来た友人知人に、「どこか名所に案内してよ」と言われることを恐れて生活している。

　まあ、それでも強しいてどこか教えてくれと言われれば、僕らは忸じく怩じたる思いで北端の県境に広がっている加か味み高原という名の田舎いなかの空き地群を、『地元ではそこそこ名の知れた』という免罪符のような修飾語をくっつけて、避暑地として紹介することになる。

　もちろん、『そこそこ』と言っても、文字通り本当に『そこそこ』なワケで。『底底』と言い換えてもいいくらいで。高原としての知名度とグレードは伊い豆ず・志し賀が・軽かる井い沢ざわなどとは比べるべくもなく、下の下の下。なので、その高原のど真ん中に無む駄だに広い敷地を切り開いて建てられた『フラワーアニマルアドベンチャーランド』という官営のテーマパークの存在など他県の人間はまず知らない。

『自然との共存』をテーマに掲かかげ、遊園地と動物園と植物園を内包する売りの絞り切れていないこのパークは、高原内でしか発揮できていないその存在感を少しでも高めるため、毎年夏休みの期間になると話題作りと宣伝をかねて、県内の高校園芸部に呼びかけ、最寄りの駅からパーク正門までの約三キロの道路を三日かけて生花で飾るという『フラワーロード計画』を催もよおしている。

　活動の性質上、大会や試合といったものが殆ほとんどない園芸部にとって、このフラワーロード計画は唯ゆい一いつにして最大級の交流イベントであり、毎年たくさんの高校が……高校が………ああ、えっと………ごめんなさい。解説とか…………ちょっと無理です。あんだけサプライズ叩たたき込こまれた昨日の今日で………………冷静な解説とか、もう無理です。

　いや、本当にね。おかしいでしょ？

　毒どく空うつ木ぎの卑ひ劣れつな罠わなに引っ掛かり、まんまと園芸部員にされたのがつい昨日。あまつさえ、その翌日から強制参加の三泊四日の合宿だとか言いやがる。

　いや、待てよと。冗じよう談だんにもほどがあるだろうと。

　もちろん僕達はこんなペテンを諾だく々だくと受け入れはしない。毒空木が何と言おうが、時宗さんには保健委員の仕事があるし、ゆずり先輩は弓道部の部長だし、僕には夏休みだということをいいことにねーちゃんから押し付けられた家の仕事が、どう考えても夏休み中に終わらないほどしこたまある。

　至し極ごくまっとうな理由から、僕らは断固として毒空木の詐さ欺ぎ行為に異議を唱え………




「さあ、みなさん、入ってください。ここが私達の宿泊場所ですよー。二階が寝室になってます。好きな部屋を選んでくださーい」

「うお――――！　スゲ――――！　めっちゃ、豪華なログハウスじゃーん！　あたし、このロッキングチェアもーらい！」

「あ、ずるいよ、みゃーこ！　椅い子すはみんなのものでしょ！」

「じゃあ、私はこの一人用のソファを占有するとしよう」

「ちょっと！　ゆずちゃんまで！」

「岡おか庄しよう先生は、そこのおっきなソファに座ることね。はい、白さ湯ゆは床に正座ー」

「なんで正座なのよ！」




　………結果、こうして加味高原のコテージのリビングで椅子の取り合いをしている。

　いや、おかしいだろ、絶対に！

　昨日、毒空木に明日から合宿だと告げられた時は、さすがに何かの冗談だろうと思っていた。だから、泡喰って合宿の準備をしていた昨日の夜も、集合時間ピッタリに校門前に集合した今日の朝も、トランプしながら高速バスに乗っていた時も、バス停から二十分かけて歩いている間も、ずっと現実感がなかったけれど………………。

　こうして宿泊所であるコテージまで見せられると、いよいよ現実を受け入れざるを得なくなってくる。

　マジか、マジで今から合宿やんのか。こんなの、やんわりとした拉ら致ちだろう。




「いやー、しかし、宿泊場所がログハウスって聞いてたから、どんな高床式倉庫に泊まらされるのかと思ったら、超立派なコテージじゃ～ん！　サイコ――！」

　ロッキングチェアをギシギシと揺らしながら、満足そうに笑う毒空木。

　何でコイツは人を騙だまして連行しておいて、こんな百点満点の笑顔で笑えるんだろう。どーゆー精神力してるんだろう。

「でも、こんな豪華なコテージ、本当にわたし達だけで使っていいんですか？　なんだか、もったいないなー」

　もったいないなーじゃないよ、時とき宗そうさん。何、律りち儀ぎに床に正座してるの。

「木の香りいがいいな。いるだけで癒いやされるようだ。これはいい夢が見られそうだ」

　ちょっと、寝ないでゆずり先せん輩ぱい！　いきなりくつろぎ過ぎでしょう！　

　………てゆーか。

　みんな全体的に馴な染じみ過ぎじゃないですか？

　いや、確かにお洒落しやれなログハウスですけども！　全てウッドで統一された家具が内装とマッチして森の中にいるような安らぎと安心感がありますけども！　デッキテラスも広くてバーベキューなんか出来そうですけども！　三角屋根が可か愛わいらしいモダンなデザインなログハウスですけども！

　それにしたって、なんぼなんでも切り替え早くないですか？




　すっかり旅行ムードできゃいきゃいとはしゃぐ女子三人を遠目に見ながら、僕は言い知れぬ疎外感を拭ぬぐうことが出来なかった。

「おや、どうしました石つわ蕗ぶきくん？　元気がないようですが、バスにでも酔いましたか？」

　そんな僕の背中を、園芸部顧こ問もんであり、クラス担任であり、その実、デレ園の理事長である岡庄先生がバスバスと叩く。

「ああ、先生。いえ、別にそういうわけじゃないんですけど……」

　てゆーか、そういうわけなら背中叩いちゃダメだろう。

「そうですか、それならいいのです。いや、それにしてもあなた達が園芸部に入ってくれて本当によかった今年のフラワーロード計画にはぜひとも参加したかったのでね」

　どことなくビーフジャーキーを思わせる岡庄先生は、ウッドテーブルに備え付けのウッドチェアに腰を下ろし、ペットボトルのお茶を一口含んだ。

「はあ、そうなんですか。何か特別なことでもあるんですか、今年は」

「まあ、何もないでしょうけど」

　ないのかよ。

「何もなくてもいいのですよ。青春とはそういうものです。せっかくの合宿です、石蕗くんもおもいっきり楽しんでください。ほほほほほ」

　相変わらず、すごいフンワリとした纏まとめ方するな、この人は。まあでも………。

　僕はスポーツバッグを床に下ろすと、庭に面した押し出し窓を開いてみた。途端に、芝生しばふで覆われた広い庭から草の匂いと、土の匂いと、鳥の声と、セミの声が一体となって押し寄せてくる。

　………岡庄先生の言うことももっともか。せっかくの合宿だもんな。

　山々の緑は目に眩まぶしく、空気は都会と同じ元素で出来ているとは思えないほど軽くてうまい。ゆっくりと肺の底に溜ためこんで吐き出せば、全身の細胞が一つ一つ生まれかわっていくかのようだ。町では鬱うつ陶とうしくてしようがなかった太陽の日差しでさえもここでは心地よい。正直、ロケーションは最高だ。そして、何より……………。




「わっ、暖だん炉ろだ、本物の暖炉があるー！　ほら、入って入って。早く入って、白湯」

「何で入んなきゃいけないの！」

「お願いお願い！　一回入って！　写メ撮るから一回入って！」

「やーだ。ちょっと、やめて、服が汚れる。この夏の一軍なのにいー！」

「ふむ、確かに。見たことのない下着だな」

「スカートをめくらないで、ゆずちゃん！」

「はい、チーズ！」

「撮っちゃだめー！」




　……超絶美少女三人と一つ屋根の下の合宿だもんなぁぁぁぁぁぁ～～～。

　これでテンション下げてちゃ、世界中の男子高生からシバかれるわ、ぐへへへへ。

「うわ、何よ、ハル。気持ち悪い顔して。あ、さてはあれか？　初めて見るあたしの私服に魅了されてる感じー？」

　自慢のロングヘアーをかき上げて、モデルのようにポーズをとって見せる毒空木。

　は――――い、そ―――――でぇぇぇす！　ミリョーされてまぁぁ――――すっ！

　もーいい！　もーやめた！

　カッコつけて不ふ貞て腐くされたフリするのとか、も――――やめた。実は僕もとっくに切り替え完了していまーす！　いつからだって？　集合時間からですよ。だって、可愛いもん、みんな。私服初めて見るけど反則級に超可愛いもん、みんなー！

「ハ、ハルくん。どうしたんですか、急に。目が異常ですよ？」

　いいえ、異常なのはあなたですよ、時宗さん。花柄の白ワンピースに、麦わら帽ぼう子しとか！　異常に似合ってまんがな、時宗はん！　何気に眼鏡めがねもお出かけ用ですか、お愛あ結ゆはん！　指紋ベッタリつけてやろうか、お白湯はーん！

「なんだ、さっきまでむくれているようだったが、随ずい分ぶん楽しそうじゃないか、ハル」

　ええ、そりゃあ、もうおかげ様で。ゆずり先輩のミニスカートのおかげ様で！

　先輩のことだから、てっきり弓道着とか作さ務む衣えとか和風ガッカリ路線で現れると思ったら、まさかのミニ、しかも、タイト！　からのサマーニット！　いいじゃない、高原に生なま足あしいいじゃないですか。生足ばっちこーい！

「ちょっと、ハル！」

「ふんげっ！」

　とかなんとか思っていたら、本当に生足が飛んできた………顔面に。

「いてーな、毒空木！　急になにすんだ、お前！」

「キモすぎんのよ、どんだけ女の生足ガン見してんの！　せめてチラ見に留めろや！」

「はぁ？　ふっっっざけんなよ！　そっちがそっちの責任で出してる生足だろうが！　見方はこっちで判断するわ！」

「妙に説得力のある意見だな……」

　恥ずかしそうにスカートの裾すそを引くゆずり先輩。

「キモ。なに開き直ってんのよ。つーか、足見るんなら、あたしじゃん、ほらほらほら！」

　ホットパンツから延びる生足を、振り子のように揺らして見せびらかす、毒空木。

「あー、そうだねー。いいよねー」

「ちょっと、何よ、そのリアクションは！」

　えー。だってー。いやね、確かにね、悪くないんだよ？　ポケットの底が裾から覗くくらい短くカットされたデニム生地のホットパンツにノースリーブとか。組み合わせは大好物なんですよ？　でもなあ、毒空木………お前はホットパンツの武器というものを根本的に誤解してるんだよ。

「ふん、もういいわ、こんな変態。生足損だわ。みんな、二階に寝室見に行こ。あたし一番大きい部屋予約ね」

　いまいち反応の鈍にぶい僕に興ざめしたのか、毒空木は後ろを振り向くと、時宗さんとゆずり先輩の肘ひじに腕を絡からめ二階へと引っ張っていった。

　ああ、そうだ。それでいいんだよ。

　デニム生地に包まれた形のよいお尻しりが階段上っていく。

　それが正解だ、毒空木。せっかくホットパンツを穿はいたらば前じゃない。後ろ向かなきゃ…………お尻、見せなきゃ。

　毒空木が階段のステップを踏みしめる度、パンツの裾に現れては消えるお尻とフトモモの境界線を、僕はいつまでも見つめていた………あ、ヤバい………マジで楽しくなってきた！　今にも叫び出しそうな興奮を抑えるために、再び窓の景色に平穏を求めると、




『きゃー、着いた着いたー！』

『あはははー、すごいコテージー！　あははは』

『ヤバーい、めっちゃいいー。ここ住みたーい』




　隣の山荘にも、その隣の山荘にも続々各校の園芸部が到着しているのが見えた。さすが、園芸部。女子率たけー。つーか、みんな女子！

　みなさん一様に旅行気分で浮ついてらっしゃるようで、窓から覗のぞいている僕と目が合うと、

「お隣ですかー？　よろしくお願いしまーす」

　にこやかに手を振ってくれるじゃないか！

「こちらこそ、よろしくー！　困ったことがあったら何でも言ってねー。あははははは」

　ああ、合宿サイコー。

　こちらも負けずに窓から身を乗り出して百％の笑顔で手を振ると、

「なにデレデレしてんだ、オラーーーー！」

　二階の窓から、毒空木が降ってきた。




　そうだった。動きやすさもホットパンツの武器でしたよね。どうやら、合宿先でもジェラ空木さんは健在のようだ……………ああ、合宿サイコー。
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　とまあ、コテージ到着しばらくは、エロ目線ではしゃいでいたけれど、この合宿はれっきとした部活動であるわけで。今回の合宿の目的はフラワーロード計画の参加だ。あまりコテージで盛り上がってばかりもいられない。

　岡庄先生の指示のもと、僕らは各おの々おのの寝室に荷物を置くと、学校指定の体操着に着替えてコテージを出た。

　ゆっくり歩いて十五分。再びバス停まで取って返し、そこから市バスに揺られることまた十五分、フラワーアニマルアドベンチャーランドの正門前には、県内から集められた数百人の園芸部員がすでに整列を終えていた。まー、見事に女の子ばっかり。

　行列の最後尾に付着して待つこと二十分、市長だか知事だかのありがたいお話を、あくびもよそ見もひそひそ話もせずにちゃーんと聞いてから、園長だか社長だかの開会の宣言を合図に、園芸部員たちは一斉に各校割り当てられた区域へと散っていった。

　我らがデレ園の受け持ちは、ＪＲ加味駅前から始まるフラワーロードのちょうどスタート地点だ。




「さあ、それでは皆さん、くれぐれも熱中症には気を付けて、楽しく作業してくださいねー。レッツガーデニンーグ！」

　岡庄先生のいまいちノリのわからない号令のもと、いよいよ聖セントシンデレラ学がく園えん園芸部の最初の活動がスタートした。

　駅からパークまで伸びるアスファルトの車道。その両端の歩道の花か壇だん――と呼んでいいのかもわからないむき出しの土の部分――を花で埋うめ尽つくしていくのがフラワーロード計画だ。まずは乾燥して固くなった土を耕すことから始まるのだけれど………。




「ふんっふんっふんっふんっふんっふんっふんっ！」

　備びつ中ちゆう鍬ぐわを猛烈な勢いで振りおろし、トラクターのように土を耕していくゆずり先輩。

「よっ、よっ、よっ！」

　その後ろから腕の長さほどの片かた手て鋤すきを慣れた手つきで操りながら、さらに土を細かく解ほぐしていく毒空木。さらにその後ろから、

「よいしょ、よいしょ、きゃあ！」

　三回に一回くらいの割合で、シャベルで掬すくった土を自分の顔にぶつけながら掘り返していく時宗さん。

　そして、

「……………………………………」




　三人の園芸少女を道路の反対側からポツンと眺めている僕。




「ハイ、ハイ、ハイ、ストーップ！　デレ園園芸部、作業スト――――――ップ！」

　パンパンと手を叩きながら、僕は車道を横断して毒空木達の元へと急行した。

「何よ、ハル。向こうの掘り返しが終わるまで戻ってくんなって言ったでしょ」

　シャキンと片手鋤を突き出して毒空木。

「いや、おかしいだろ、毒空木！　何で僕だけ向こう岸で一人作業なんだよ！」

「部長命令よ。こっち側はか弱い女子だけでやるから、頑強な男子はあっちで一人でやってなさい」

「いや、待てって。絶対おかしいから、一人とか！　みんなでまとまって作業した方が絶対効率いいはずじゃん！」

「まあ、確かに。それはハルくんの言う通りですけど………」

　首にかけたタオルで額ひたいの泥どろを拭い、チラリと部長の顔を窺うかがう時宗さん。

「効率ねー」

　毒空木は鋤の柄えでトントンと肩を叩きながら目を眇すがめると、

「言っとくけど、フラワーロード計画は出会い系イベントじゃないからね」

「ふぐうっ！」

　―――一直線に核心を突いてきた。

　ぐぐぐ、さすがジェラ空木。やはり気付いていたか。僕は毒空木の抉えぐり込こむような視線から目をそむけ、




『あ、見て！　ナコの足元、ミミズ出てきた！　あははは』

『ウソウソ、こわーい。あははは』

『やーん、気持ち悪ーい。あははは』




　………僕らの陣取るすぐ隣で、キャッキャウフフと土いじりに勤いそしむ園芸少女達の姿を視界の隅すみに収めた。

　そう、当たり前の話だが、僕らの割り当てられたエリアの隣では、他校の園芸部の女子達が同じように土の耕し作業に没頭している。今はまだ互いの距離は離れているが、いずれ作業が進んでいけば、旅行気分に浮かされて「すみませーん、ちょっと手伝ってくださーい」とか、「どこから来たんですかー」みたいな交流が当然の流れとして展開されることだろう。

　そして彼女達は、僕が普段デレ園で蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしと呼ばれ忌いみ嫌きらわれているということを、もちろん知らない。そうなのだ。これは僕がまともに女子高生とお喋しやべりができる、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ！

　無理矢理連れて来られたフラワー計画だか、花咲か計画だかなんて知ったことか。他校の女子との心（と出来れば体）の交流、これこそが僕の合宿のメインテーマだと決めている。そのためにも！

「い、いや、出会い系イベントとか意味わかんないっすよ、ぶちょー。違うんすよ、毒空木ぶちょー。あっち側の土マジで固いんすよー。一人じゃとても無理なんすよー。あっち側は嫌っすよー。こっち側でやらせてくださいよー、ぶちょー」

　女子が固まっているこちら側での作業は絶対死守だ！　あんな無人の僻へき地ちへ送り込まれるわけにはいかないんだ！　そうだ、たとえ毒空木に何と拒絶されようとも、断固として僕は……

「あ、そう。わかったわ」

　あっれー、わかったの？　え、何で何で？　何でわかってくれたの、毒空木さん？

「………じゃあ、ハルはこっちで作業しなよ」

　毒空木部長は不敵な笑みを浮かべながらそう言うと、いまだにミミズ登場の盛り上がりが冷めない女子達の元へと歩み寄り、

「すみませーん、あっち側の土の固いみたいなんでー、一緒に耕してもらえませんかー」

　キラキラとした余よ所そ行いき全開の笑顔で呼びかけた。

　そして、

「ハーイ、行きまーす」

「こっちミミズいるもんねー」

「バイバイ、ミミズさーん」

　時宗さん、ゆずり先輩を含めた女子全員をごっそり引き連れて、悠々と道路の向こう側へと渡って行ったのだった。

「じゃあ、ハル。こっち側よろしくね～～～～」

　や、や、や、やりやがったな、毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――！




　そして、五分後。




『あははは、ヤバい。こっちの土、ホントにめっちゃ固い』

『あははは、コンクリートみたーい』

『うわ―――、見て見て、あの人！　耕運機みたいにガシガシ掘ってる、超スゲ―――！』

　僕は、箸はしが転げてもおかしい世代の甲かん高だかい笑い声を聞きながら、一人でパンジーの苗なえを植えていた。

　いや、おかし過ぎるだろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ―――――――――！

　なんでだ！　なんで加味高原くんだりまで来て、ボッチでパンジー植えてんだ！　パンジーの黄色がこんなに寂さびしく見えたの初めてだわ！

　ああ、いいなー、あっち側。女の子ばっかでわいわいと楽しそうだな、あっち側。うう、汗が目に染みる。一人で作業していると暑さまで増してくるようで、顔の汗がハンパない。しかも最悪なことにタオルをあっち側に置いてきちゃったし。取りに行きたくても、ちょっとでも道路を渡ろうする素振りを見せれば、

　―――ジャキーン！

　ジェラ空木がえげつない眼光を煌きらめかせて鎌かまを構える。いや、鎌て、お前………。

　くそう、しようがない。こうなったら、向こう側にタオルを取りに行くことは諦あきらめるしかないようだ。しようがないよな。うん、しようがないしようがない。しようがないから…………………………………偶然そこに落ちている時宗さんが忘れていったと思おぼしきタオルを拝借しても、これはしようがないよね、完全にぃぃぃぃぃぃっっ！




『あのー、あなた達ってもしかして、聖シンデレラ学園の生徒さんですか？』

『やっぱりー、どうりでみんな可愛いと思ったー！　あはははは』

『きゃー、写真撮ってもらっていいですかー！　あはははははは』




　―――今ぞ！

　誰だれもが憧あこがれる聖シンデレラ学園の生徒さんが女の子に囲まれた瞬間を見逃さず、僕はカルタの有段者が札を弾はじくようなスピードで時宗さんタオルを回収した。

　……ふむ、この色。この柄。この匂い。時宗さんが首に巻いていたあのタオルに間違いない。ふふふ、僕はすでに知っているぞ。時宗さんが、体のどこの部分に一番汗をかくのかを。藤ふじ棚だなでも、一生懸命そこに風を入れていたものね。今日だって、コソコソ隠しながらタオルを差し込んでいたじゃないか。気付いていないと思ったかい？　あまり、僕を舐なめない方がいい。どれだけ見てると思っているんだ、君の首から下と腹から上を。

　さーて、それでは女の子達が毒空木を引きつけてくれているうちに、このタオルで何を拭ふこう………………顔だよね？　もちろん顔だよね？　だって、言ったもん、僕。顔の汗が止まらないって、ちゃんと事前に言ってるもん。振り返って見てください。完全に言ってます。大丈夫、何もおかしいことはない。タオルで顔を拭くだけだから。字面をよく見てください。『タオルで顔を拭く』んです。ね、なんの犯罪の匂いもしない。

　よし、じゃあ行くぞー。みんなが悪いんだからなー。毒空木にバレないうちにー、拭ーくーぞぉぉぉぉぉ！

「何やってんだ、お前――！　キモキモキモキモキモキモキモキモキモキモ――！」

　僕が一線を越えかけたその瞬間、真横から甲高い悲鳴が上がった。

「ひいいいい！　ど、ど、ど、毒空木ぃぃぃ！　違う、これは違うんだー！　何が違うって言われたら困るけど、とにかく完全に違うんだー！　だから、ごめんなさーい！」

　いや、謝っちゃだめだろ――！　謝ったら罪を認めたようなもんだろう、僕ぅぅぅぅ！

　そして、僕が死を覚悟したその刹せつ那な、

「すげー、土下座だー！　見るの初めてだー！　キモキモー、あっはははははは！」

　頭上から降り注ぐ………笑い声…だと？　靴くつ底ぞこでも、踵かかとでも、片手鋤でもなく、笑い声だと？

　恐る恐る土下座の体勢から顔を上げて見てみれば、

「お、なんだ？　パンツ覗いてるのか？」

　そこに小学生の女の子が立っていた。

　元気そうな子。それが第一印象だった。面おも白しろいものを何一つ見逃すまいとギラギラ輝く大きな瞳ひとみ、フルボリュームでしか喋りませんと宣言するかのようにニカッとスイカ形に開かれた大きな口。手足首胴、その全てに冠せられる「短い」という形容詞にせめて反発したいのか、髪の毛だけが非常識なほど長くて多い。

　地元の私立に通っているのだろう。カッチリとした制服に身を包み、地面にすれそうなくらい大きなスポーツバッグを肩から下げた姿が何とも言えず愛らしい女の子だった。

「なー、なー、お前。何してたんだ？」

　お、お前って………。

「すーげー、キモイ顔してたぞ！」

「ぐはあっ！」

　天使のような笑顔から放たれた、子供ならではの直球表現が胸を穿うがつ。

「すごかったー。あんなキモイ顔初めて見たー。なー、なー、もっかいやってくれよ！」

「いや、無理だよ、そんなん」

「なんでだよー。やれよー」

「ちょっと、服にぶら下がらないで、襟えりが伸びるから！」

「やれよやれよー」

「回らないで！　痛い痛い痛い！　服が締まって痛い！　やれって言われて出来るもんじゃないんだよ、あれは！」

「ちぇー。じゃあ、どうやったら出来るんだよ。このタオル舐めたら出来るのか？」

「な、なめっ!?」

「してただろう？　舐めようと」

「し、してないわ！　舐めようとは断じてしてないわー！」

　いつの間に奪われたのか、女の子は時宗さんのタオルを丸めてポンポンと宙に弾く。

「しっかし、こんな汗臭くさそうなタオルよく舐めれるなー。ホント、キモいな、お前」

「臭くないよ！　このタオルが臭いわけないだろ！　このタオルは………………むしろ、夢のように甘いんだよ！」

「糖とう尿にようなのか、お前？」

「誰が糖尿だ、誰が！」

　ああ、もう。なんで小学生とこんな会話してんだ、僕。てゆーか………。

「……君、じゃなかった。お嬢じようちゃんって一体誰なの？」

　今さらながらの疑問が口を突く。

「ん？　あたしか？」

　女の子はもう一度タオルを投げ上げると、胸で弾き、膝ひざで弾き、最後におでこで弾いて僕に返し、

「あたしの名前は門かど脇わき茜あかね、略してカカネ。見ての通りの女子高校生だ！」

　ニカッと笑って小さな胸を張った。

「あははは。そうか、高校生かー。大人おとなだなー。カカネちゃんは。ホントはいくつなの？」

　小学生の可愛らしいおませジョークを、頭を撫なでて褒ほめてあげると、

「あー、やっぱやっちゃう？　そのくだり……」

　カカネちゃんと名乗った女の子は、急激に目の光を鈍らせた。

「え、く、くだり？」

「あれだろ？　『ホントはいくつ』ってお前が聞いて、あたしが『だから高校生だって言ってるだろー』って答えるヤツだろ？」

　こ、答えるヤツ？

「んでお前が『またまたー、ママはどこかなー』ってキョロキョロして、んであたしが『こーどーもーあーつーかーいーすーるーなー！』つって生徒手帳見せて？　そーゆーことするんだろ？」

「え？　え？　ちょ、どうしちゃったの、カカネちゃん？」

　何が始まったんだ。急にロボットみたいになっちゃったけど、感情をどうしたんだ、カカネちゃん。

「んでお前が『ひええええ。ほ、ほ、ほ、ホントに高校生だー。小学生にしか見えないよー』とか言ってひっくり返って、あたしが『こらー。誰が小学生だー！　気にしてることをー！』つって、『あーたーしーはー、こーれーでーもー高ー二ーだー』つって、そーゆーヤツだろ？　…………やる？」

「こ、高二？」

　高二って言ったのか、今。え、年上？　ウソ、絶対ウソだ、いくらなんでも盛り過ぎだろ、それは！

「うんうん、いいよいいよ。男なんてみんなそうだ。あたしが女子高生だって知ったらみんなおんなじことやろうとするんだ。お前もどーせやりたいんだろ？」

「言い方に気を付けて、カカネちゃん！　何か別の意味になってきてるから！」

「いいよ、やれよ！　でも、心までは売らないからなー！」

「何言ってるの、カカネちゃん！」

　と、その時。

「あ、いた――――――――――――――――――――！」

　危うく変な感じになりかけた場の空気を、突然鳴り響いた大声が霧む散さんさせた。

「もー、何やってるんですか、カカネ先輩ー！」

　振り返れば、カカネちゃんと同じデザインの制服を着た女の子が、全速力でこちらに向かって走ってきていた。まあ、同じデザインとはいってもサイズは全然違っているのだけれど。恐らくあれがあの制服の標準のサイズなんだろう。カカネちゃんとは対照的に肩のラインで潔いさぎよく切りそろえた髪を風になびかせ、カカネちゃんとは正反対の長い手足を一杯に使い、カカネちゃんとは真逆な思慮深そうな女の子がすごいスピードで僕らの元へとやってきた。

「おお、英え梨り香か………お前、足速くなったなー」

「先輩のおかげでね！　勝手にいなくならないでっていつも言ってるでしょう！」

　頰ほおを上気させてカカネちゃんに凄すごんで見せる女の子は、まるで幼い妹を叱しかるお姉ちゃんのようにしか見えないけれど………先輩って呼んでるよな。

「いやー、わりーわりー。スゲーキモい男みつけちゃってさ。ついフラフラーって引き寄せられちゃったんだよ」

「ちょ、キモイとか言っちゃダメですよ！　誰だか知らないけど、ごめんなさい！」

　先輩の暴言に、英梨香と呼ばれた女の子が青ざめて頭を下げる。ちなみに、深々と下げられた英梨香さんの頭は、棒立ちの状態のカカネちゃんのそれより位置が高い。

「ほ、本当にごめんね！　カカネ先輩って、基本的なところは悪い人じゃないんだけど………怒って……るよね？」

　タレ目がちな目をジワジワと上げて、僕の顔色を窺う英梨香さん。

「ああ、いやいや、大丈夫大丈夫。全然怒ってなんかないよ。それより、その……先輩って、もしかして……」

「え？　ああ、うん、そう。この人だけど。あれ？　カカネ先輩、まだやってないんですか？　例のくだり」

「おう、今からだ！　俺おれ様の生き様見てろよ、英梨香。千回以上繰り返してきたとは思えないほどの新鮮なリアクション見せてやるからな！」

　一体なんの決意なのか、短い腕をぐるんぐるん振り回すカカネちゃん。

「いや、いいですいいです、やらなくって。そんなことより早く戻らないと、キャプテンが激ギレしてますよ！」

「なにー、早く言えよ、バカ英梨香！」

「痛い！」

　カカネちゃんは英梨香さんの薄いお尻を思いっきり引っぱたくと、忍者の修行のように長い髪の毛を宙に靡なびかせて猛スピードで駆け出した。

「――おおっと、いけねっ！」

　と、思いきや、三メートルの時点で急停止。そこからウサギのようなクイックネスで反転し、再びこちらへ駆け戻り、

「ていっ！」

　僕が手に持っていた時宗さんタオルを奪い取って、

「はむっ」

　っと、端っこを口の中に突っ込んだ。

「ええええええ、ちょ、カカネちゃん！」

「な、な、なにやってんですか、カカネ先輩！」




　―――ちゅー、ちゅー、ちゅー、ちゅー。




　お、お、おおおおおおおおおおお。

　しゃ、しゃぶっとる。しゃぶっとるよ、この子。え、うそ、おいしいの？　タオルっておいしいの？

「べへっ！」

　あ、吐いた。

「マズっ、マズっっ！　マズ――――――――っっっ！」












　………そりゃあ、そうだろうよ。

「ぺっ、ぺっ、ぺっ！　騙したな、このキモ男！　何が甘いだ、このヤロ―――！」

「いや、そこ信じる、普通？」

「信じるに決まってんだろー！　甘いって言われたら何でも口に入れちゃうのが、女ってもんだろー！」

　子供だろ、やっぱり君は！　もうなんなんだよ、この高校二年生は………………ん、待てよ、そう言えば………。

「ね、ねえ、英梨香さん……………さっきカカネちゃん基本的な所は悪くない人って言ってたけど。基本的以外の部分ではどこが悪いの？」

「ええ？　ああ、うん。そ、そうだな、例えば………」

　英梨香さんは恥ずかしくて堪たまらないといった表情で俯うつむくと、

「……………頭脳とか？」

　いや、そこって大分基本的な所だろう。

「ぶぎー、あたしを無視すんなー。もう許さねー！　キモ男、ぶっ殺すー！」

「ああ、もういいですから、先輩！」

　プンスカと両手を振りあげるカカネちゃんを、英梨香さんは犬でも抱くようにひょいと持ち上げた。

「だー！　離せ、英梨香！」

「それじゃあ、どうもご迷惑をおかけしました、キモ男さん。ほら行きますよ、先輩。先輩も謝って」

「ふんぎー！　キモ男―、絶対許さないからなー！　甘いモン持ってお詫わびにこーい」

「先輩！　ホントすみません、キモ男さん。それじゃあ」

「あたしはカロロミ高校にいるぞー、キモ男ー！　絶対持って来いよー！　甘いヤツだぞー！　塩しおっ辛からいヤツ持ってきたらぶっ殺すからなー！」

「しつこいですって！」

　ぎゃーぎゃー言い合いながら、走り去っていく英梨香さんとカカネちゃん。

　その姿はさながら、玩具おもちやをねだる妹と、それを無理矢理デパートから連れ出す年の離れたお姉さんのようだ。僕は二人の姿が見えなくなった後も、その残像を追うように呆ぼう然ぜんと曲がり角を見つめていた。

　えーっと、何だったんだ、あの二人。

　あの短い期間で恐ろしくインパクトのある子だったな。何の作業もしてなかったのに、何だこの疲労感は。

　…………………………………いや、可愛かったけどね？　うん、そりゃあね、可愛かったよ。いやー、アリアリ。全然アリ。デレ園の超絶美少女ばかり見てきたせいだろうか。あーゆー飾らない素朴な魅力が逆に新鮮で、思わずトキメいちゃったり何かしちゃったり、

「………ハル」

「うお―――、びっくりした―――！」

　トキメいちゃったり何かしちゃったりしていた僕の背後に、いつの間にか毒空木が立っていちゃったり何かしちゃったりしていた。

「……何、してたのよ、ハル」

　肩に乗せた片手鋤の刃はをギラリと光らせながら。

「な、な、な、なんにも？　なーんにもしていないけど？　一人でずっと寂しく作業してただけだけど、それが何か？」

「……ホントに一人だった？」

「ああ、そうだよ。当たり前じゃん！　そっちこそ何しに来たんだよ」

　そんな、漲みなぎるほどの殺気を携えて。

「……あたしは白湯が置き忘れたタオルを取りに来たのよ」

「あ、ああ、そうなんだ。へー、いいとこあるじゃん。さすが、ぶちょー」

　よかった。どうやら、女の子達と喋っていたのはバレていないようだ。てっきり、またジェラ空木化して襲ってきたのかと思ったよ。ああ、よかったー。

「ところで、ハル。せっかく取りに来た白湯のタオルの一角が、ヨダレ的な粘液でベットベトになってるんだけど。あんた一人でこのタオルで…………………何してたの？」

　ちっとも良くなかったあああああああ―――――！

「ち、ち、違うぞ、毒空木！　それは決して僕の唾液なんかではなく――」

「じゃあ、何液出したんだ、公道で――――！」

　言い訳する間も与えられず、僕の頭上から靴底と、踵と、片手鋤が降ってきた。
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「キモ――い！　キモいキモいキモいキモいキモいキモいキモい！　あー、キモい！」




　ランチタイム。

　混雑するパークのレストランで、毒空木は息の続く限り一つの単語を繰り返し、最後にカレー皿を叩き割る勢いでライスにスプーンを突き立てた。

「いくら女を全員引き上げられたからって（もぐもぐ）、遺い留りゆう品ひんでまで変態行為に及ぶなんて（んぐんぐ）、もう異常じゃん、いっぺん病院で見てもらえば？（もぐもぐ）」

　カレーの咀そ嚼しやくと毒舌の排出を器用に両立させる毒空木。

「いや、だからあれは僕じゃないって――」

「ああ、はいはい。聞いた聞いた。通りすがりの女子高生がタオルしゃぶって去って行ったっていうんでしょ？」

「そうなんだよ」

「本気で言ってるのよね？」

「もちろんだよ」

「だから、病院行けっつってんのよ」

　このヤロー。

「と、時宗さんは信じてくれるよね、僕の話！」

　僕の隣でちびちびとカレーを混ぜていた時宗さんに話をふると、

「え？　ああ……うん……はは」

　すごい愛想笑いだな、時宗さん。ドン引きじゃないですか！　あと、何か距離空あき過すぎじゃないかな、僕らの椅子。君に引かれると、なんか泣きそうになるんですけど。

「大丈夫だ、ハル。私はわかっているぞ」

　そんな僕に、そっとハンカチを差し出してくれるゆずり先輩。

「ゆ、ゆずり先輩。あなただけは……あなただけは……」

「好物なんだろ……布」

　はい、わかってなーい！　ぜーんぜん、わかってなーい！

「ほほほほ。みなさん、青春を謳おう歌かしていらっしゃるようで何よりですね～」

　岡庄先生はそんな僕らの様子を満足そうに見守りながら、水滴だらけのコップの水を一口飲んだ。




　フラワーロード計画の作業は、参加生徒の熱中症予防のため比較的日差しの緩ゆるい午前中にのみ集中して行われ、お昼には撤収になる。

　パーク内で振る舞われる昼ご飯を食べればそこからは各校自由時間となるわけだが……………さしあたって、今日の予定はどうなっているんだろう。

「何よ、ハル。合宿のしおりくらいちゃんと読んどきなさいよ、ったく」

「しおりっって。んなもんあったのか」

　部長から、今この瞬間初めて配布された合宿のしおりを開いてみると、






　『園芸部合宿のしおり』





（午前）　　　　　　　　（午後）




　一日目・植物の日　　フラワーロード計画作業　パーク内植物園見学　学校見学

　二日目・動物の日　　フラワーロード計画作業　パーク内動物園見学　牧場見学

　三日目・遊園地の日　フラワーロード計画作業　パーク内遊園地







　ふむふむ、パーク率高っ。

　まあ、そんくらいしか行くところなさそうだもんなぁ、この辺。

「一日目は植物の日………ですか、先生」

　ゆずり先輩がさして興味なさそうに、しおりの文字を指でつつく。

「そうですよ。楽しい楽しいお花めぐりですよ～～。それでは、さっそく参りましょうか。お花達が待ってますよ～～。ぬほほほほ」

　妙に上機嫌な先生の指示のもと、僕達聖シンデレラ学園園芸部員は一斉に席を立ち、

「ええ、待って待って！　わたしまだ食べ終わってないです、きゃあ！」

　時宗さんが椅子から転げ落ちた。

　すげーな、時宗さん。もう、座ってても転べるんだ………。







「はい、皆さ～ん。左手をご覧くださ～い」

　レストランから移動すること五分。植物園に到着すると、岡庄先生が添乗員よろしく石造りのモニュメントを手で示した。

「あれこそが植物園の目玉の一つ。木き継つぎ太だ夫ゆう先生の記き念ねん碑ひです。素晴らしいですね～」

「すみません、誰の記念碑ですって？」

「ですから木継太夫先生ですよ、かの有名な」

　どこの誰だよ？　チラリと皆の顔を盗み見るが、部長以下麗うるわしのデレ園園芸部の面々もポカンと口を開けるばかりだ。

「どうしたんですか、皆さん。ま、まさか木継先生を知らないんじゃないでしょうね！」

「ええっと、言いにくいんですが、そのまさかで……」

「なんと、石蕗くんまで！　ああ、私は教育者として恥ずかしい。デレ園のカリキュラムを根本的に考え直さなくてはいけませんね！」

「そ、そんなに有名な人なんですか？　じゃ、じゃあ、忘れてるだけかも！　何をした人物か教えてくれればきっと……」

「四百年前に接つぎ木きの手法を開発し、園芸界に革命を起こした革命児ですよ！」

　じゃあ、知らねーよ！　四百年前の園芸界のことは知らねーよ！

「まあ、ちなみに木継太夫先生がこの地を訪れた記録はなく、パーク設立者の木継リスペクトが先行して建てられた多分に趣味的な記念碑ではあるのですが」

　取り壊してしまえ、そんなもの。

「それではここで記念写真を撮とりましょうね～。はいはい、並んでくださ～い」

　知らない技術を発明した知らない人と縁もゆかりもない場所で撮る記念写真…………僕達はこの写真をどんな気持ちで見返したらいいんだろう。

「写真を撮り終わったら、お次は植物園の最大の目玉、楓かえでの林を見に行きますからね～」

　再び、添乗員よろしく僕らを先導する岡庄先生。

　いや楓って！　植物園最大の目玉が夏の楓って！　それでいいのか、このパークは。木継太夫のニセ記念碑といい、どうやらここの植物園、あまり大きな期待は持たない方が良さそうだ…………………などと、正直舐めかかっていたけれど。

　　・

　　・

　　・

　一時間後。

「はい、植物園は以上です～。次は学校見学へ出かけますよ～」

　……………本っっ当に何事もなく、植物園見学は終了した。

　いやー、期待通りだったー。出来る限り小さく絞った期待の通りだったー。よかったー、期待しなくて。さあ、次行こう、次！　今の僕ならどんなショボイアトラクションだって夢のように楽しめる自信があるぞ。何？　学校見学って何？

「このパークの近くにね、雑誌の園芸コンクールで金賞を取った学校があんのよ。その庭を見学させてもらうの」

　いつの間に買ったのか、植物園のお土産みやげ袋ぶくろを両手いっぱい下げた毒空木が答える。

「園芸のコンクール？　そんなもんあるんだ？」

　革命があったり、賞レースがあったり、意外に奥深いじゃないか、園芸界。

　パークの係員さんに尋たずねたところ、金賞高校はここからすぐ近くの所にあるという。急きゆう遽きよ行われることになったフラワーロード計画の顧問ミーティングに参加しなくてはならないという岡庄先生と一旦別れ、僕達四人はのどかな田舎道を歩き出した。

　それから一時間ほど歩いただろうか。

　畑、牧場、牧草地のループを延々乗り越え、田舎の人の言う「すぐ近く」の恐ろしさを全員が心の底まで実感した頃、ようやく農地と農地の間にポツンとそびえる白い校舎が見えてきた。

「よーし、みんな。あとひと踏ん張りだぞ」

　一人元気なゆずり先輩に励はげまされつつ、僕らは最後の汗と力を振り絞り、どうにかこうにか、




『私立　加味女子学校』




　と、校名が刻まれたレンガ造りの校門までたどり着いた。

「って、え、女子校!?　女子校なの、金賞学校って？」

　うそだろ。ここまで来て入れないの、僕？　疲労がどっと湧わいてくる。

「いや、さすがにそこは岡庄先生が話を付けてくれているだろう。だが一応、向こうの先生に許可は取った方がいいかもしれんな。なにせ………こういう学校なのだし」

　ゆずり先輩が石柱に刻まれた『女』という文字を指でなぞる。

「そーねー。んじゃ、あたし達が先に入ってお茶でも貰もらって、ハルのこと説明してくるからさ。それまで、ここで待ってなさいよ」

「ああ、頼むよ。できればお茶の前に説明してほしいけど」

「あー、でもなー。ハルがタオルに子供を産ませようとする変態だって説明して入れてくれるかなー？」

「そこは説明すんじゃねーよ！」

　てゆーか、事実でもねーわ！　何て言えば、信じてくれるんだよ、チクショー！

　仲良く手をつないで校門をくぐる三人を見送りながら、僕は歯ぎしりすることしかできなかった。




　そして、待つこと、数分。

　………十分。

　……十数分。

　いや、なげーな、おい。まさか本当にお茶飲んでるんじゃないだろうな。

　早くしてくれよ。暑いんだよ、こっちは。日陰もないし、風も吹かないし、それになにより…………重いんだよ、毒空木のお土産袋が。何か当たり前のように持たされているけどさ！　つーか、初日にどんだけお土産買ってんだ、アイツ。なに入ってんの、これ…………フルーツジュースと？　ワインと？　メイプルシロップと？　オリーブオイルって、何で水物ばっか買ってんだよ。食べ物関係だから地面にも置けないし。くそー。

　せめて気を紛まぎらわせようと景色に精神の逃げ場を求めても、見えるものと言えば正面に山とモクモクの入道雲。右に畑とノロノロ農作業中のお婆ちゃん。左に自販機とガバガバとジュースを飲む女の子。後ろに校門。以上終了。

　ホントに何もないな、ここ………………て、あれ、なんだ。今何か、脳に引っかかるものがあったような。

　もう一度、見て見よう。正面に山と雲、これはＯＫ。右に畑とお婆ちゃん、これも問題なし。左の自販機と女の子、そして………ゆっくりと、背後を振り返った。

　レンガ造りの校門にはめ込まれた御み影かげ石いしに横書きで刻まれた、『私立加味女子高校』の文字。

　………なんだろう、この学校。知ってるぞ。なぜだ、なぜ知ってるんだ？

　私立加味女子高校………加味女子………加味………カロロ未…………カロロミ！

　カロロミって確か、今朝カカネちゃんが言ってた………ってことはアレってまさか？

「カカネちゃん！」

「ぶへ――――っっ！」

　反射的に自販機の方を振り向くと、ガバガバとジュースを飲んでいた異様に髪の長い女の子が、盛大に中身を吐き散らした。

「ゴホッ、ゴホッ、ゴホッ。ち、違うんす、キャプテン！　これは決してサボってたわけじゃないんす！　だから、ごめんなさ―――――い！」

　放り投げた空き缶が地面に落ちるより早く、見事なバク宙土下座を決めたカカネちゃんは、地球を割る勢いで二度三度とヘッドバッドを大地に叩き込み、四度目の振りかぶりで、

「あれ、キモ男じゃねーか」

　ようやく僕の存在を認識して、目をパチつかせた。

「や、やあ、カカネちゃん。お久しぶり」

　相変わらずすごい運動量だな、この子。

「何だよー、びっくりさせんなよ、キモ男ー。死んだかと思ったじゃんよー」

　体操服の裾をペロンとめくって、顔中に飛び散ったジュースをガシガシと拭うカカネちゃん。自然、柔やわらかそうな白いお腹なかがむき出しになっているのだけれど、本人は気にもしていない様子だ。

「ご、ごめんね。まさかそんなことになるなんて思わなかったから。てゆーか、こんなところで何してたの、カカネちゃん？」

「ん？　練習サボってたんだよ」

　あっさりと認める足元には、カカネちゃんが扱うには大きすぎるようにも見える大人用のサッカーボール。

「練習って、カカネちゃんサッカー部なんだ？　えっとその………カロロミ高校の」

「違う違う。ここには四校合同合宿で来てるだけだよ。聞いて驚け、あたしは水み良ら野の高校のサッカー部だ！」

　そう言って、短い指で小さなピースサインを作るカカネちゃん。

「ああ、そうか。そうなんだ。それは良かったよ、本当に」

　水良野高校とやらはよく知らないけど、とにかく、カカネちゃんが加味女子高校の生徒さんでなくて本当に良かった。自分の通う学校の名前も読めないんじゃ、いくらなんでも将来が心配過ぎる。

「ところでキモ男は何してんだ？　ここ女子校だぞ、女のタオル盗みに来たのか？」

「んなわけないでしょ！　あ、でも、ちょうど良かった。実は今朝のタオルのことで友達から誤解されてて困ってるんだよ。それで……」

「んん？　今朝？　タオル？　ああ、そうか！　お詫びの甘いもの持ってきたんだな！」

「え、甘いもの……？」

　全く話を聞かないカカネちゃんの両目がキラーンと輝き、僕の下げていたお土産袋がロックオンされた。

「え、ちょ、これは違うよ、カカ―」

「さんきゅー！」

　言葉より早く、カカネちゃんはお土産袋に手を突っ込んでいた。そして、中身をガサガサ物色し、

「み――――っけ！」

　取り出したのは、フラワー（以下略）ランド植物園名物のメイプルシロップボトル入り。カカネちゃんは止める間もなく蓋ふたを取っ払うと、

「いっただっきまーす☆　んぐ、んぐ、んぐ、んぐ」

　哺ほ乳にゆう瓶びんに吸い付く幼児のようにぐびぐびとって……うそうそうそ！

「何やってんの、カカネちゃん！　それ飲み物じゃないよ、カカネちゃん！」

　うえぇぇぇ、喉のどが！　見てるだけで喉がぁぁぁぁ！

　ドン引きで喉を掻かき毟むしる僕をしり目に、カカネちゃんみるみるうちにメイプルシロップを吸い尽くし、

「ぷはー！　効きくぜー」

　それはもう、天使のように愛らしい笑顔を輝かせた。

　し、信じらんねー。メイプルシロップ丸々一本直じか飲のみって……カブトムシか、君は。

「はー、うまかったー。あんがとなー、キモ男。ホントに甘いもの持ってきてくれるなんて、さすがキモ男だな。よ、キモメン！」

　すっごい笑顔で罵ば倒とうされてるんだけど、言葉の選択それであってるかな？

「よーし、エネルギー満タンだー！　んじゃなー、キモ男！」

「ああ、ちょっと待って！」

　シュビッと突き出された「んじゃな」の手を必死に摑つかまえた。

「うわ、いきなりなんだよ、キモ男！」

「お願い、カカネちゃん！　もうすぐここに僕の友達が戻ってくるからさ、今朝のこと一緒に説明してくれないかな。その………タオルのこと」

「無理無理。そろそろ戻らないと先輩にバレるから。そんじゃあな！」

「ああ、そんな！　行かないで、カカネちゃん！」

　今にも駆けだそうとするカカネちゃんの体を夢中で抱きあげる。ぬいぐるみみたいに軽い子だな。

「うお、強引だな！　いくらキモ男でも馴なれ馴なれしいぞ！　離せよー！」

　釣り上げられた魚のようにビチビチと暴れるかかねちゃん。しかし、この子は僕のタオル事件の誤解を解くことのできる張本人だ。ここで逃がすわけにはいかない。

「お願い！　五分だけ付き合って、カカネちゃん！　おいしいお菓子あげるから」

「無理だって！　先輩にバレるから！」

「お願いだよ、そうだ、ハチミツ！　ハチミツも上からかけてあげるから！」

「だめだって！　ヤバいから、マジで先輩に殺されるから！」

「お願い、五分だけ付き合って！　トロっトロの甘いやつたっぷりかけてあげるから。何なら飲ませてあげるからぁぁぁぁぁぁ～～～～～！」




「何やってんだ、お前ええええええええええ！」




「ふんぎゃああああああああああああああああああああああああああ！」

　己の身の潔白を証明するために、誠心誠意証人を説得していたら、毒空木の飛び膝ひざ蹴げりが飛んできた………ああ、猛もう毒どくの妖精さん、ようやくお戻りですか………ところで僕、何で蹴られてるんですか？

「な、な、な、何やってんの、ハル！　マジで何やってんの、ハル――――！　タオルだけじゃ飽き足らず、今度はこんな幼女までベトベトにする気か―――！」

「いや、するか！　いくらなんでもそれはするか！　てゆーか、一回もしてないんだよ、ベトベトの類たぐいは。ほらほら、カカネちゃん。説明を！　説明をお願いします―！」

「おおお、押すな、押すな、キモ男――って、あれ……毒空木？」

「え、カカネ………さん」

　―――ん？　何だ、今の。

　初対面のはずの毒空木とカカネちゃんの間に、予想外の反応が交錯する。

　なに、知り合い？　と、そこへ。

「カカネせんぱ―――――い！」

　割り込んできた第三の声が、毒空木の肩を眼に見えるほどビクリと震ふるえさせた。振り向けば、今朝と同じように髪の毛を振り乱して全速力で走ってくる手足の長い女の子。

「……英梨香」

「みゃ、みゃーこ………」

　毒空木の視線に射抜かれたように、英梨香さんの足が止まった。

　あれ、こっちも知り合いか？

　沈黙の衝撃が稲いな妻ずまのように二人の間を駆け抜ける。時間が止まったかのように二人の体が凍こおりつく………………だが、それも数秒。

「毒空木？」

「―――――くっ」

　僕の言葉で我に返った毒空木は、残像が見えるほどのスピードと鋭さで一歩を踏み切ると、

「うわっ」

　カカネちゃんの足元からサッカーボールを掬い上げ、思い切り左足を振り、

「おい、毒空木！」

「どりゃああああああああああああああああ！」

　ボールの落ち際を、衝撃波が飛んでくるほど強烈に蹴り抜いた。

　―――って何やってんの、毒空木ぃぃぃぃ！

　うなりを上げて空を駆け上がるボールは、校庭を囲むフェンスを軽がる飛び越え、そこから急激に曲がって落ちて、




「うおおおおおおおお―――――！」

「きゃああああああああああああ！」

「なに――――――――――――!?」




　練習中のサッカー部のゴールネットに突き刺さった。そして、

『何やってんだ、カカネぇぇぇぇぇぇ―――！』

　キャプテンと思しき女子生徒の怒ど鳴なり声がグラウンドに爆発した。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――――！　あたしじゃないっすよ、キャプテ―――ン！　てめぇ、覚えてろよ、毒空木―――！」

　半泣きになりながら、グラウンドに駆け戻るカカネちゃんと英梨香さん。




　しかし、奇跡のようなスーパーロングシュートを決めた妖よう精せいは、カカネちゃんの捨すて台詞ぜりふに答えることなく、すでに姿を消していた。




[image: ]






　翌朝。

「おはよーございます、皆さ～ん。昨日はよく眠れましたか～」




　朝食を囲むコテージで、岡おか庄しよう先生は爽さわやかな高原の空気に不適切なほど薄汚れた眼鏡めがねのフレームを持ち上げた。

「いやー、今日もガーデニングには絶好の快晴ですね～。ちょっと絶好過ぎるくらいなので熱中症予防を絶対に怠おこたらないでください。命に関わりますよ～」

　じゃあ、絶好じゃないんですね。

　……どうやら、今日も暑くなりそうだ。これからのフラワーロード計画の苦労を思いつつ、僕達四人は洋風のコテージで焼き魚に納豆という純和風の朝食をつついた。ちなみに、四人というのは、朝からなぜか上機嫌な岡庄先生と、対照的に沈み込んでいる時とき宗そうさんとゆずり先せん輩ぱいと、僕………。

「先生、みゃーこの具合はまだ良くなりませんか？」

　誰だれもが聞けずにいたことを、ゆずり先輩が代表して言葉にしてくれた。

「そうですね。今朝様子を見にいきましたが、ついにコレラまで併発したそうです。残念ながら今日の作業はお休みするしかないでしょう」

　納豆をかき混ぜる手を休め、岡庄先生はそう言った。

　昨日、カカネちゃんのボールを遙はるか彼方かなたのゴールネットに突き刺した猛もう毒どくの妖よう精せいは、振り下ろした蹴けり足あしを一歩目にしてその足でコテージにとって返し、「生理になったから寝る」という書き置きを残して自室のベッドにもぐりこんだ。

　それから、今の今まで一度も布団ふとんから出てこない。食事も取らず、風呂にも入らず、トイレにさえ降りてこない。容よう体だいを尋たずねたところで返ってくる答えは、「お腹なか痛い」、「頭痛い」、「熱中症」、「インフルエンザ」、「白血病」と、尋ねる度に申告する病状が酷ひどくなるばかりだ。毒空木は、さながら岩戸に閉じこもる女神のごとく、薄手のタオルケット一枚で外界のすべてをシャットアウトしていた。

「どうしちゃったんだろう……みゃーこ」

　時宗さんが見当違いの場所に箸はしを落として声を詰まらせる。




　………本当に、どうしちゃったんだよ、毒どく空うつ木ぎ。

　カカネちゃんと英え梨り香かさん。昨日出会ったあの二人が、毒空木の群発病の原因であることは間違いない。でも、どうして………。つながりとして考えられるのは、あの二人がサッカー部だということだ。毒空木がサッカーというものに対して時折見せる、異常なまでの拒否反応と何か関係があるのだろうか。

「みゃーこ、ハルくんを呼びに行ってそのまま帰っちゃったんですよね。それまではピンピンしてたのに………………何か、あったんですか、ハルくん」

「あ、いや、それは、その……」

　時宗さんの、口調だけは穏おだやかな追及に思わず口くち籠ごもる。

　……何だろう、昨日のタオル事件がまだ尾を引いているんだろうか。時宗さんが僕に向ける視線はどこかザラついていて、まるで親友が寝込んでいるのはお前のせいだと言わんばかりだ。

「まあ、旅先で環境も変わってるんだ。日差しもキツイし、体調を崩くずすこともあるだろうよ。我々もせいぜい気を付けよう」

　僕の立ち振る舞いから何がしかを見抜いているんだろう。もっともらしいことを言ってその場を収めようとするゆずり先輩の目は、恋人（設定上）の不調の原因を、先生のいない所でじっくりと説明してもらうからなと、雄弁すぎるほど語っていた。

　ううう、こえーなー、こういう時の女子の連帯感って。説明しろって言われても、僕自身よく理解できていないことを、どうやって説明したらいいんだよ。そもそも、二人はカカネちゃんの存在自体信じていないのに………。

　カカネちゃんか。あの子は一体何者なんだろう。あの子は毒空木のことを知っていた。毒空木もカカネちゃんのことを知っていた。そして、英梨香さんだ。

「みゃーこ」

　英梨香さんは毒空木のことをそう呼んだ。極ごく々ごく親しい間柄でしか使われない、その呼び名で。何にしろ、もう一度加か味み高校にいってあの二人に会わないことには、説明もクソもなさそうだ。

　………んでもなー。昨日の今日で、この二人がまたあの強行軍に付き合ってくれるかなー。時宗さんなんかヘロヘロになってたし。自転車を使うにしてもやっぱり遠いし、ならばタクシー？　マジで？　タクシー代とか超痛いんですけど。ううう、説得して自転車か、自腹を切ってタクシーか。これは由ゆ々ゆしき問題だ。

　こうして、ハムレットにも匹敵する究極の二者択一は、朝食を終えても、コテージを出ても、パーク前に一旦集合した後でも答えが出ないまま、ついにフラワーロード計画の受け持ちの場所まで到着してしまい、

「お、やっと来たか、キモ男！　おはよっ！」

「ああ。おはよー、カカネちゃん」

　先着していたカカネちゃんと朝の挨あい拶さつを交わしていた。

「って、カカネちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――――ん！」

「おお、びっくりしたあ。朝からすげーテンションだな。そーゆーとこ好きだぞ、キモ男！」

「驚いたのはこっちだよ！　え、なんでここにいんの？　サッカー部の練習は？」

「休みだ！」

　満面の笑顔で言い放つカカネちゃん。

　いや、だからって。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつな子だな、本当に。

　これが普段のスタイルなのだろうか。ショートパンツというよりは半ズボンという呼び名が相応ふさわしいボトムスにサンダルをつっかけ、上は『讃岐さぬきうどん』の文字が白抜かれた黒Ｔシャツ一枚。異常に長い髪の毛はようやく邪じや魔まだと気付いたかのように一本の異常に太い三つ編みに纏まとめられている。

「うひひひ～～。今日もキモいな、キモ男！」

　唯ゆい一いつ、はち切れんばかりの笑顔だけが、昨日と変わらず強固に顔面に張り付いていた。

「お、お、お、おおおおおい、ハル。こ、こ、こ、これはどういうことだ。知り合いなのか、この……………………異常に可か愛わいい童女と」

　あれ？　ゆずり先輩グッときてる？　女の子好きのゆずり先輩、もしかしてグッときてますか？

「知り合いなのかと聞いているっ！」

「あ、ああ、はい！　そ、そうであります！　何を隠そう、この子こそが、僕が昨日話したタオルおしゃぶり女子高生でして…………」

「ウソをつけ！　こんなちっさくて可愛い女子高生がいるものか！」

「お？　お？　なんだなんだ。あのくだりか？　ついにやんのか、あのくだり？」

　なぜだか嬉うれしそうに首を突っ込んでくるカカネちゃん。

「いや、やんないから！　それより、ほら、説明してよ、カカネちゃん。昨日のタオルおしゃぶり事件について詳しく皆に！」

「タオル……？　おしゃぶり……？」

　ああ、もう頭脳っ！　昨日のことだよ、カカネちゃんの頭脳っ！

「そんなことよりさー、キモ男ー、待ってたら腹減っちゃったよー。ハチミツくれよ、ハチミツ」

「いや、そんな毎日携帯してないから、ハチミツは」

　つーか、メイプルシロップだし、あれ。

「なんだよー。あたしと会うときはハチミツくらい持参しとけよー。ったく」

　だから、メイプルだって。

　カカネちゃんはぶつぶつ言いながらズボンのポケットを弄いじると、中からアイスコーヒーについてくるようなガムシロップを一つつまみ出し、

　――パキッ。

　と、蓋ふたを引っぺがしてテキーラのワンショットグラスを呷あおるかのように一口で飲み干した。

「ういー、効きくぜー」

　朝から胸焼けしそうな子だな。

「あ、甘いもの好きだと………甘いもの好きだとぉぉぉぉ！　気が合うじゃないかぁぁぁぁぁぁ！」

　……ゆずり先輩は何か頭抱えてるし。

「えーっと、で、あの、カカネちゃん。今日は一体何しに来たの？　こっちから会いに行くつもりだったから来てくれたのは大歓迎なんだけど……」

「おお、そうだった！　やいこら、キモ男！　毒空木出せ、毒空木！」

　僕の言葉で思い出したようにぴょんぴょんと憤いきどおるカカネちゃん。

　やっぱり、要件は毒空木か。そりゃそうだわな。相当怒られてたみたいだからな、怖そうなキャプテンに。

「えっと、カカネちゃん……だっけ？　みゃーこのお友達なんだよね？　ごめんね、みゃーこは今ご病気で寝込んじゃってるの」

　時宗さんは幼児と対する基本通り、膝ひざを折って丁てい寧ねいに語りかけるが、

「うそつけー、おっぱい！　病気くらいで人が寝るかー！」

　カカネちゃんは取りつくしまもない。てゆーか、病気だったら寝るだろ、人は。どんだけガッツフルな人生送ってんだ、この子。

「お前らどうせグルになって毒空木隠してんだろ！　出せ出せー。ボクシングするぞ、このおっぱいめ！　シュッ、シュッ、シュッ！」

「痛い痛い痛い！　胸を叩たたかないで、カカネちゃん！」

「はぁぁぁ、戯たわむれている！　童女がおっぱいと戯れているぅぅぅぅ。もうだめだ。ハ、ハル、ちょっと、私……十三分ほどトイレに行ってくる……」

　顔ですよね！　顔を洗いに行くんですよね、ゆずり先輩！

「あ、どこ行くんだ、お前！　毒空木逃がしに行く気かー！　止まれ、こらー！　このおっぱいがどうなってもいいのかー！」

「おっぱいおっぱい、言わないでー！」

　あー、もー、うるさいなー。

「わかった、ちゃんと説明するから！　一旦みんな落ち着いて！」







　いい加減、周りの園芸部員の視線も痛くなってきたので、とりあえずカカネちゃんにはデレ園生徒のフリをしてもらい、フラワーロード計画の作業をしている態ていで話を聞いてもらうことにした。

　そして、

「まさか……まさか、こんな化け物が現れるとは……許してくれ、みゃーこ……」




　ゆずり先輩には十三分ほど、トイレに行ってもらうことにした。

　あくまでっ！

　顔を洗いに行くためになっ！
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　十三分後。

「なるほど。それではカカネは幼く見えるが、実は私と同い年の高校二年生で、中学時代みゃーこのサッカーの先輩だったということか」

「おう、そうだ。先輩って言ってもあれだぞ。学校は違うぞ。あたしは中等部から水み良ら野の学園だったからな」

　スコップでガッシガッシと土を掘り返しながら、ゆずり先輩の質問に応こたえるカカネちゃん。

「水良野学園と言えば、中高ともに何度も全国制せい覇はを成し遂げている名門校じゃないか。プロ選手も数人輩はい出しゆつしているし、日本中のサッカー少女の憧あこがれだ」

「お、おう。そうだぜ。よく知ってるな」

　ホントによく知ってるな、ゆずり先輩………。トイレに行っている十三分の間に随ずい分ぶん賢くなって帰ってきたじゃないですか。

　てゆーか、水良野学園ってそんな名門校だったんだ。

「ちなみに、あたしは中学からずっとレギュラーだ！　すげーだろ」

　その体型で!?　リアルにすげー！

「ふむ。それで、みゃーこと……英梨香だったか？　は同じ中学だったと？」

　片かた手て鋤すきを形ばかりに動かしながら、ゆずり先輩が話の先を促うながす。

「おう。あの二人は静せい蘭らん中学だな」

　――静蘭。

　聞いたことある。デレ園サッカー部であり美化委員でもある菜な花ばなさんが口走って、毒空木を逆上させた単語だ。

「静蘭ってのは、今までショボかったくせにここ最近で急に強くなったチームなんだ。あれだ、いわゆる新興勢力ってやつだ」

　よくそんな難しい単語を知ってたな、カカネちゃん。

「まあ、ぶっちゃけ個人レベルでうまかったのは毒空木くらいで、あとは英梨香がちょっとマシかなって程度だったんだけどな」

「そんなチームがなぜ強いんだ？」

　ゆずり先輩が不思議そうに首をひねる。

「静蘭はさ、部員が十一人ちょうどしかいないせいかチームワークがめちゃくちゃよかったんだよ。それだけで勝ち上がってきたって感じのチームだな。ま、あたしは負けたことなかったけど――って、ぎゃー、ミミズ出てきたー！　キモキモキモー、おっぱい、パース！」

「きゃー、投げないでー！」

　あれだけキモいキモい言ってるミミズを手て摑づかみできるって、すげーなカカネちゃん。

　……すごいといえば、毒空木もか。

　多分うまいんだろうなとは思ってたけど、名門校のレギュラーからも一目置かれる存在だったなんて。

「言われてみれば、昨日の毒空木のスーパーロングシュートも素人しろうと技わざじゃなかったもんなあ……」

「サンダルであんなシュート決められたら、水良野も形無しだわ。とにかくキック力がすごかったからなー、毒空木は。練習はサボりまくってたみたいだけど、試合になるとバカみたいに点取ってたし。一試合一得点みたいな公約をチームメイトに立ててたらしいぞ」

　また、あいつらしい無茶苦茶な公約を………。

「しかも、ほとんどの試合でそれを達成してたし」

「すげーな、毒空木！」

「そーなんだよ！　すげーんだよ、毒空木は！」

　まるで自分が褒ほめられているかのように、笑顔を弾はじけさせるカカネちゃん。

「毒空木が中学を卒業したら、てっきり水良野に入って一緒にサッカー出来ると思ってたのに！　よりによってデレ園なんてちゃらちゃらしたガッコーに入りやがってぇぇぇ！　しかも、サッカーまでやめてるっていうじゃねーか、許せねー！　ふんがー」

「痛い痛い痛い！　やめて、カカネさーん！」

　ああ、また時宗さんのおっぱいが粘ねん土どみたいに………なんてうらやましい………。

「ふむ。では、カカネがみゃーこに会いたいというのは？」

「おう、毒空木をサッカーのピッチに引きずり戻すためだ！」

　そう言って、カカネちゃんはスコップをシャキンと土に突き刺した。

「あいつに土いじりなんてやらせてたら、空の上のメッシに申し訳がたたねーからな！」

　メッシは空の下にいると思うけど。

「とゆーワケで、毒空木だー！　毒空木出せ、このやろー！　ふがふがふがー！」

「だ、だから、今日はみゃーこは体調不良で会えないんですって、カカネさん」

　また思い出したように憤ふん慨がいするカカネちゃんを、時宗さんがなだめにかかるが、

「うそつけー、この噓うそつきおっぱいー！」

　もちろん、聞く耳など持つ子じゃなく。むしろ、逆上して時宗さんに飛びかかる。

「さっきから噓ばっかり言うのはこのおっぱいかー！　閻えん魔ま様に代わってもぎ取るぞ、こらー！」

「や――だ―――！　助けてハルく―――ん！」

「ちょ、ちょ、ちょっと落ち着いてカカネちゃん！　時宗さんのおっぱい揉もみちぎったって毒空木には会えないから！」

「なんでだよ！　なんで会えないんだよ！」

　いや、そりゃそうだろうよ。逆に何で揉んだら会えると思ったんだ。呼び出しベルか、時宗さんのおっぱいは。

「……ううう、なんでだよ。なんで会わせてくんないんだよー……」

「え……あれ？　カカネちゃん？」

　つい一秒前まで眉まゆを吊つり上あげて時宗さんに馬乗りになっていたカカネちゃんは、大きな瞳ひとみをみるみるうちに湿らせて、

「ふううううう～～、頼むよー。意地悪しないで会わせてくれよー……」

「い、意地悪って……」

　ホントに寝込んでるんだって、毒空木は。何で信じてくれないんだ。

　それに………。

「カカネちゃん、毒空木は、多分サッカーをやらないと思うよ」

「キモ男……」

　この三カ月、ほぼ毎日毒空木と一緒にいたからわかる。あいつのサッカーへの拒否反応は、心のかなり奥深いところに根差している。とても一朝一夕の説得で覆くつがえるようなものとは思えない。

「くそ！」

　カカネちゃんは悔くやしそうに時宗さんのおっぱいを握りしめると、

「毒空木め……まだあの時のこと引きずってんのかよ……」

　呟つぶやくようにそう言った。

　なんだなんだ、あの時ってなんだ？　なんなの、この子？　さっきからすげー毒空木情報出てくんじゃん。どんだけ好きなんだ、毒空木のこと。

「さっきあたし言っただろ、毒空木は殆ほとんどの試合で一試合一得点の公約を守ってきたってさ。実は、一度だけそれが守れなかった時があるんだ」

　しかも、聞かなくても喋しやべってくれるもんなー。助かるわー、カカネちゃん。

「それが去年の全国中学選手権の地区予選決勝戦。全国大会の出場をかけて水良野の中等部と当たった試合だ」

「………カカネちゃんと戦った時ってこと？」

「あたしはもう卒業してるっつーの。ウチの後輩とやったんだよ。そん時の水良野の中等部はあたしら世代が抜けてちょっと弱くなってたからな。かたや静蘭は全員が三年生で残ってたし。いよいよ、ウチも喰われるかってワクワクしてたんだけど……」

　ワクワクしてたんだ……。

「ひどかったんだよなー、そん時の静蘭が。攻めも守りもチグハグっつーか。特に毒空木が悪かったな。全然ゲームに入れてない感じで。得点どころかロクにボールにも触ってなかったんじゃねーかな。ＰＫまで外してたし」

「え、ＰＫ……外したんですか、毒空木？」

「後半開始の直後にな。せっかく先制のチャンスだったのに、あれで完全に流れが決まっちまったなー」

　まるで母校の失敗を嘆くように豪快に溜ため息いきを吐き出す、カカネちゃん。

「そっかぁ。毒空木にそんなことが……」

　ＰＫ―――ペナルティキックとは、説明するまでもなく得点の大チャンスだ。

　ゴールから十一メートルの距離でゴールキーパーと一対一でシュートが打てるこの勝負は、ボールの速度と人間の反応速度を計算すれば、ほぼ百％の確率でキッカーが勝つという。

　しかし、これはもちろんあくまで冷徹なコンピューターが、感情という要素を抜きにして弾きだした数値。決めて当然という重圧は、キッカーの蹴り足を著いちじるしく鈍にぶらせ、その成功率を七割ちょいまで下げてしまう。

　地区予選の決勝。全国大会の切符のかかったプレッシャーとはいかほどのものだろう。そして、それをしくじるショックとは。一人のサッカー少女にもう二度とボールを蹴りたくないと思わせるほどのものなのだろうか。

「毒空木はさ、まだ許せないんだよ。一番大切な場面で公約を守れなかった自分が。だからって、大好きなサッカーやめてどーすんだよ、バカヤロー」

　カカネちゃんは耕したばかりの土をぐりぐりと踵かかとで踏みにじると、僕達の顔を順々に見回した。

「なあ、頼むよ。お前ら毒空木の友達なんだろ。あいつをサッカーに引き戻すのに、あいつを立ち直らせるのに協力してくれよ！　お願いだよ！」

　…………立ち直らせる。

「なー、キモ男！」

　本当に、そうなんだろうか。

　サッカーどころかスポーツさえ未経験な僕には、チームを全国大会へ導くはずのＰＫを外すということがどれほどの衝撃になるのかわからない。

　でも……………勇気を振り絞って告白した相手に、学園一付き合いたくない女だと宣告され、それでも揺らぎもしなかった毒空木の心は、本当にそんなことで折れてしまったのだろうか。

　あるいは……。

「わかった、カカネ。協力しよう」

「マジでかー、ゆずりー！」

　あれ――――――、早い早い！　決断早いってゆずり先輩！　僕まだモノローグやってんじゃん！　なんかブツブツやってたじゃん！

「ほ、本気なの、ゆずちゃん？」

　ゆずり先輩の軽率さに時宗さんも眼鏡の奥の目玉を丸くする。

「もちろんだ」

　ゆ、ゆずり先輩、そんなにカカネちゃんのことが…………。

「なんだ、ハル、その顔は。勘違いをするなよ、これはあくまでみゃーこのためだ」

　………毒空木の？

「みゃーこには、何か、ツアー以外に打ち込めるものがあった方がいいんだよ」

「打ち込めるもの……ですか？」

「ああ」

　ゆずり先輩は僕の言葉に顎あごの先だけで頷うなずくと、僕の目を真まっ直すぐ見み据すえ、

「ハルが一番自覚していることだろうが、デレ園全ぜん告コクツアーはもう続けるべきじゃない」

　淀よどみのない口調で核心に触れた。

「あんな不毛なことをどれだけ続けようが恋人などできるはずがないし、何よりハルとみゃーこの身がもたないだろう」

「そ、それはまあ、確かに………」

　正確に言うと、もたないのは体より精神の方なんだけど………特に毒空木の。

　毒空木の嫉しつ妬と心しんは日を追うごとに天てん井じよう知しらずで強く、禍まが々まがしくなっていく。

　あいつは絶対認めないだろうけど、あんな爆弾を抱えこんだまま、この先まともに僕の恋愛サポートが出来るはずがない。このままツアーを続行すれば、必ず、必ず何か重大な問題が発生するに違いない。僕か毒空木が、あるいは攻略対象となる女の子に。でも………。

「やめさせられますかね………毒空木に？」

　んなもんできたら、とっくにやってるわって話でして。

「だからこそのサッカーだ」

　サッカーですか。

「健全にスポーツに打ち込めば鬱うつ屈くつした感情も少しは晴れるだろうし、視野も広がるはずだ。学生生活は、それだけじゃないんだと気付くだろう。最悪、やめさせられなくてもいい。ツアーの依い存ぞんさえなくなれば」

「………依存」

　ゆずり先輩の口から発せられた予想外の言葉は、複雑な形の波紋を描いて心の底に沈んだ。依存？　毒空木が全告ツアーに？

　ゆずり先輩の視線から逃れるように目を逸そらすと、小さな唇くちびるをキッと嚙かみしめているもう一つの眼まな差ざしと目があった。

　………カカネちゃん。

　もし、カカネちゃんの言う通り、毒空木が公約を達成できなかった自分を今も責め続けているのだとしたら、毒空木が折に触れて見せる約束という言葉への異常な拘こう泥でいも納得がいく……………いや、いくか？　本当にいくか？　あー、もー、わっかんないよー。

　助けを求めるように、僕は、僕を見つめている三つめの視線を見やり、

「と、時宗さんはどう思っ――」

「ハルくんはどう思ってるんですか」

　即リターンを決められた。早――っ！　時宗さんまで早――っ！

　なんだよー、一回時宗さんの意見を挟はさませてくれよー。時間を頂ちよう戴だいよー。えっと、えっと、ええっと………。

「ぼ、僕は………えっと、毒空木は………このままではいけないと………思います」

　三人の視線に押し出されるように零こぼれた僕の言葉は、恐ろしいほど歯切れが悪かったけれど、まぎれもない本音ではあった。

　いや。だって、ダメだろう、毒空木。

　ライバル校の先輩ですら惜しむような才能を持ちながら、やっていることは嫉妬に精神をすり減らしながらの全告ツアー………………絶対ダメじゃん。

　このままツアーを続行して心を壊してしまうくらいなら………。

「毒空木はもう一度、サッカーをやるべきだと思います」

「よく言ったー、キモ男ー！」

　ああー、言っちゃったー！　言っちゃったよ。え？　いいんだよね？　これでいいんだよね？

「ありがとー。みんなありがとー！　お前らみんないいヤツだなー！　うおー、テンション上がってきたー！　よーし、やるぞ、『やる気なくなった毒空木にサッカーまたやらせーる作戦』開始だー！」

　恐ろしく語呂の悪い作戦をぶち上げたカカネちゃんは、文字通り弾けるような笑顔を爆発させると、天を貫けとばかりに拳こぶしをいっぱいに突き上げた。




　………………ちょうど僕の胸の辺りの高さまで。
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　そして、ランチタイム。




「むはー、カレーうめぇぇぇ！　むははは。バカだなー、お前ら。気取って麺めんなんか喰いやがって。絶対カレーが正解だったぞ、あははははは」

「ほほほ、食欲旺おう盛せいな子はいいですね。見ているこっちまで元気になります。で、この子誰ですか？」

　昨日、僕達全員が食べたカレーを皿ごと食べる勢いでかきこむカカネちゃんを見て、岡庄先生が目を細めつつ尋ねた。

「門かど脇わき茜あかねっす！　略してカカネっす！」

「新入部員です」

　カレーをまき散らしながら律りち儀ぎに自己紹介するカカネちゃんと、どう考えても即バレする噓をつくゆずり先輩。

「おやおや、新入部員ですか。それは結構ですね」

　いいんだ………。

「学外部員を現地調達してくれるとは頼もしいですね。この調子でどんどん部員を増やしてください。目指すは園内最大派は閥ばつです」

　老兵の腹の底に燻くすぶる、意外に大それた野望が垣間見えた。







　毒空木をピッチに引き戻す。

　そう決意した我ら『やる気なくなった毒空木にサッカーまたやらせーる作戦』執行部は、取りあえず午前中は真ま面じ目めにフラワーロード計画の作業をこなし、昼食後の自由時間から作戦を決行することにした。

　合宿のしおりによれば二日目は動物の日の予定だったけれど、毒空木の容体が心配だからと全員で直じき訴そしてこれをキャンセル。今日もまた顧問同士のミーティングがあるという先生と別れ、宿泊場所のコテージへと引き返す。そして、二階で寝ている毒空木を起こさないよう抜き足差し足でリビングのテーブルにつき、

「で、実際のところ、何をどうしたらいいですかね……？」

　ようやくそこで、我ら『やる気（中略）作戦』執行部に具体的なプランがなんもないことに気が付いた。

　しまった。作戦なんて言われたから、つい全告ツアーの感じでここまで来ちゃったよ。もし普段の全告ツアーであれば、僕は黙ってガーデンチェアに座っていればそれでよかった。プランなら毒空木の口から無限に湧いてくるのだから。

　しかし、今回ばかりはそうはいかない。当ったり前の話だが、今日ばかりは僕ら自身でプランを立案しなくてはならないのだ。

　とゆーわけで。

「では、取りあえず、みんなで案を持ち寄ってみることにしよう。それじゃあ、僭せん越えつながら執行部部長の私から………」

　急きゆう遽きよ現場で始まる作戦会議。てゆーか、あなたが部長だったんですか、ゆずり先輩。

「あー、こほん。みゃーこをサッカーの世界に戻すには、何よりみゃーこが抱えているＰＫ失敗というトラウマを克こく服ふくさせる必要があると思う。そこで私が推すい奨しようする作戦はこうだ。まず、みゃーこには死ぬほど恐ろしい目に遭あってもらう」

「先輩、『まず』の時点でもう酷すぎます」

「まあ、待てハル。騙だまされたと思って最後まで聞け」

　騙されるんだろうなー。

「死ぬほどの恐ろしい目に遭えば、それは大きなトラウマとなってみゃーこの心に残るだろう、それこそＰＫ失敗なんぞ目じゃないくらいの大きなトラウマが。つまり心に刻まれた小さな傷をより巨大な傷で消し去ってしまうという、名付けて『トラウマ塗りつぶし作戦』だ！」

　ほら、騙されたー！　やっぱり騙されたー！

「はいはいはーい！　あたしのはもっとゴイスーだぞ、キモ男！　名付けて『ボール地じ獄ごくの刑』だー！」

　地獄とか刑とかっ！　名前からしてもうっ！

「いいかー？　何だかんだ言ったってなあ、毒空木はサッカーが好きなんだよ。んで、サッカー好きなやつはボール蹴らしてりゃあ、勝手にサッカーやりたくなるんだよ！　だからさ、毒空木をボールまみれにしてやろうと思うんだよ。そーゆー作戦だ」

　おお、予想以上に酷い作戦だな、カカネちゃん。何言ってるか全然わかんないところが特に酷い。

　くそう、スポーツ一筋のこの二人の作戦に少しでも期待したのが間違いだった。こうなったら………。

「時宗さんは何か考えが――」

「ハルくんは何か考えがありますか？」

　ぐふっ、またしても時宗さんの即リターン。何だよ、時宗さん。いつからそんな楽を覚えちゃったんだよ。

「どうなんだ、ハル？」

「は、はい。そうですね、えーっと………」

　すっかり部長気取りのゆずり先輩に促され、必死に脳を回転させる。

「………うん、そうですね。やっぱりゆずり先輩の言う通り、ＰＫのトラウマ克服は必須だと思います。だから、もう一度毒空木にＰＫを蹴らせてみて、今度は成功させるというのはどうでしょうか！」

「なるほど、いいじゃないか！　名付けて？」

「名付けて！　………………あの、作戦名って絶対必要なんですかね」

「まあ、いらんだろうな。よし、では今日のところはこの三つでいってみよう。各おの々おの早速準備にとりかかってくれ」

　パンと一つ手を打って、腰を上げようとするゆずり先輩。

「ええ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってください先輩！　今の作戦全部やる気なんですか？」

「当たり前だろう、ハル。なんのために作戦を出し合っていたと思っているんだ？」

　熟考に熟考を重ねた上に選えりすぐりの一つを決めるためだと、何の疑いもなく思ってました。

「合宿はあと二日しかないんだぞ。悠ゆう長ちようなことは言ってられん。思いつく限りの作戦を片っ端から試していって、あとは当たって砕くだけろだ！」

　砕けます！　絶対砕けますって、そのやり方！

「それでは、三時間だ。三時間で準備を完了させてここに集合してくれ、わかったな？」

「おー！」

　ゆずり部長の号令に、元気に雄お叫たけびを返すカカネちゃん。

　かくして、『やる気なくなった毒空木にサッカーまたやらせーる作戦』は、初しよっ端ぱなから不安しか感じさせないスタートを切るのだった。










　んで、三時間後。




「よし。準備はいいか、ハル？」

「あ、はい。それはもう、とっくに」

　時間通りに準備を終えて、僕はリビングルームでゆずり先輩と再会した。

　まあ、準備と言っても僕の場合は毒空木にＰＫ勝負を申し込むだけなので、コテージの庭の端にゴールポストに模した適当な大きさの石を二つ置けばそれで終了なんだけど。

　遅かったのはゆずり先輩とカカネちゃんだ。時間ギリギリまで庭でガサガサ、トントン、ゴソゴソ、ガラガラやっていたけれど………………いったい何の音だったんだ、あれは。

　二人の作戦が作戦だけに、確認するのも恐ろしい。

「さっき愛あ結ゆに呼びに行ってもらったから、じきに、みゃーこが下りてくるだろう。そうすれば手て筈はず通りに庭に誘導するんだ。ここをしくじれば全ては終わりだ。くれぐれも手筈通りにやるんだぞ、ハル！」

「は、はい」

　人でも殺しそうな先輩の目に気け圧おされて思わず頷いてしまったけれど、事前に説明された手筈通りなら、ゆずり先輩が散歩にかこつけて毒空木を庭に連れだすはずだから、僕にやることは何もない………のだけど。

「ししし、しかし、遅いな、愛結のヤツ。い、いったい、何をやっているんだ。道にでも迷ったか」

「二階に行くだけですよ？」

「ま、ま、ま、まさか、みゃーこに作戦がバレたのではあるまいなー！」

「いや、大丈夫ですって！　あれ、もしかして先輩緊張してます？」

「き、緊張などするものか！　弓道家を舐なめるなよ、私はいつだってレイレイだ！　あ、いや、セイセイだ！」

　まずい。

　ゆずり先輩が冷静という言葉もまともに喋れないほど、冷静さを欠いている。

「わ、私は冷静だ！　言葉だって手筈通りにちゃんと言えるわ！　『みゃーこ、気晴らしに散歩にでも行かないか』、『みゃーこ、気晴らしに散歩にでも行かないか』、『みゃーこ、気晴らしに――』」




　―――ばんっ！




　その時、ゆずり先輩の三回目のセリフ練習を遮さえぎって、凄すさまじい衝撃音がコテージを揺るがした。まるで、苛いら立だちの極致に達した猛獣が寝室の扉を蹴り破ったかのように。

　そして、




　―――――がんっ、がんっ、がんっ、がんっ！




　板を打ち貫かんばかりに階段を踏み鳴らし、




「………………何か用？」




　二階から毒空木美み也や子こ様が降臨なされた。

　それはもう、想像以上のお姿で。

　皺しわくちゃの寝間着姿に髪は寝ね癖ぐせでボッサボサ。その癖、ろくに寝てないんだろう。デイゲームのメジャーリーガーのように目の下にベットリと隈くまを貼はり付つけ、充血した目が燃えるように赤い。声は喉のどに一滴の水分もないかのようにガラガラだ。

　何だこれ。何が、岩戸の女神様だよ。あんなもん地獄の鬼だろう………ああ、だめだ。ここでビビるな、僕。僕達は不退転の決意をした『やる気なくなった毒空木にサッカーまたやらせーる作戦』執行部、ここまで来たら当たって砕けろだ。

「………言っとくけど、サッカーならやんないからね」

　砕けた――！　早ぁぁ―――っっ！　砕けんの早ぁぁ―――っっ！

　なぜだ、なぜバレた。細心の注意を払いながら毒空木と一つ屋根の下で推し進めてきた極秘作戦がなぜバレた――！

「ぐぐぐ………」

　ギリギリと奥歯を嚙みしめるゆずり先輩。どうしますか、先輩。早くも訪れたこの最大の難局をどう乗り切りますか、ゆずり先輩！




「や、やあ、みゃーこ。気晴らしに散歩にでも行かないか？」




　手筈通りにいったぁぁぁ―――――っっ！　この状況でなおぉぉぉ―――――っっ！

「はあ、散歩？　行くわけないじゃん」

　眉根を寄せられるだけ寄せてゆずり先輩を睨にらみつける毒空木。

「おお、そうか行くかあ。では、私も一緒に行こう」

「だから、行かないっつってんのよ！」

「いや、待てよ。病人があまり遠くまで出歩くのは良くないな。そうだ、庭がいい。ここの庭を散策すると気持ちがいいぞ」

「人の話聞けやあ！」

　すーげー、完全に手筈通りだ！　毒空木を置き去りにして、ゆずり先輩一人だけ完全に手筈通りだ！　なんてアドリブきかない人なんだ。

「さー、さー、庭はこっちだぞ、みゃーこ」

「ちょ、何、引っ張んな、パグ！　行かないっつってんでしょうが！　あたし、パジャマなんだぞ！」

　寝間着姿の毒空木を引きずるようにして、手筈通りにデッキテラスへと連れ出すゆずりさん。そのまま棒読み全開のセリフで、

「ほ、ほーら、あの辺りとか、特に歩いたら気持ちよさそうじゃないか、みゃーこー」

　芝で覆おおわれた庭の真ん中の、不自然に土が剝むき出だしになった一角を指さした。

「はあ…………？」

　まるで、芝ごと深く土を掘り返し、上から小枝や新聞紙で作った軽めの重さにのみ耐えられる程度の蓋を被かぶせましたけど一歩でも体重かけたら崩ほう落らくしますよーと言わんばかりの、こんもりと土が盛り上がった一角を。

「………何よ、パグ。あれ？」

「ど、どうだ、みゃーこ。上に乗ってみたくなるだろ、あの辺り」

　………頭痛がしてきた。

　マジか。マジなのか、ゆずり先輩。あなたの言ってた死ぬほどの恐ろしい目って、まさかあれか？　庭で長々何してるのかと思ったら。あんなもんに引っかかる毒空木だと思うのか。

「ふーん、そうね。確かに、上に乗りたくなるじゃん、あの辺」

　あれ、引っかかんの？　うそうそ、絶対落とし穴だって、あれ。見りゃわかんじゃん。なんで引っかかんの、毒空木？

「じゃあ、一緒に行こうか………………パグ」

　毒空木は低く抑えた声でそう言うと、ゆずり先輩の手首をガッチリと摑んだ。

　あ、落とす気だ。

　毒空木さん、引っかかるふりをして、逆にゆずり先輩を突き落とす気だ。逃げてー、ゆずり先輩！

「よーし、行こう。一緒に行こう、みゃーこ」

　しかし、アドリブのきかないゆずり先輩はあくまで手筈通りにぎこちない笑顔を浮かべるだけだ。そして、毒空木はゆずり先輩を逆に先導するようにデッキテラスの階段から庭に降り、

　メキメキメキ、ドシャ――――――――――――ン！

　………一歩目で落とし穴に落ちていった。

「うおおおおおおおおおおおおお、毒空木―――――！」

「よ―――し、引っかかったな、みゃーこ！　あの一角はフェイクだったのだ――！」

　そのフェイントいりますかね、先輩！

「しかも、これはただの穴ではないぞ、ハル」

　そう言ってニヤリと笑うゆずり先輩。ややあって………。

「ぎゃああああああああああああああああああ！」

　穴の中から毒空木の絶ぜつ叫きようが立ち上った。

「ど、どうした、毒空木！　大丈夫か？」

　泡喰って淵ふちから中を覗のぞいてみれば、二メートルはあろうかという竪たて穴あなの底で半狂乱になってもがいている毒空木………だけじゃない。何かいるぞ。なんだ、あれ？　影になってよく見えないけれど、土と葉っぱに紛れて毒空木の周りをびっしりと埋うめ尽つくしているのは、細長く、ヌルヌルとした……………数十匹の蛇へび。って、インディージョーンズかーい！

「どうだ、ハル！　インディージョーンズみたいだろ！」

「なんですか、そのドヤ顔は！　何てことしてんですか、先輩！　た、助けないと！　早く助けないと、毒空木が死ぬ―――！」

「慌てるな、ハル。もちろん、あれは玩具おもちやの蛇だよ」

　………え、玩具？

「フラワーアニマルアドベンチャーランドの動物園の土産みやげ物屋で、倉庫まで開けさせて買い占めたんだ。作りが粗あらいからよく見れば偽物なのは一目瞭りよう然ぜんだが、穴に落ちたショックで見たら本物にしか見えないだろう。どうだ、ハル。これは一生もののトラウマだぞ！」

「どうだじゃないですよ！　毒空木にこんなことして後で一体どうなるか――」

「パグぅぅぅぅぅぅぅぅ――――――――――！」

　ああ、遅かった。振り返ると、体中にゴム蛇を絡からみつかせた猛毒の妖精が、咆ほう哮こう一発、凄まじい跳ちよう躍やく力を発揮して大砲の弾たまのように穴の中から飛び出していた。

　夏の午後の日差しを背に受けて、毒空木の赤い目玉がギラリと光る。

　毒空木は空中で体を大きくひねると、着地の反動をダイレクトに推進力に変えるため、猫ねこのように両手両足をついて穴の横の地面に降りたち、

　メキメキメキ、ドシャ―――――――――――ン！

　………そのまま、もう一つの落とし穴へと落ちて行った。













「ええええええええええ―――――！　二個目ぇぇぇぇ――――!?」

「当然だ。私の掘くつ削さく能力はフラワーロード計画で披ひ露ろう済ずみだろう。迂う闊かつに庭に下りるなよ、ハル。この庭にはまともな足場の方がもはや少ない」

　客でも来たらどうすんだ！

「よーし、今だ、カカネ！」

「おうよー！」

　ゆずり先輩の呼び声に応えて、舌ったらずなキンキン声が降ってきた。

　ああ、そうだ。これで終わりじゃないんだった。僕らの園芸部には、力技で無茶する人がもう一人増えたんだった。

「くーらえー、毒空木ー！」

　………具体的にはコテージの屋根の上にいるんだった。

　見上げれば、屋根の上にスタンバっていたカカネちゃんが、巨大な鉄製の網かごを傾けていた。中から零れ出すのは大量のサッカーボール。ゴロゴロと三角屋根を転がって、

「イタッ！　イタ、イタタタタタタタタ―――！」

　毒空木が落ちた穴の上に雪崩なだれのように降り注いだ。ひ、ひでー！　確認しますけど、毒空木の勧誘作戦ですよね、これ!?

「よっしゃー、大せーこー！」

　屋根の上で短い両手を天に向かって突き上げるカカネちゃん。

　いや、してるかー！　これが成功なもんかー！

　ヤバい！　これはガチでヤバいぞ！　ただでさえ機嫌の悪い猛毒の妖精にこんなこと………殺される。僕ら絶対殺される！　ほら、来るぞ来るぞ。毒空木の爆弾のような怒ど鳴なり声が、




「いい加減にしろ、お前らあああああ――――！」




　っていうふうに………………………………………………………あれ、来ないな？

　傾きかけた日差しを受けるコテージの庭は、遠くから野鳥の囀さえずりを伝えるばかりだ。

　どうした、毒空木？　あれ、死んだ？　うそうそ、ショックで死んだか、毒空木？

「ど、毒空木さ～～～～ん」

　打ち上がらない打ち上げ花火の噴射口を覗くような心持ちで、おっかなびっくり落とし穴を覗いてみれば、穴の底で腰までサッカーボールに埋もれた毒空木が、

「………出して」

　俯うつむいたまま、辛かろうじて聞こえるほどの音量でそう言った。

「あ………う、うん」

　今まで聞いたことのない毒空木の声に、妙に急せいた気持ちにさせられて、穴にずり落ちそうなほど深くまで手を差し伸べる。そのままデッキテラスへ引き上げると、毒空木はパンパンと二度ほど寝間着についた泥どろを払い、後は諦あきらめたようにだらりと両手を下ろして、




「………お願いだから………もうこういうことしないで」




　小さな小さな声でそう言い残して、コテージへと引き上げていった。

　怒鳴り声もビンタもなく、回し蹴りもドロップキックも飛んで来ず、

「毒空木……」




　一度も顔すら上げないままで。
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「はぁ～～。やっちゃったなー、キモ男」

「はぁ～～。完全にやっちゃったねー、カカネちゃん」




　夕暮れの田舎いなか道みちに気の早いヒグラシの声がする。

　僕とカカネちゃんは互いの溜息を交換しながら、長い影の落ちる砂じや利り道みちを並んでトボトボ歩いていた。左右の牧草地帯では、昼の間牛舎で涼んでいた乳牛達が草を食はむために続々と表に出てきている。そんな牛の群れにすら追い抜かされるようなスピードで、僕らはカカネちゃんの合宿地であるところの加味高校を目指していた。

「はぁ～～、毒空木のやつ、めっちゃヘコんでたよな～」

「うん。そうだね…………」

「あたしのせいだよなー。はぁ～～～、なんでこんなことに」

　小さな背中にしょったサッカーボール山盛りの鉄てつ籠かごを傾けながら、カカネちゃんは本日何度目になるのかもわからない深い深い溜息を吐き出した。

「毒空木、泣いてたな………」

「………うん」

　あいつは、基本的に泣き虫なヤツだけれど、あんな泣き方をすることは滅めつ多たにない。泣きたい時も、怒りたい時も、笑いたい時もいつだって思いっ切りだ。あんなふうに、涙を我慢するような泣き方はしない。いや、あるいはそれは、僕が知らないだけのことだったんだろうか。

『………お願いだから………もうこういうことしないで』

　毒空木の言葉が頭の中で蘇よみがえる。僕はいったい、毒空木の何を知った気になっていたんだろう。

「なぁ、キモ男………毒空木、もうサッカー嫌いになっちゃったかなあ。もう、戻ってきてくんないかなあ？」

　またこっちはこっちで、見るのも可か哀わい相そうなくらいしょげかえってるなあ、カカネちゃん。普段が元気すぎる分、その落差は痛々しいほどだ。

　………しかし、それほど落ち込んでいるからこそ、僕はずっと心に留まっていた一つの疑問を口に出さずにはいられなかった。

「ねえ、カカネちゃんは、どうしてそんなに毒空木にサッカーをして欲しいの？」

「………え？」

　カカネちゃんの瞳に微かすかな動どう揺ようの色が浮かんだ。

　いくら毒空木が才能あふれる選手だとはいえ、所しよ詮せん、カカネちゃんとは違う学校の生徒だ。たとえ念願かなってサッカーに復帰したからといって、水良野高校に転校してくるわけでもない。それなのに、なぜ、カカネちゃんはここまで毒空木に拘こだわるのか。

「あ、いや、それは、そのー、何て言うか………」

　珍めずらしく言葉に詰まるその口ぶりが、カカネちゃん自身、あえて言おうとしなかった理由があるのだと物語っていた。

「あ、あの、怒らないでくれよ、キモ男。毒空木の力がもったいないってのも、もちろんあるんだけど、その………じつは、英梨香のためでもあるんだよ」

　合がつ掌しようの形で十本の指をもじもじとこすり合わせながら、カカネちゃんは意外な名前を口にした。

「英梨香さんって………」

　自由奔ほん放ぽうなカカネちゃんをいつも探し回っている、あのお姉さんみたいな後輩の子か。

「英梨香ってさ、ウチらのチームの中で一番下へ手たなんだよ」

「え、そうなの？　でも中学時代はマシだったって………」

「静蘭じゃマシなレベルってことは、ウチじゃあへたっぴってことだ。あたしも練習で初めてあいつ見た時はびっくりしたよ。テクもないし、フィジカル弱いし、センスもないし。よくウチに入れたなって思ったよ。何だろうなー、サッカーボールに嫌われてるって感じ？」

　いや、言い過ぎ。言い過ぎだよ、カカネちゃん。

「でもな、あいつ、すげーサッカー好きなんだよ！　練習量だって一番だし、態度もすげー熱心なんだ。あたしなんかよりずーっとさ！」

　そりゃあ、練習サボってジュース飲んでるカカネちゃんよりは熱心だろうけどさ。

「用具の整備だって、ドリンク係だって自分から進んでやってるし！　また英梨香の作るスポドリの濃さが絶妙なんだよなー、時間帯に合わせてくるんだ。みんなから三ツ星バーテンダーって呼ばれてて………でも、やっぱサッカーは下手なんだよなぁ」

　ああ、うん。まあ、そこはね。いかにスポーツドリンクの濃さを自在に操れても、そこはね、どうしてもね………。

「あいつさ、最近元気ないんだよ。もしかしたら、誰かに意地悪なこと言われてるのかもしれない………」

「意地悪………」

　全国大会常連の名門のサッカー部に入ってくる女の子達だ。程度の差こそあれ、みんな気の強い子ばかりだろう。練習の足を引っ張るチームメイトを疎うとましく思う子もいるかもしれない。

「このままじゃ、英梨香のやつサッカー部やめちゃいそうで………だからあいつが昔コンビを組んでた毒空木がまたサッカー始めたって聞いたら英梨香も頑張ってくれるかなって、それで………」

「ふーん………」

「で、でも、あれだぞ！　毒空木の力が勿もつ体たいないってのもホントにホントだぞ！」

　僕の「ふーん」をどう受け取ったのか、カカネちゃんが慌てて僕の裾すそを引く。

「お、怒ったか？　怒ったか、キモ男？」

「いや、怒ってないよ。怒るわけないじゃん。カカネちゃんはホントに英梨香さんが好きなんだなって思ってただけだよ」

「おう、好きだぞ！」

　あ、もう笑ってるし。ホント、よく表情の変わる子だな。こういうところ、誰かにそっくりだ。

「キモ男も大好きだぞ！」

　おうおう、熱烈だねー、カカネちゃん。

「英梨香とサッカーの次に！」

　だろうと思っていましたよ。

「あ、でも、ハチミツの方が好きだな。やっぱ、四位だ、キモ男は。いや、待てよ。ガムシロも好きだし、ばーちゃんの水みず飴あめも好きだし、イチゴジャムもハチミツのガムシロ割りも………」

「いや、どこまで落ちるの、僕の順位！　あとハチミツのガムシロ割りは、ハチミツかガムシロに含めてよ！」

「なはははは。ツッコむなー、キモ男は。よくツッコむやつだな、キモ男は！　お、何か元気になって来たぞ！　すげーぞ、キモ男と話してたら元気になって来たー！　ふんがー！」

　そりゃ、どうも。

「よーし、こんなことでクヨクヨしてられるかー！　英梨香のためにも、明日も毒空木の勧誘頑張るぞー！」

　夕焼け空に宣言するように、両手を掲かかげるカカネちゃん。

「え、まだ、やんの？」

「当ったり前だろ！　今日は落とし穴でダメだったから、明日はあれだな、ガチーンってなるやつだな！　足をガチーンって挟むやつで動きをとめてから………」

「いや、だめだめだめ！　余計怒らせるだけだから！」

「んじゃ、あれか、ガサーってなるやつの方か。棒を取ったら上から籠がガサーってなるやつで………」

「一旦罠わなから離れようか、カカネちゃん。そーゆー実力行使じゃなくてさ、もっと穏おん便びんに話し合う方向で行きなよ」

「穏便にって、無理だろ、そんなん。あたしだぞ、毒空木に超嫌われてる、あたしだぞ。話なんて聞いてくんねーよ」

　ああ、それはそうか。どうしたものか………………って、あれ、なんか僕も引き続き協力する流れになってないか？

「うん、やっぱり罠しかないな！　ビヨーンってなるやつだ！　ロープ踏んだら足に絡まってビヨーンって吊り上げられるやつで………」

「カカネ先輩っ！」

　次から次へと湧いてくるカカネちゃんのベトコン式の発想を押しとどめたのは、のどかな田舎の静せい寂じやくを突き破る怒鳴り声だった。

「あ、英梨香！」

　白しら樺かばの林が影を落とす未み舗ほ装そう道路の真ん中に、カカネちゃんの好感度第一位こと、英梨香さんが立っていた。

「無断で練習サボって、こんなところで何やってるんですか！」

　………激怒、しながら。

「え、練習サボるって………今日は休みって言ってなかった、カカネちゃん？」

　英梨香さんの言葉に、慌あわててカカネちゃんを見下ろせば、

「おう、今日の練習は体力作りメインだったからな、休んだんだ」

　ボール満載の鉄籠背負ったミニマム少女は、笑顔でピースサインを作って見せる。

「いや、勝手に休んだのかよ！」

「それに、そのボール！　やっぱりカカネ先輩が持ち出してたんですか？　みんな探してたんですよ！」

　しかも、備品の無断使用までー！

「ありえない！　いくらカカネ先輩でもありえないです！」

　会う時はだいたいいつも怒っている英梨香さんだけど、さすがに今日ばかりはレベルが違うようだ。いや、無理もない。これは怒ってもしようがない。

「まー、まー、そんなことよりさ。聞けよ、英梨香。あたし今日すげーことしてたんだぞ！　何してたと思う？」

　カカネちゃん、一回謝ろう！　ここは一回謝っとこう！

「そ、そんなこと………？　これだけのことしておいて、そんなこと？」

　ほらー、超怒ってんじゃん、英梨香さん！　ぷるぷるしてんじゃん！　こういう真面目な子が本気で怒ると、めっちゃ怖いから！　一回謝っとこう、お願いだから！

「なー、なー、答えろよー、英梨香。何してたと思うー？　あ、降参か？　降参ならしょうがねーなー」

　しかし、カカネちゃんは英梨香さんの怒気など全く感じていないかのように、あっけらかんとした笑顔を崩さずに、

「正解は、『やる気なくなった毒空木にサッカーまたやらせーる作戦』でしたー！」

　短い人差し指を英梨香さんに向かって突き出した。

「え、みゃーこ………？」

　途端に、英梨香さんの顔色が変わる。

「おう！　毒空木にまたサッカーやらせるんだ。すげーだろ、お前も混ぜてやろうか」

「なんで………みゃーこを………？」

「まあ、何でかはいいじゃねーか。とにかく毒空木も絶対復帰するからさ、英梨香も負けないように――」

「なんで、みゃーこなんですか！」

　カカネちゃんに聞き流されそうになった質問を、英梨香さんはもう一度繰り返した。ありったけの声量で。

「え、英梨香………？」

　予期せぬ後輩の怒声に、笑顔を硬直させるカカネちゃん。英梨香さんはそんな先輩を見下ろしながら、胸の前でギュッと両手を握りしめ、みるみるうちに目から涙を溢あふれさせると、

「………お願いだから………そういうこと、しないでください………」

　偶然にも、かつてのチームメイトと同じセリフを口にして走り去った。

　去り際にただ一言、




「わたし、サッカー部辞めます」




　決定的な言葉を言い添えて。

「待て、英梨香！」

　走れば必ず追いつける。追いつければ必ず足を止められる。それでもカカネちゃんは、

「英梨香！」

　一歩も動けないまま、ただ英梨香さんの名前を呼んでいた。

「英梨香、なんで？　辞めるって………なんで、なんでだよ？」

「カカネちゃん………………」

　まるで魂が抜けたように、なんでを繰り返すカカネちゃん。

「なんでなんだよ、英梨香………なんでみんな、サッカー辞めちゃうんだよ。なあ、キモ男、なんでだよ？」

「ええ？　ええっと………なんでだろうな……あのー」

　何か言ってあげなきゃいけないことはわかっていたけれど、言葉は何も出てこなかった。

「あ、そうだ！　字ィ書けばいいんだ！」

「え、字って………うわ、カカネちゃん」

　カカネちゃんは一人でそう言って納得すると、ボールが散らばるのも気にせず鉄籠を放り出して道端にしゃがみ込んだ。

「あんな、ばーちゃんが言ってたんだ！　頭ん中がしっちゃかめっちゃかになった時にはな、文字に書いてみればいいんだって。そしたら、色々わかるんだって！」

　おお、ばーちゃん。なかなかサイコロジカルなことを。

　カカネちゃんはそこらに落ちていた棒切れを拾い上げると、早速ガリガリと地面をひっかき始めた。

「えーと、『あ・た・し・は・サッ・カー・が・好・き』………っと」

　そっから書くの？

「んでぇ、『英梨香・も・サッ・カー・が・好・き』………っと」

　これは、先が長そうだな………。

「ほんでー、『毒・空・木・も・サッ・カー・が・好・き』………でー」

　カカネちゃんの腕は短い。横に三行書いてしまえばもう書けるスペースがない。なので、一歩後ろに下がり、

「でも、『二・人・と・も・サッ・カー・辞・め・ちゃっ・て』………」

　さらに一歩後ろに下がり、

「『あ・た・し・は・悲・し・く・て』………」

「カカネちゃん？」

「悲・し・く・て………悲しくて………悲しくて………」

　土をひっかく音はもうやんでいた。代わりに、カカネちゃんの丸いホッペを伝った雫しずくが、一つ二つと乾いた土に点を打つ。

「ああ………やっぱだめだよ、ばーちゃん………」

　そして、カカネちゃんは顔を上げ、




「………あたし、バカだからわかんねーや」




　涙をだくだくと流しながら笑った。

「カカネちゃん………」

「なんでだろ？　なんでなんだろーなー、キモ男？　英梨香も毒空木も、サッカーが好きで。みんな好きで………だから、みんなでサッカーやったら、みんな楽しくなって………だからあたし頑張って………でも、違ったんだよなあ。二人とも泣いてたもんなあ。間違っちゃったんだよなあ、あたし………バカだなぁ、ホントにバカだなあ………」

　カカネちゃんは、自分で書いた文字に大きくバツをつけ、その上からまたバツをつけ、バツをつけ、バツをつけ、枝が折れるまでバツをつけ、

「ごめんなあ、英梨香………あたし、バカでごめんなあ………」

　後は、ひたすら謝りながら泣き続けた。

「カカネちゃん」

　気がつくと僕は、カカネちゃんの土で汚れた小さな手を両手で包んでいた。

「カカネちゃんは、何も間違ってないよ」

「キモ男………」

「明日、もう一度毒空木と話そう」

「え………？」

「もちろん、罠はなしで。真正面から誠心誠意話してみよう」

「でも……」

「大丈夫。毒空木は必ず僕が説得するから。必ずカカネちゃんに会わせるから。君は絶対に間違ってない」

　そうとも。間違っているもんか。こんなカカネちゃんが間違っているもんか。じゃあ、誰だ？　誰が間違った？　毒空木か？　英梨香さんか？　違う、僕だ。僕が間違ったんだ。お前が間違ったんだよ、ハル！　だから、お前がみんなの分全部頑張れ、ハル！

「ううう、キモ男～～」

　カカネちゃんは、目、鼻、口、出せる穴全てから液体を垂れ流しながら僕の手を握り返すと、

「………お前は、真面目な顔してても、やっぱキモいんだな」




　ニカッと、音が聞こえてきそうなほど笑った。
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「うひー！　戻りましたー！　うひー、うひー！」




　コテージの扉を薄く開くと、素早く隙すき間まに体を滑り込ませた。

　山の夜は暮れ始めると早い。カカネちゃんを加か味み高校まで送ってからコテージに取って返すと、辺りはもうすっかりと夕ゆう闇やみに包まれていて、扉の前には門もん灯とうと菱ひし形がたの覗のぞき窓まどから漏もれる部屋の明かりに引き寄せられた羽虫達が、びっしりと分厚いカーテンを形成していた。十秒ほど絶句して立ち尽くし、結局カーテンを強行突破してコテージに転がり込むと、

「おかえり。遅かったな、ハル」

　リビングで全ぜん裸らのゆずり先せん輩ぱいが振り返った。

「う――わ―――ゆずり、センパ――――イ！　だめだだめだ、振り返らないでー！　いや、後ろ姿もたいがいだけどさ！　もー、なんちゅーカッコしてるんですかー！」

「ちょっとずぶ濡ぬれになる機会があってな、着替えていたところだよ」

　膨ふくらむべきところは膨らみ、締まるべきところは締まるという奇跡の体型の持ち主であるゆずり先輩は、胸が作る大きな谷間も腹筋が作るシャープな谷間も隠すことなく、むしろ晒さらすかのように仁に王おう立だった。

「立つな立つなー！　仁王立つなー！　着替えなら部屋でやってくださいよ！」

「部屋？　ああ、そうか。すまないな、つい家にいるつもりになっていたよ」

　普段家でどんなカッコしてるんですか。

「すぐに着替える。少し待っていてくれ」

　結局ここで着替えるんかい！

　ホントにもう、男心のわからない女子ばかりだな、ウチの園芸部は。女の子の裸はね、恥じらいあってのものなんですよ。知り合いのモロ画像とか、引くんですよ！




　………ややあって。

「え、それじゃあ、岡おか庄しよう先生まだ帰ってきてないんですか？」

「ああ、まだだ」

　長々と時間をかけてようやくタンクトップにショートパンツという健全なエロ目線に耐えうる格好に着替えてくれたゆずり先輩は、濡れた髪をわっしゃわっしゃとかき回しながら僕の問いに頷うなずいた。

「会議が長引いているらしい。先に夕食を済ませてくれと連絡があったよ。なんでも二日続けて熱中症で倒れる生徒が出たそうだ。下へ手たをすると明日のフラワーロード計画は中止になるかもしれんな」

「そう、ですか………で、あの、毒どく空うつ木ぎは？」

　遠慮がちに尋たずねると、ゆずり先輩は切れ長の目を二階に向け、

「相変わらずだ……と思う」

　歯切れの悪い言葉でそう答えた。

「………思う？」

「情けない話だがな、様子を見に行けてないんだ。みゃーこにあわせる顔がなくて……」

「ああ、そ、そうですか」

　髪の毛から掌てのひらに移った水滴が、爪つめの先から床に滴したたる。実際、あわせには行ったのだろう。

　その結果どうなったかは、風呂に入ったわけでもないのに、全身ずぶ濡れになっている様子を見れば聞くまでもない。

「えっと、それじゃあ、僕が見てきますね」

「すまないな、頼りない先輩で」

「気にしないでください。報ほう酬しゆうはさっき充分すぎるほどいただきましたから。ぐへへへへ」

　珍めずらしく覗いたゆずり先輩の気弱な表情が切なくて、精一杯おどけてみたつもりだったけれど、

「最初はいいと思うんだがな…………………私の案はいつもろくなことにならないよ」

　先輩は何かを懐なつかしむように、濡れた頭頂部を擦こすった。







「毒空木、僕だけど。入っていいか？」

　ノックにも声かけにも返事がないので、心の中で三秒数えて寝室の扉を開いた。衝撃に備えつつ戸口にもう三秒留まるが、水も罵ば声せいも浴びせられる気配はない。電気もつけない真っ暗な部屋に、せめて廊下の明かりを取り入れようと一杯に扉を開いて足を踏み入れると、

　――ばさっ。

　木の香りと毒空木の匂いがまじりあう寝室で、ベッドのタオルケットが翻ひるがえった。

「あ、あの、毒空木！　さっきはごめん！　ホンっっっっト、ごめん！」

　何はともあれ、まずは謝罪。事前に決めていた通り頭を下げるが、

　…………………………………………返事はない。

「怪け我がは、なかった？」

　…………………………………………無視。

　ベッドの上の毒空木は、そうすれば己の存在をかき消せると信じているかのように、一言も発さず、身じろぎもせず、呼吸さえも抑えている様子で注意深くタオルケットの繭まゆを形成していた。

　唯ゆい一いつ、ふわふわの髪の毛だけが一房だけ、周囲を探るアンテナのようにタオルケットの隙間からはみ出ている。

「本当にごめんな、毒空木。あんなひどいこと。ゆずり先輩もカカネちゃんもホント反省してるよ。もちろん僕も。あの、信じがたい話かもしれないけど、みんな悪気はなかったんだよ。全部、お前のためになると思ってやったことで、あ、もちろん、手段が酷ひどすぎたから怒るのは当然だけど」

　………………………………………無視。

「ホント、カカネちゃんすごく反省しててさ。さっき加味高校で別れた時もずっと謝りっぱなしで。僕に謝ってもしょうがないって言ったら、土下座するから写メ撮って送れってきかなくて。世界中に拡散してもいいからって言ってたけど………いる？」

　………………………………………いらんわな、そりゃ。

　さすがに僕も撮るふりしただけだったし。この分だと、心からのお詫わびの印だと手渡されたガムシロップは出さない方がよさそうだ。

「随ずい分ぶん仲良くなってんじゃん………カカネさんと」

「え？」

　不意にかけられた毒空木の言葉に、思わずポケットのガムシロを握りつぶしそうになった。

「どこまで聞いたの、あたしのこと？」

「え、あ、うん。えっと………」

　会話の糸口を逃したくない一心で、僕は問われるままに、カカネちゃんから聞いたことを包み隠さず毒空木に語って聞かせた。毒空木が中学時代静せい蘭らんのエースだったこと。一試合一得点の公約を立ててたこと。そして、決勝戦でＰＫを外してその公約を守れなかったこと………。

「あたしと英え梨り香かがコンビを組んでたことは？　聞いてない？」

「ああ、それは聞いてないかな」

「あたしがしょっちゅう部活サボってたことは？」

「そんなことも言ってかな？　覚えてないや」

「あたしが中学校でも、ダントツにブッチギリで一番可か愛わいかったことは？」

「それは、多分聞いてない」

「じゃあ、あたしが水み良ら野の高校からスカウトを受けてたことは？」

　………え？

「聞いた？」

　………………………それは絶対に聞いてない。

　タオルケットの繭がわずかに膨らんでまた縮む。

「決勝戦の一週間くらい前だったかな。町歩いてたら、突然声かけられたのよ」

　攻守交替するかのように今度は毒空木が語り出す。

「中学時代のあたしも今と変わらず超可愛かったからさ、てっきり芸能関係だと思って冷やかしで喫茶店までついて行ったら、席に着くなり、そいつ水良野高校のスカウトですって名刺出してきてさ。びっくりするわ、がっかりするわで」

「そう、なんだ。でも、あれだろ？　よく知らないけど、水良野高校って超名門校なんだろ？　すごいじゃん、そんなところからスカウトされるなんて」

「………………」

　お世せ辞じだと思われたのだろうか、毒空木は何も答えなかった。

「それで、その、なんて言われたんだ？　そのスカウトに」

「別に普通に。卒業したら水良野高校に推すい薦せん入学しないかって。そうすれば一年生からレギュラーと９番の背番号は保証するって」

　いや、全然普通じゃねーだろ。破格の待たい遇ぐうだろ、それ。

「………だから、決勝戦で手を抜けって」

「え？」

　思わず声が漏れていた。

「え？」

　もう一度。

「それって………どういう……？」

「どうもこうもないっつーの。そのまんまじゃん。水良野に入れてやるから、水良野戦では活躍すんなってことよ」

　吐き捨てるように答える毒空木。

「うそだろ、なんで、そんな……？」

「水良野の中等部って、カカネさん達の世代がすげー強かったの。だから、後輩が育ってなくて。対するあたしらは去年までのメンバーが全員揃そろってるじゃん？　危機感あったんじゃない？　実際あたしらも勝てると思ってたし」

「それで……毒空木は？」

「もちろん突っぱねたっつーの。名刺破いて、水ぶっかけて、机ひっくり返して、椅い子す投げつけて出てきたわよ」

　随分色々やったんだな。

「ムカついて、ムカついてしょうがなかったの。そうでもしなきゃ収まんなかったの」

「まあ、そうだろうな」

　可か哀わい相そうにスカウトの人と…………店の人。

「でもさ、ムカつきが収まったら、急にバカバカしくなっちゃってさ」

「ばかばかしく？」

　溜ため息いきを吐き出したのだろう。タオルケットがまた僅わずかに膨らんで縮んだ。

「あいつらの手際の良さは、今回が初めてって感じじゃなかった。毎年普通に行われてんのよ、あーゆー…………八や百お長ちようが」

　八百長。健全なスポーツとは相いれない、怖おぞ気けをふるうその言葉。

「そうか、中学サッカーってそんなことがあるんだな、知らなかったよ」

「……ねえ、ハル。あんた勉強出来るのになんでそんなバカなの？」

「え？」

「中学だけのわけないじゃん。年代が上がるにつれて、もっと酷くなんのよ、こーゆーことが。水良野はプロクラブにも社会人クラブにも強豪大学にも強力なコネがある。片や、あたしら静蘭は、初めはサッカー部すらなくて。あたしみたいなサッカー好きが集まって何とか部活作って。絶対全国大会に出場しようって約束し合って。死ぬほど練習して力付けて。そんなヤツ捕まえて水良野はこう言うの。ウチの学校に入れてあげるよ？　プロクラブを紹介してあげるよ？　だから手を抜いてね？　ってさ。あたしはプロになる気はなかったから突っぱねられたけど、そうじゃない子はそりゃ引っかかるわ。そんなことが多分ずーっと続くのよ。高校に入っても。大学に入っても。プロになっても。やる気なくすでしょ、そりゃ。バカバカしくてやってらんねーわ」

　一日分の空白を埋めるように一気にまくしたてる毒空木。

「じゃあ、毒空木がサッカー辞めたのって、ＰＫ失敗したからじゃなくて？」

「はあ？　なにそれ。ＰＫなんて運よ。ずっと蹴けってりゃいつかは外すわ。そんなことであたしが心折れたと思ってたの？」

「それは……」

　正直、まったく思ってはいなかった。カカネちゃんの推論を聞いた時も違和感しか湧わいてこなかった。

　でも、その違和感は…………。

「ま、てなわけで、あたしの球蹴り人生は中学で終了したの。ハイスクールみゃーこちゃんはお花とツアーに生きる女なの。はい、話は終わり。カカネさんに何吹き込まれたか知らないけど、あたしは二度とサッカーはやらない。だから、カカネさんとも会わない。出てって」

　………その違和感は今も拭ぬぐえたわけじゃない。

　一部のサッカー界に八百長がはびこってるからサッカーを辞めるって？　そんな極論があるか。ましてや、高校やプロの話なんて全部想像で言ってるだけだろう。

　なんだ、お前は…………何を隠しているんだ、毒空木。

「ちょ、ちょ、待ってくれ、毒空木！　話を聞いてくれ！」

「聞かない。出てって」

「頼むよ、一度カカネちゃんと会ってくれないか」

「あほか、死ね」

「違うんだ。カカネちゃん、本当に毒空木と英梨香さんのこと心配してて……」

「うるさい」

「でも、カカネちゃんは――」

「カカネちゃんカカネちゃん、うっさいのよっ！」

　突然、大音声が爆発した。

　音圧に弾はじき飛とばされるように、タオルケットが宙を舞う。

「黙って聞いてりゃ、どーゆーつもりなのよ、カカネちゃんカカネちゃんって！」

　ようやくご尊そん顔がんを現された毒空木は、ぼさぼさの髪の毛を振り乱しながらベッドの上に立ち上がると、はだける胸元にも構わず、




「カカネ『さん』でしょ！　一個上なんだから！」




　ビシッと人差し指を突き出した。

　ええっと…………………急にどうした、毒空木？

「なんなのよ！　なんなのよ、カカネちゃんって！　あたしなんか、あたしなんか、一回も美み也や子こちゃんって呼ばれたことないのに――――っ！」

　顔を真まっ赤かに染め上げて、潤うるんだ目で僕を見下ろす毒空木。いや、違う。これは毒空木じゃない。おい、うそだろ？　これってまさか………これってまさか………。

「いっつもそう！　ハルはいっっっつもそう！　『大好き』も！　『ちゃん』も！　何であたしが一番言ってほしい言葉を他の女に使うのよ――――っっっ！」

　ジェラ空木発動ですかぁぁぁぁぁ？　ここへ来てのぉぉぉぉ？

「ハルのバカ！　ハルのバカ――――――！　あはんっ、あはんっ、あはんっ」

「いや、違う違う違う！　今は違うぞ、毒空木！　そーゆーふざけた話は後にしろ。今は真剣な話をする時間で――」

「だから、真剣に話してんのよっ！」

「けでぃらっ！」

　捩よじりに捩よじったタオルケットで横っ面を叩たたかれた。

「あたしはいつでも真剣なのっ！　出会った時から今の今までずっと、ず――――っと、真剣なのっ！　何でわかってくんないのよ、ばかっ、ばかっ、ばか――――！」

「痛い！　痛い！　やめろ、硬い！　意外に硬い、タオルケット！」

「なによ、馬ば鹿かみたいに、カカネさんカカネさんって！　そんなに会いたいなら会ってくればいいじゃん、今すぐ！　ついさっきまで一緒にいたんでしょ？　わざわざ送ってあげたんだもんね？　あたしなんか一いつ遍ぺんも送ってもらったことないのに！　写メいるかって？　いらね―――よっ！　あたしの写メ一枚でも撮ってから言え、バカヤロー！」

「何の話してんだよ！」

「わかれ、ばか！　わかれ、ばかああああああああああ！」

「ひいいいいい、ちょ、落ち着け！　落ち着け、毒空木ぃぃ！」

　半狂乱になりながら鞭むちのようにタオルケットを振り回すジェラ空木。

　ああ、だめだ。こうなったらもう人の話なんて聞くやつじゃねえ！　なんでだ。なんでこうなるんだ。カカネさんに会ってもらうように頼むはずが、なんでこんなわけのわからない嫉しつ妬と話ばなしにすり替わってるんだ！　ここまでジェラシーこじらせた毒空木を説得する方法なんて………。




「そんなにカカネさんがいいなら、もうカカネさんと付き合え、このロリコンヤロー！」




　……あ、あった。

　あったぞ、一つだけ。毒空木とカカネちゃんを確実に会わせる方法が。

　そうだよ、毒空木は言っていたじゃないか…………。




「ツアーだ、毒空木！」

「は？」

「カカネちゃんを次の告白のターゲットに指定する！」




　…………あたしはお花とツアーに生きる女だって。




「………は？」

　ありったけの大声でそう言うと、毒空木の動きがビタリと止まった。

「ちょ、何言ってんのよ、ハル」

　タオルケットを振り上げた姿勢のまま、震ふるえた声を漏らす毒空木。

「カカネさんはデレ園の生徒じゃ……」

「カカネちゃんは園芸部に入部したんだよ、今日！」

「うそー！」

「ウソじゃない！　岡庄先生だって認めてる。カカネちゃんは正式なデレ園園芸部員の学外部員だ。つまり、デレ園全ぜん告コクツアーの攻略対象なんだ！」

「んな、馬鹿な！　いくら園芸部員だからって―――」

「鶏にわとりにだって告白したんだぞ、僕は！　デレ園生どころか人間ですらない、飼育委員が飼ってただけの鶏に！　鶏が対象なら、カカネちゃんだってもちろん対象だ」

「そんな――」

「明日、明日、告白するぞ！　当然、一緒に付いてきてくれるよな、サポート役として。約束通り！」

　僕は毒空木の真っ黒な瞳ひとみを正面から見み据すえると、最後の言葉に殊こと更さら力を込めてそう言った。

「約束………」

　毒空木の瞳が小刻みに揺れる。

　怖いだろう、毒空木。でも、これはお前のためなんだ。今はまだ、わかり合えなくてもいい。まともに話が出来なくてもいい。ただ、会いさえしてくれたら。カカネちゃんの思いの一いつ端たんにでも触れてくれれば………どうだ、頼むよ、毒空木。嫌だなんて言わせないぞ。

「やだ」




　……………………………え？




　ん？　え、あれ、今、なんつった？　毒空木、今、なんつった？　だめだよ？　嫌だなんて言わせ…………。

「やーだ」

　………………。

　寝室にしばしエアコンの音が流れた。

「えっと…………………なんで？」

「カカネさん、嫌いだから」

　ふ………。

「ふざけんなよ、お前ええええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　ブラジルが粉ふん砕さいするほど叫んだ。

「な、なんじゃ、そりゃ！　なん――――――じゃそりゃぁぁぁぁぁ！　そんな理由が通ると思ってるのか！　たとえ相手が誰だれであろうと全力で告白のサポートをする、これがツアーの大前提だろ！　お前言ってただろ、あたしは約束を守る女なのって！　散っっっ散言って来ただろおおおおおおおおおおおお！」

　取って喰わんばかりに言いい募つのると、毒空木は真っ赤な目玉に涙を一杯に溜ためながら頰ほおを膨らませ、

「……そんなこと、言ってない」

「えええええええええええええええええええええ！　ウ、ウ、ウソだろ、お前――！　それはウソだろう！　これだけ散々約束守る女アピールしてきて、よく言えたな、そんなこと！　見ろ、僕の目を見ろ！　僕の目を見てもう一回言ってみろ――――――――！」

「ああ、もう、うっさ―――いっ！」

　――がしっ！　――がしっ！

　しかし、毒空木は言い寄る僕の二の腕をしっかと摑つかむと、

「言ってないってぇぇぇ」

　そのまま僕ごと引き込むように後ろに倒れこみ、右足を大きく蹴り上げて、

「言ってんだろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　せめてもの明かり取りにと、目一杯開け放たれた扉目がけて巴ともえ投なげで放り投げた。

　それはもう、キャッチからリリースの瞬間までほんの一瞬たりとも目を逸そらすこともなく。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお―――――――げぶふっ！」

　鮮やかに宙を舞った僕は、なす術すべもなく廊下に叩き付けられた。衝撃音と、僕の叫び声がコテージに響き渡り、

「きゃあああああああああああああああああああああああああ！」

　時とき宗そうさんの悲鳴がそれに加わった。

　あれ？　なんで時宗さんが叫んでるの？

「な、何してるんですか、ハルくん！　き、着替え中ですよ！」

　脱ぎ捨てた服で、慌あわてて色々こぼれそうな体を隠す時宗さん。ああ、そうか。君もゆずり先輩のずぶ濡れに巻きこまれていたんだね。リアクションは百点満点。でも、なんでウチの女子達は、外で服を着替えようとするんだよ？

　しかし、そんな疑問も、体の痛みも、時宗さんの生着替えでさえ、僕の頭に何のインパクトも残さず通り過ぎる。




　………毒空木が初めて約束を反ほ故ごにした。




　その事実だけが、僕の脳のう味み噌そをいつまでもいつまでも波立たせていた。
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　そして、翌日。

　相次ぐ熱中症患かん者じやの発生から中止が濃厚と思われていたフラワーロード計画は、パーク重役及び県関係者からなる実行委員の意思が各校顧こ問もん団の反対を押し切る形で、まさかの続行という運びになった。

　しかし、この決定は三日連続の熱中症患者発生という最悪の報告によって大きくバツをつけられることとなる。結果的にこの報告は誤報であり、倒れた生徒はただの貧血だったとすぐに判明するのだが、実行委員が倒れた生徒が出たという情報を三日目の作業終了まで顧問団に伏せていたのがまずかった。これを県関係者の悪質な隠いん蔽ぺいだと受け取った顧問団は大激怒、昼食終了後、怒ど濤とうの三日連続緊急ミーティングが開催されることとなった。

「心の癒いやしと人生の教科書であるべきガーデニングを、宣伝材料としか考えていない実行委員許すまじ！　私は教育者生命をかけ、断固としてこの不正を叩くつもりでいます！　今日はまた帰りが遅くなるかもしれませんが、皆さんはなーんにも気にせず遊園地の日を楽しんでくださいねー」

　昼食を終えた岡庄先生はそう息巻いてレストランを飛び出していった。

　……いや、楽しめるわけないでしょう、そんなこと言われて。ただでさえ、毒空木が三日連続のお籠こもり中だというのに。加えて昨日の晩から様子のおかしかったゆずり先輩までが調子の不良を訴えてコテージに引き返す始末、加えて病人二人をコテージに放っておけないと保健委員魂だましいを発揮した時宗さんがこれに追従。

　その結果、




「え～～～～～～～～～～、説得できなかったって、キ～～～モ～～～～男～～～～～」




　僕は一人、加味駅前の喫茶店で盛大に文句を垂れるカカネちゃんに頭を下げていた。

「ごめんなさい！　ホンっっっトごめんなさい！」

「昨日あんだけカッコつけて『僕に任せて』とか言ってたのに～～、手まで握って言ったのに～～、説得出来ませんでしたて、キ～～～～～～モ～～～～～～男～～～～～～」

　もう、ごめんとしか言えんわ。ガラステーブルにびったりと額ひたいを貼はり付つけて頭を下げる僕。

「てゆーか、なんでキモ男だけなんだよ。ゆずりとおっぱいは？」

「えっと、ゆずり先輩は体調不良で、時宗さんはその付き添いでコテージに待機中です」

「………んで、毒空木の説得は？」

「出来ませんでした」

「キ～～～～～～～～～～モ～～～～～～～～～～男～～～～～～～～～～～」

　もー、ごめんって、ホント！

「なんだよ～～～。キモ男が毒空木連れてくるって言ったから、あたし決死の覚悟で部屋抜け出して来たのに～～～～～～～～」

　半眼で僕を睨にらみつつ、まだ一度も口をつけていないアイスコーヒーの氷をザクザクとストローでつつくカカネちゃん。異様に長い髪の毛は、今日は三つ編みには束ねられておらず無造作に背中に流している。服装は昨日と同じ短パンに『網走あばしり刑務所!!』の文字が白抜きされた黒Ｔシャツ。薄々わかっていたことだけど、服装にはあまりこだわらないタイプのようだ。

「そういえば、昨日はあれからどうだったの、カカネちゃん。やっぱ怒られた？」

「おう、引くほど怒られたぞ！」

　なぜだか笑顔で答えるカカネちゃん。

「おかげで合宿中は練習参加禁止で、ケータイも取り上げられて部屋で謹きん慎しんだよ。ま、おかげでバレずに抜け出してこられたんだけど」

「散々電話もメールもしたのに応答がないと思ったら、そーゆーことか。しかし、よくバレずに出てこれたね？」

「一年の補欠の奴やつら全員に協力してもらったからな。あたし先輩には目ぇ付けられてるけど後輩たちには人望あるんだ！」

　アイスコーヒーに付いてきたガムシロップをグビリと飲み干して、カカネちゃんはいつものように音が出るほどニカッと笑った。

　確かに、年上らしからぬ親近感を醸かもし出だすカカネちゃんは後輩から人気がありそうだ。かくいう僕だって、思いっきりため口で喋しやべってるわけだし。英梨香さんもカカネちゃんのそういうところに魅ひかれていたのだろう。

「あの……英梨香さんとは何か喋れた？」

「全然だ。口も利きいてくれないよ。練習には参加してるっぽいから多分合宿が終わってから退部届を出す気なんだろうな」

「そうか……じゃあ、英梨香さんが辞めるって言い出した理由はわからないままか」

「キモ男はどうだった、毒空木と少しは話せたんだろ？　やっぱＰＫ失敗のこと引きずってるっぽかったか？」

「ああ、うん。それは……………」

　身を乗り出して尋ねてくるカカネちゃんの大きな目玉に見つめられ、僕はしばし口ごもった。

　話すべきなんだろうか、昨晩の毒空木の発言を。水良野高校からのスカウトと八百長依頼の話を。水良野高校の生徒であり、そのことに相当のプライドを持っているカカネちゃんに。

「どうなんだよ、キモ男」

「いや、わかんないや。昨日はろくに話も出来ないまま追い出されちゃったから………」

「そっかー」

　がっくりと椅子に腰を落とすカカネちゃん。

　……今はまだだ。なんの証拠もない今はまだ、伝えるべきじゃない。

　ウソかホントか、八百長の蔓まん延えんするサッカー界に嫌気がさしたという毒空木。英梨香さんがサッカー部を辞める理由もあるいは同じなのだろうか。いや、それならあの表情の説明がつかない。

『なんで………みゃーこを………？』

　カカネちゃんから毒空木のサッカー復帰を目もく論ろんでいると告げられた時の、怯おびえにも似たあの表情の。

「これからどうする、キモ男？」

　アイスコーヒーにブクブクと泡を吹き込むカカネちゃん。

「……毒空木がサッカーを辞めた理由は他にあるんだと思う。多分それには英梨香さんも関係がある。英梨香さんがサッカー部を辞めると言い出した理由もおそらくそこに絡からんでくるんじゃないかな」

「え、なんで？　なんでそう思うんだ、キモ男？」

　頭の中を整理するつもりで声に出してそういうと、何も知らないカカネちゃんが元々大きな目を零こぼれ落おちそうなほど見開いた。

「ええっと………直感かな？」

「直感って、お前」

「とにかく、毒空木と英梨香さんにもっと話を聞かないことには何も進まないよ」

「話ったって、英梨香は無理だぞ。練習中だし、あそこ女子高だし、あたしは謹慎中だから付き添えないし」

「じゃあ、毒空木だ。毒空木ともう一度話してみよう」

「昨日だめだったんじゃないのかよ？」

「昨日無理だったっていう理由で今日を諦あきらめてたら、いつ人間は成長するの！　さあ行くよ、カカネちゃん」

　グラスに半分ほど残っていたグレープフルーツジュースを飲み干すと、僕は椅子を蹴って立ち上がった。

「そのコーヒー飲むの？　飲まないの？　カカネちゃん！」

「うえっ？　ああっと、飲まないけど。どうしたんだよ、キモ男。急にやる気になりだしたな、名言っぽいことまで言い出して？」

　確かに。急にどうしたんだろう、僕。一度萎しぼんだはずのこのやる気はどこから湧いてきたのだろう。

　……これまで、折に触れて覗いていた毒空木の深しん淵えんに、やっと近づくことができると思ったから？

「飲まないならもらうからね！」

　……まさか。

　これはあくまでカカネちゃんのためだ。カカネちゃんの純粋な思いに応こたえるためだ。自分にそう言い聞かせるようにして、僕はアイスコーヒーを一気に飲み干した。
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　加味駅前からバスに揺られること五分、パーク前を通過してさらに十五分でコテージの最寄り駅であるところの高原前に到着した。ここからさらに十五分の歩きがあるので、コテージに帰り着くころには二時半を回るだろうか。

「ああ～、今頃みんな試合の真っ最中だろうな～。あたしも出たかったな～。合宿なんて試合のためにあるようなもんなのにな～。これで毒空木に会えなかったら悲ひ惨さんだな～」

　恨うらめしそうな声でボヤきながら、バスのステップを飛び下りるカカネちゃん。

　確かに、勢いだけで闇雲にカカネちゃんを引っ張ってきたけれど、毒空木とまともに話ができる保証なんてどこにもない。あいつのことだ、今度は部屋の鍵かぎを忘れることはないだろう。それどころか扉の前に罠わなの一つや二つ張られているかもしれない………それも命に関わるレベルの。

　話どころか会うことすら困難だという事実を今更ながら認識し、それでもなお僕らは決然たる思いでバス停から同時に一歩を踏み出した。

「ん？」

「あれ？」

　………真反対の方角に。

「ちょ、ちょ、カカネちゃん。どこいくの。逆逆、こっちだよ」

「え、あれ？　そうだっけ？　ここら辺、木ばっかでわっかんねーよ」

　頭を掻かきながら僕の隣へ戻ってくるカカネちゃん。

「よく道覚えられるなあ、キモ男は。賢いヤツだな、キモ男は」

　向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべながら、カカネちゃんは僕のシャツの裾すそを摑む。

「いや、賢いっていうかなんていうか」

　カカネちゃんが、あれというか………………。

「あたし、バカだからさ！　賢い奴って大嫌いなんだ！」

「ぐふうぅ！」

「あれ、どーした、キモ男？　キモい顔して」

　突然アスファルトにしゃがみ込んだ僕の顔を、不思議そうに覗き込むカカネちゃん。

「ど、どうしても、何も………」

　ここへ来てのどストレートな嫌い発言に、どうかしない奴がいるでしょうか？

「ああ、心配すんなよ。キモ男のことは好きだぞ。キモいから」

　いや、キモいから好きって………？

「あたしな、甘いものと、キモいものが大好きなんだ！　だから、キモ男も初めて見た時から好きだったぞ！」

「え？　そう、なんだ………ならいいけど………」

　………って、あれ？

「カカネちゃん？」

「なんだ、キモ男？」

　急に汗まみれになった僕の顔を、カカネちゃんはいつも通りのにこにこ顔で見上げてくる。

　………今、カカネちゃん、すごいこと言わなかったか？

　キモいものが好き？　確かにカカネちゃんは、会った時から口くち癖ぐせのように「キモい」を連発してたけど………。




『すーげー、キモイ顔してたぞ！』

『すごかったー。あんなキモイ顔初めて見たー』

『スゲーキモい男みつけちゃってさ。ついフラフラーって引き寄せられちゃったんだよ』

『………お前は、真ま面じ目めな顔してても、やっぱキモいんだな』




　瞬時にして、今までのカカネちゃんの発言が頭の中に蘇よみがえる。

　ええっと………つまりあれって、僕が捉とらえていたネガティブな印象と違う意味で発していたということか？　むしろポジティブな、たとえるならそう………「素す敵てき」とか、はたまた「カッコいい」………………とか？

「どうした、キモ男？　顔真っ赤だぞ？」

「どうわあああ！　何でもない、何でもない！　時間がないよ、さあ行こう！」

　ありえないありえない！　そんなことありえないよ、何言ってんだ、僕。全くもう怖い子だな、カカネちゃんは。

　僕は心の中の動揺を気取られまいと、殊更張り切って大おお股またで歩いてみせるのだった。

「なんだよ、急に。変なやつだなー、キモ男は。何か不安になってきたぞ、ホントにこっちであってんのか？　やっぱ逆じゃねーのか？」

「い、いや、あってるよ。確かにこの辺は似たような景色ばっかだから紛まぎらわしいけど、ちゃんと僕は目印を見つけてあるんだから。ほら、あそこの百日紅さるすべりの木がある方が正解だから」

「はあ？　どれだって？　木なんか目印にされてもわかんねーよ」

　小さな眉み間けんにいっぱい皺しわを寄せながら、僕の指さす方向を睨むカカネちゃん。

「いや、あれだよ、あれ。ほら、道路のキワキワに茂ってる、あの一際濃い赤色の花が咲いてる木」

「ああ、あの毒空木が立ってる横の木か」

「そうそう、それそれ。百日紅の赤はね、よく目立つから目印になるんだよ…………………って、え？」




　僕の指さすその先に、毒空木が立っていた。




「毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

「どぅえ！　ハ、ハル――――――！」

　なぜだかはさっぱりわからない。でも、現にすぐそこに、会うことさえ困難だと思っていた毒空木が立っていた。

「し、しまったぁ！」

　僕に気付いた途端、脱だつ兎とのごとく逃げ出す毒空木。

「ちょ、待ってくれ、毒空木！」

　慌てて手を伸ばすが、爆発的なダッシュ力を誇る毒空木の姿はもう遠い。

「カカネちゃん！」

　とっさに傍かたわらを振り返ると、

「おいおいー、なんだよ、キモ男ー。毒空木いるじゃん。さてはサプライズか？　会えないと思わせておいてからのサプライズ対面ってことか？　やるじゃねーか！」

「言ってる場合か！　違うよ、カカネちゃん！　追わないと！　今逃がしたらもう会えないかもしれないよ！」

「なにー！　早く言えよ、バカ！」

　いや、言わなきゃわからないかな、これ！　もう頭脳！　カカネちゃんの頭脳！

「まーて、こらぁぁぁぁぁ！　毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　土煙を巻き上げながら、カカネちゃんの猛ダッシュがスタートする。

　早い！

　早い早い早い！　みるみるうちに毒空木との差を詰めていく。

「―――っ」

　アスファルトでのスプリント勝負では勝ち目がないと悟ったか、毒空木は整地途中で放り出された別荘予定地へと逃げ込んだ。

「逃がすかー！」

　すかさずカカネちゃんも道を外れてススキ野原に飛び込む。

　いけない！　二人ともショートパンツなのに、綺き麗れいな生なま足あしが草で傷つく！

　などと思いながら、僕も草原に飛び込んだ。途端に草で足がもつれる。おお、走りにくい！　草原走りにくっ！　腰の高さまで生い茂ったススキの葉が容よう赦しやなく足に絡み付く。これは失敗だったな、毒空木。馬力勝負なら間違いなくカカネちゃんだ。

「おらおらおらー！　あたしのマークから逃げられたことがあったか、毒空木―――！」

　ススキに胸まで埋うもれながら、舗ほ装そう路ろと変わらないスピードで駆け抜けるカカネちゃん。その走力も驚異的だが、あの体型でＤＦだったことの方がさらに驚きだ。

　カカネちゃんはついに大きな樫かしの木の陰に毒空木を追い詰めると、

「もらったー！」

　そこで一気にスピードを上げて、

「ぶへー！」

　メッシャーンとすっころんでススキ野原に沈んだ。

「うおーい、大丈夫か、カカネちゃーん！」

　あとから僕もノタノタと駆けつけるが、

「来るな、キモ男ー！　あたしに構わず毒空木を追えー！」

　まるでバトルものか刑事もののようなカカネちゃんのセリフが下から聞こえる。

　下？　下ってなんだ？　聞こえてくるなら前だろう。何で下からカカネちゃんの声がする？　まるでカカネちゃんはこけたんじゃなくて、深い穴にでも落ちたみたいじゃないか？

「――――うわっ！」

　そう思った時にはもう、僕の足は地面を踏んでいなかった。

　見えなかった。樫の樹影と腰まで茂ったススキに隠れて。宙を踏んでみるまで気付かなかった。足元に口を開いて待っていた、大きな竪たて穴あなの存在に。

「ああ―――――――――――――――――――――！」




　ベタな悲鳴を上げながら、なす術もなく僕は穴の底へと落ちていく。おそらく、下でカカネちゃんが待っているであろう―――――――深い深い穴底へ。










「ぐおふっ！」

　落ちてみてわかったけれど、穴は想像より遙はるかに深かった。

　もう底だろうという予想を二度ほどスルーしてから、ようやく僕の体は枯れ葉と小枝の敷き詰められた穴底へと衝突した。クッションが効きいていたおかげで落ちた高さほどの痛みはなかったけれど、衝撃は体よりむしろ心の方が深刻だ。

　あ、焦あせったぁ………マジ死んだかと思った………ヤベ涙出てくる……。

「おい、大丈夫か、キモ男！　怪我ないか？　うわ、なんだ、泣いてのか、キモっ！」

　ショックで呆ぼう然ぜんとしていると、心配そうに眉まゆを寄せたカカネちゃんの丸顔が、横からにょきっと視界を占領した。

「うわあ！　ああ、うん。大丈夫だよ。カカネちゃんこそ怪我はない？」

「お？　おお、あたしは大丈夫だ。ちゃんと着地したからな」

　猫ねこか、君は。

「てゆーか、来るなっつったのにー。お前まで落ちてどーすんだよ、キモ男」

　不安げに穴の上方を見上げるカカネちゃん。

　穴の深さは五メートル以上はあるだろうか。幅も、広げた両手がどちらの壁面にも届かないほど広く、とてもじゃないが這はい上あがれるような代しろ物ものじゃない。

「やーいやーい、引っかかったー！　馬鹿が二匹引っかかったー。どう、ハル？　穴の底の感想は？　めっちゃ叫んでたじゃん、超だせー」

　穴の上方に人ひと形がたのシルエットが差し込み、毒空木の勝ち誇った声が降ってきた。

「いや、やりすぎだろう！　なんだ、この深さ！　落ちてる途中に二回くらい死んだと思ったわ！」

　穴の中に、僕の怒ど鳴なり声が反響する。

「落とし穴っつーのはね、こんくらいの物のことを言うのよ。このあたしをハメたことを、そこでせいぜい反省しなさい」

　うわ、根に持ってた。昨日、連続で落とし穴に落とされたことを、根に持ってらっしゃったよ、毒空木さん。とはいえ、いくらベトコンごっこの達人の毒空木でもこの規模の落とし穴を一人で掘れるはずがない。おそらく自然発生的にできた穴か、別荘開発の際に重機で掘られ等閑なおざりにされたものを利用したのだろう。

「こらー、毒空木、てめー！　先輩に何しやがんだー！　めっちゃビビったじゃねーかよー！　反省したから出せ、こんにゃろー！　ぶっ殺してやるー！」

　カカネちゃんのとても反省しているとは思えない発言が穴の中に響く。

「あー、カカネさん。お久しぶりっすー。あれ、ちょっと見ないうちにまた縮みました？」

「またってなんだー！　一回も縮んだことねーわ！　むしろ伸びたわー！　高校に入ってコンマ二ミリ伸びたんだからなー！　すげーだろー！」

　髪型次第でどうとでもなりそうな測定誤差範囲内の成長を、これ見よがしに誇るカカネちゃん。

「カカネさんは穴に落ちても元気っすねー。でも、その元気もここまでっすよ。あたしのスカウティング力はご存じっしょ？　カカネさんの弱点は全部調査済みなんすから」

「な、ななな、なんだよ、弱点って！　あ、あたしは無敵だっつーの！」

　口ではそう言いながら、弱点とやらに自分でも心当たりがあるのだろう。口角の上がり具合まではっきりと想像できるような毒空木の笑い声に、カカネちゃんが目に見えてビビりだす。

「な、なあ、毒空木！　昨日のことはホントに悪かったよ、ごめん！　僕もカカネちゃんも海より深く反省してるよ。だから、ここから出してくれ！　そして、お願いだから僕らの話を聞いてくれ！」

　多少の高低差はあるとはいえ、話が出来ている状態には違いがないので一応の説得を試みるが………。

「……ホントに反省してんの？」

　降ってくるのは疑いを含んだ重い声。

「してるしてる！　ホントしてる！　完っっっ全にしてるよ！　毒空木の傷ついた繊細な心を踏みにじるような真ま似ねをしてしまって、心の底から後こう悔かいしてます！」

　それでも、必死の思いで言い募ると、

「……プラス十ポイント」

　何がしかの得点を獲得した。

　ややあって、上から穴底に向かって垂らされる紐ひも状じようの何か。いや、何かっていうか、まんまロープだ。見るからに頑丈そうなロープは深さ一メートル程の地点で下降を停止した。

「……チャンスは後三回よ。はい、次の反省コメントをどうぞ」

　よし、ルールは理解した。そーゆーことなら……。

「ごめんなさーい！　マジごめんなさーい！　お許しください、毒空木様！　死ぬほど反省しております、神空木様―――！」

　拝み倒せ、僕！　今はひたすら拝み倒して、毒空木のご機嫌をとるんだ、僕！

「……じゃあ、好きって言って」

「いや、何でだよ！　何でそうなるんだよ！　全然関係ないだろ、好きと反省は！」

「……マイナス二十ポイント」

　ロープがしゅるしゅると淵ふちに消えていった。

「おーい、何やってんだよ、キモ男！」

「痛いっ！」

　カカネちゃんにグーで背中を叩かれた。

「状況を考えろ！　今は照れてる場合じゃねーだろ。彼女なんだから、好きくらいバシッと言えや！」

「いや彼女って！　な、な、な、何言ってんの、カカネちゃん！　んなワケないでしょ！　毒空木が僕の彼女のはずがないでしょうが！　絶っっっっ対ありえないっつーの！」

「……マイナス三十八恒ごう河が沙しやポイント」

　しまったぁぁぁぁぁ―――――――――、めっちゃ下がったあああああああああ！

　何がしかのポイントが一気に三十八×十の五十二乗倍下がった―――――！

「……はい、じゃあラスト一回。はりきって、どーぞー」

　いや、無理だろう！　こんな天文学的数値の下落から、一回のチャンスでＶ字回復とか絶対無理だろう！　ああ、だめだ、僕。諦めるな！　一度でもチャンスがあるのなら、絶対に諦めちゃだめなんだ！　この一回にかけろ、僕ぅぅぅぅ！

「ご、ごめんなさい、毒空木様！　可愛い可愛い毒空木様！　日本一、いや世界一可愛いみゃーこ様――――！」

「……プラス十ポイント」

　微増したぁぁぁぁ！　マイナス三十八恒河沙とんで十ポイントから、マイナス三十八恒河沙までＶ字微増したあああああああ！　やった――――――――――！

「はい、とゆーワケで、四回のチャンスしゅ～～～りょ～～～～。二人とも夜までここで反省してなさい」

　だからなんだぁぁぁ！　微増したからってなんなんだ、コンチクショ――――！

　無情にも、文字通り頼みの綱だったロープは切り落とされ、しゅるしゅると穴底に落ちてトグロを巻いた。さらに、

　―――バサッ。

　という音とともに、穴の上方にシートのようなものが被かぶせられる。遮光性に優れ、大きさも充分であるらしいシートが、唯一の光源を、隙間なく覆おおい隠かくす。




　結果、穴底は完璧な暗闇に包まれた。




　そして………。

「ぎぃやああああああああああああ―――！　暗いいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　突然、カカネちゃんが爆発した。

「ちょ、ちょ、ちょ、いきなりどうしたの、カカネちゃん！」

「暗い怖い暗い怖い暗い怖い暗い怖い暗い怖い暗い怖いぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　竪穴が倒壊する程の悲鳴に交じって、穴底をのた打ち回る音がする。

「お、落ち着いて、カカネちゃん！　え、なに？　カカネちゃん、もしかして暗いの苦手なの？」

「はひぃぃぃぃ！　怖い怖いぃぃぃぃぃ！　怖いれふぅぅぅぅぅぅぅ！」

　マジかよ、毒空木の言ってたカカネちゃんの弱点って、これか！

「ああああ、暗ひぃぃぃ―！　お化けに食――べ――ら――れ――るぅぅぅぅぅぅぅ！」

「いや、こんな真昼間にお化けなんか出ないから！　大丈夫だから！」

　何とかカカネちゃんを落ち着かせたい一心で、僕はポケットから携帯電話を抜き取ると、壊れていないことを祈りながらカメラ用のフラッシュを点灯させ、

「ほらほら！　見てカカネちゃん、何もいないでしょ？」




　……………壁面にもたれかかっている白骨を照らし出した。




「ぎょえええええええええええええええ！　ガ、ガ、ガ、ガイコツお化けだあああああああああああ！」

　んな、バカな！　昨日今日出来た落とし穴に何で白骨死体があるんだよ！

　もちろん、それが人骨などであるはずもなく。よくよく見れば、全国のどこのパーティーショップでも置いてある（おそらくフラワー以下略パークのお化け屋敷コーナーで購入したと思われる）、ちゃちなプラスチックの偽にせ物ものであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだけれど………。

「はばばばばば。ごべんなざいごべんなざい！　墓を荒らす気はなかったんでずぅぅぅ」

　暗闇に取りつかれたカカネちゃんには本物のガイコツにしか見えないようで、穴底を掘り進める勢いでガスガスとプラ製のおもちゃに向かって土下座を繰り返している。

「ちょ、ちょ、やめて、カカネちゃん！　怪我する、怪我するからー！　違う違う、今のは幻まぼろしだから！　ほらほら、あっちを見て！」

　カカネちゃんの土下座の隙を突き、僕はおもちゃのガイコツを蹴り飛ばすと、素早く真反対の壁面にライトを向け、

「ね？　ね？　なーんにもいないから、あっちにはな――――んにもいないから！」

　そこに転がっていた、かつて日本中を席巻しハリウッド進出まで果たした後に３Ｄ化して多大なる批判を浴びた、髪の長い白ワンピースの国民的幽ゆう霊れいの等身大フィギュアを映し出した。

「ふんぎゃああああああ！　貞●だあああああ！　ここは●子の井戸だったんだあああああああ！」

「だから、そんなわけないでしょ―――！　ここは毒空木が作った落とし穴だから！　そして、あっちもあっちで正真正銘の作りものだから！　玩具おもちや屋やで売ってるやつだから！　ちゃんと見て！　すげー完成度低いから！　むしろ笑えるぐらいだから！」

　などと言っても、パニックの極致に達した耳には届くはずもなく、

「あああ、もう駄だ目めだぁぁぁ。あだじらごごでお化げに皮を剝はがれて、爪先から一センチずつじわじわと食べられで死ぬんだぁぁぁぁぁ」

「いや、グロいグロい！　死に方がリアルにグロい！」

　カカネちゃんは絶ぜつ叫きようしながら涙を滝のように噴出させ、今にも気を失いかねない様子だ。

　ああ、ヤバい。ヤバいぞ、これ。これ以上カカネちゃんを怖がらせたら、本当にショックで死んでしまいそうだ。何とかしないと。でも、どうすればいい？　こんなに泣きじゃくってるカカネちゃんを落ち着かせることが僕に出来るか？

　いや、出来る！　出来るぞ！　いや、むしろこれは、僕にしか出来ないことだ！　そうだ、カカネちゃんはいつも笑っていたじゃないか。僕の顔を見て笑っていたじゃないか。それなら！

「カカネちゃ―――――――――――――――――ん！」

　カカネちゃんの悲鳴に負けないよう、僕はありったけの力で大声を吐き出すと、携帯電話のフラッシュを自分に向け、

「これを見てえええええええええええええええええええええええええええええええ！」




　……渾こん身しんの変顔をライトアップして見せた。




「……………………………へ？」

　暗闇に、しばし流れる固い沈黙。

　さあ、どうだ？　好きでしょ、カカネちゃん。僕の顔が。僕のキモい顔が好きなんでしょ？　散々笑っていたじゃないか。ニカッと向日葵みたいな微笑ほほえみをくれたじゃないか。

　どうだ、カカネちゃん………………………。

　そして、僕の願いが天に通じたのだろうか。

　永遠にも思える数秒間の沈黙を挟はさんで、




「だーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっ！」




　穴底は大爆笑に満たされた。

　それはもう、耳が痛いほどの大爆笑に。

　……や、やった。ウケたぞ。めっちゃウケた……計算通りだ……や、やったぁ……。

「あはははははははははは！　おーもーしーろーくーねー！　キモ男の変顔、センスねー！　超さっぶいー！　あははははははははははは！」

　……ええっと、うん。

　多少、計算はズレていたようだけど、まあ、カカネちゃんを笑わせることが出来たからいいんだよ。




　笑わせたんじゃなくて、笑われたんじゃないかという疑問は、この際どうでもいいんだよ………。
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　数分後。

「よし。それじゃあ、ライト消すよ、カカネちゃん」

「お、おう、こい！」

　携帯電話のライトを消すと、穴底は再び完璧な闇に包まれた。

　穴底は圏外だけれども、何かのために携帯電話の充電は残しておきたい。なのでいつまでもライトをつけっ放しにするわけにはいかない。

　携帯電話の明かりが消えると、僕の膝ひざの上に乗っかって、ジェットコースターの安全バーよろしく僕の両手をお腹に引き寄せ暗闇に備えていたカカネちゃんは、

「こ……怖くない……。怖くないぞ、キモ男！　すげー！」

　ケタケタと闇に笑い声を響かせた。

「すげー！　暗いのが怖くないなんて初めてだー！　お前ホントすげーな、キモ男！」

「どういたしまして。ついでにこんなのもあるんだけど？」

　褒ほめられてすっかり気分の良くなった僕は、ズボンのポケットにずっと潜ひそませていたそれを引っ張り出して、カカネちゃんの小さな掌に握らせた。

「おい、キモ男。これって……」

　指の感触で正体を判別したカカネちゃんが喜びと驚きの声を上げる。

　そう。それは、昨日の別れ際、毒空木に渡してくれと託たくされて、結局、渡せなかったカカネちゃんの好感度ランキング第四位。

「ガムシロじゃねーかー！　嬉うれしー！　ありがとなー、キモ男！　お前ってホントに最高のキモ男だぜー！　大好きだー！」

　いやいや、ホント熱烈だね、カカネちゃん。

「いっただきまーす☆」

　暗闇に、ぱきっとガムシロップの蓋ふたを折る音を響かせて、一気飲みするカカネちゃん。テキーラを呷あおったガンマンのような豪快な吐息を聞けるかと思ったら、

「あ、しまった。全部飲んじゃった！　ごめん、キモ男。お前も飲みたかったよな？」

　いや、いらないよ。ガムシロップを飲みたいと思ったことは、人生でただの一度もないよ。

「うー、ごめんごめん、キモ男！　まだちょっと付いてるからこれで許してくれ！」

「え、付いてるってどこに………うぶっ！」

　僕の唇くちびるの動きは突然押し付けられた感触によって遮さえぎられた。

　なんだ、この感触。

　上下の唇に一つずつ押し当てられた、丸くて、柔らかくて、ぷにぷにしてて………甘い。この味は、ガムシロップ？　え、ウソ。ウソだろ、カカネちゃん？　今のって………今のって………。




「どーした、キモ男？　蓋にくっついてたガムシロを、柔らかいことに定評のあるあたしの人差し指と中指で拭って唇に押し付けたんだけど…………………どうかしたか？」

　いや、どうかするわっっ！

　指かいっっっ！　指なのか――――――――いっっっ！　あ、あ、焦ったああああああああ！　てっきり、てっきりもう、ホント…………焦ったあああああああ！

「ふひひひ、なーんてな。お前はホント面おも白しろいヤツだなー」

　カカネちゃんの笑い声が今まで聞いたことのない深みを持って暗闇に溶けたのは、果たして僕の気のせいだったのだろうか………。







「んで、これからどーする、キモ男？」

　カカネちゃんが全く普通の声に戻って言う。

「え？　ああ。そ、そうだね。どうしよう。毒空木は夜まで反省してろって言ってたけど………あいつのことだからいつの夜かわかんないし。このまま夜を待つわけにはいかないよなあ」

「いや、そりゃそーだろ…………って、うわ、しまったあっ！」

　突然、カカネちゃんの大声が穴の中と耳の中で爆裂した。

「うお、びっくりしたあ！　どうしたの、カカネちゃん？」

「今、何時だ、キモ男！」

「えっと………三時半だけど」

　カカネちゃんの質問返しの剣幕に押されて携帯電話のサイドキーを叩く。

「ここからカロロミ高校までは？　どんくらいかかる！」

「あっと、加味高校だよね？　パーク前までは十五分でぇ……四十分くらい？」

「バス停から五分、校門から五分で合わせて………五十五分！　ぎょえええええええええ！　もう時間がねええええええええ！」

　にわかに、目に見えてうろたえ始めるカカネちゃん。いや、暗くて目には見えないんだけどさ。

「どうしたの、カカネちゃん？　あとその計算だと五十五分じゃなくて五十分だよ」

「どーでもいいわ、そんな誤差！　今日の練習は試合だから五時には終わるんだ！　五時過ぎには先輩達が帰ってくるんだよ！」

　………はあ、そんで？

「あたしは今、謹慎中なんだよ！　五時までに部屋に戻ってないと、抜け出したのがバレるだろう！」

「ああ、そうかそうか！　そうだった、忘れてた！　さすがに二日連続で抜け出したのがバレたらやっぱハンパなく怒られちゃう感じ？」

「怒られるで済むかあ！　あたしは一回無断欠席とポールの無断使用でイエローカード喰らってんだ！　その謹慎ぶっちぎったのがバレたら二枚目だよ！　合わせてレッドだ！」

　……レッドって、まさか？

「クビだ、クビ！　サッカー部を辞めさせられるんだよ――――――――！」

「えええええええええ！　なんで今頃そんなこと言うの――――――――！」

「忘れてたんだからしょうがねーだろぉぉぉぉ！　早く、早く帰らないとぉぉぉぉぉ！　あ――――、ど―――――しよ―――――――！」

　頭を掻かき毟むしりながら、カカネちゃんは独こ楽ま鼠ねずみのように穴底を駆け回り、

「あ、そうか！」

　そして、すぐに立ち止まる。

「これが、毒空木の狙ねらいだったんだ！」

「はい？」

「今日、あたしが部屋に戻れなかったらクビになるの知ってて、ここに閉じ込めたんだ！　これがあいつのホントの仕返しだったんだー！　くそー、毒空木のヤツめ――！」

「いや、そんなバカな！　あり得ないよ、毒空木はカカネちゃんがどんな状況か知らないんだし、それに……」

　……それに、毒空木がそこまでの報復をするなんて。

　深く掘られた穴の底は、遮光シートで上方を覆われているためにひんやりと涼しく、僕らは汗ひとつかいていない。無情にも投げ落とされたと思っていたロープの先には、水の入ったペットボトルが情けたっぷりに括くくり付つけられている。この穴に後何時間閉じ込められていたとしても、僕らは熱中症はもちろん脱水症状になることもないだろう。

　そんな毒空木がそこまでの非情な計算をして嫌がらせをするはずが………。

「でも、そうだあ！　そうに決まってるんだあ！」

　カカネちゃんの怒りの籠もったキックが壁面を叩き、もたれかかっていたプラスチックのガイコツがガシャリと音を立てて穴底に崩くずれた。

「くそー、何でだ、何でだよ！　何でこんなことするんだ、毒空木！　あたしは、あたしはただ………お前とまたサッカーしたかっただけなのにっ！」

「カカネちゃん………」

　さらにもう一発のキックが壁面を揺らす。

「一年前もそうだった。お前は水良野に来るって言ってたのに！　あたしすげー嬉しかったのに！　なんでデレ園なんかに行ったんだよ、毒空木！」

　もう一発、カカネちゃんは壁面に右足を叩き付ける。まるで自分の中のどうにもならない思いを吐き出すかのように。

「なんでお前は！　なんでお前は！　なんでお前は！　あたしからいっつも逃げるんだよ――――！　あたしは……あたしは、お前が結構好きなのにー！」

　さらにもう一発。

　二発、三発、四発、五発と、カカネちゃんのがキックが壁を叩く。

「カカネちゃん……」

　…………もうそろそろ、やめとこうか、壁蹴るの。

　何か、ほら、パラパラいってるから。色々上から降ってきてるから。マジで、穴が崩れそうになってるよ。その体型でどんなキック力してんだ、君は……………………………って、待てよ。

　――――違う。

　違うぞ。

　重要なのはそこじゃない。

　何かあった。とても大事な何かが、今、流れていった。なんだ、いったいなんだ…………思い出せ！　引き戻せ！　捕まえろ、ハル！




「カカネちゃん！　今何て言った！」




　突とつ如じよ穴の中に鳴り響いた僕の声が、カカネちゃんの六発目のキックをストップさせた。

「ふえ？」

　蹴り足を振りかぶった姿勢のまま振り返るカカネちゃんに、僕は自分でも驚くほどの大声で繰り返していた。

「今、何て言ったの！」

「ええ？　色々言ったから覚えてないけど……」

「一年前！　毒空木が水良野に来るって言ったって、そう言ったよね？」

「覚えてるなら聞くなよ」

「言ったよね！　カカネちゃん、そう言ったよね！」

「うええ？　言ったけどさ。何だよ、怒鳴んなよ」

　おかしい。なんでそうなる。

　毒空木はスカウトを断ったんだ。コッテンパンにして追い返してたんだ。そんなこと言っているはずがない。

　ジワジワと頭の中で何かが繋つながり始めている。

「なあ、キモ男、もう壁蹴っていいか？　ずっと足上げてるのしんどいんだけどよ」

「誰に……聞いたの？」

「何を？」

「毒空木が水良野高校に来るって話を、カカネちゃんは誰に聞いたの？」

　他校の生徒であるカカネちゃんが、毒空木から直接聞いているはずがない。

「誰っていうか、噂うわさ………かな？」

「噂……だって……？」

「水良野の奴はみんな知ってたぞ、中等部も高等部も」

　鳥肌が全身を駆け抜けた。

「なあ、急にどうしたんだよ、キモ男。ヤバいぞ、お前。ガチでキモくなってんぞ。座れ、とにかく一遍足伸ばして座ってみ？」

「カカネちゃん！」

「うおっ、ビックリした。なんだよ？」

　申し訳ないけど、なんでもなかった。ただ静かにしてほしかった。

　頭の中にぼんやりと浮かんできた点線は、今やしっかりとした実線を描き出し、独立していた謎なぞ同士を繋いでいた。そうだ、謎だ。思えばこの話にはとにかく不可解な点が多かった。

　なぜ、飛ぶ鳥を落とす勢いだった静蘭中学は決勝戦で勝てなかった？　なぜ、毒空木は活躍出来なかった？　なぜ、毒空木はサッカーを辞めた？　なぜ、英梨香さんはサッカー部を辞めると言い出した？　ああ、違う。この件に関してはむしろ逆だ。

　そして…………なぜ毒空木は何も言おうとしないのか？

「おい、何だよ、キモ男。黙んなよ、怖いだろ！　いるか？　ちゃんといるか？」

　カカネちゃんが不安そうな声で僕の袖そでを引く。

　それを合図にするかのように、全く別の場所で全く別の線が浮かび上がる。

　シートで光を遮られた真っ暗な落とし穴。カカネ先輩にしか通用しないようなちゃちな脅おどし。引き上げられることなく、わざわざ下に投げ落とされたロープ。約束を反故にした毒空木…………………いや、違う。そうじゃない。

　そうだ。謎は全て―――

「キモ男っ！」

「ぐへえっ！」

　鳩尾みぞおちに握り拳こぶしを叩きこまれた。

「どーしたんだよ、キモ男！　何で喋んないんだよー！　死んだのか、キモ男？　しっかりしろ、キモ男！　キモ男ぉぉぉ！」

「痛い痛い！　叩かないで、カカネちゃん！　生きてる、ちゃんと生きてるからー！」

「は、やっと喋った！　何だよ、キモ男ー！　何で返事しないんだよ！　真っ暗なんだぞ！　声だけが頼りなんだぞ！　怖いだろ、バカ！　うえええええええええん」

「ああ、ごめん、カカネちゃん。そうだよね、そうだったよね、ごめんごめん！」

　一度吹っ切ったとはいえ、体に染みついている恐怖がそう簡単に根治できるはずがない。カカネちゃんももう限界だ。

「こんなところ、さっさと抜け出そう、カカネちゃん」

「え、でも……」

「大丈夫。今すぐ僕が、ここから出してあげるから」




　そう、脱出方法はもう毒空木が用意してくれている。
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「よし、これでいい。ＯＫだよ、カカネちゃ――ん！」




　真っ暗な穴底に僕の声が反響した。

『今すぐ僕が、ここから出してあげるから』

　カカネちゃんに颯さつ爽そうと宣言してから、十分ほどが経たっただろうか。思ったより時間がかかってしまったけれど、「すぐ」の範はん疇ちゆうではあるはずだ。

　これで準備は万端。後は………。

「おーし、んじゃ、後は任せろ、キモ男！」




　………後はカカネ様のお力に賭かけるのみだ！




「いっくぞー。動くんじゃねーぞ、キモ男。動いたら指がすっ飛ぶからなー」

「ひぃっ！　ま、間違えないでね、カカネちゃん！　ここだよ、ここ！　もっかい確認しとく？　最後にもっかい足合わせとく？」

「キモ男が動かなけりゃあ、大丈夫だ。いっくぞー。どらああああああああああああ！」

「きゃああああああ！」

　凄すさまじい雄お叫たけびと甲かん高だかい悲鳴が混じり合い、カカネちゃんの右足が、僕の右手と左手の間をカッコーンと蹴けり抜ぬいた。爽そう快かいな打撃音はすぐさま甲高い風切り音に切り替わり、穴底から穴の口まで疾しつ走そうし、

　――――ボフッ！

　と、鈍にぶい衝突音を掻かき立たてて、上方を覆うシートを吹き飛ばした。

　瞬間、久方ぶりの日光が穴底へと降り注ぐ。

「ぎぃやああああああああああああああ！　眩まぶしいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

「あああああああああああああああああ！　目がああああああああああああああ！」

　すでに傾き始めた日差しではあったけれど、完かん璧ぺきな暗くら闇やみに慣れていた僕らにとって、それは革命的な明かりだった。

　カカネちゃんの爆発的なキック力によって爆発的な推進力を与えられたプラ製ガイコツの頭ず蓋がい骨こつは、狙ねらい通どおりにシートをブッ飛ばし、穴底に光革命をもたらすと、静かにその任務を終えてススキ野原に沈んでいった。

　よし、難しいのはこれからだ。ただ吹き飛ばすだけなら力押しですむけれど、ここからはそうはいかない。

　僕は等身大フィギュアからもぎとった貞●の首を持ちあげると、髪の毛とロープがしっかりと結ばれているのを確認し、

「師匠！　もういっちょ、お願いします！」

　再びカカネちゃんの脚力に全てを託した。

「でりゃあああああああああああああああああああ！」

　そして、カカネちゃんの右足が唸うなりをあげること十数回、

「あ、いった！　今度は完全にいったよ、カカネちゃん！」

　●子の首付きロープは、穴の横の樫かしの木の太い枝にがっちりと絡からみ付ついた。

「お疲れ様、カカネちゃん！　さあ、後はこの僕に任せてね！　今すぐ僕がこのロープを登って、上から引き上げてあげるから！」

　と、ポーズ付きで力強く宣言しているにもかかわらず、

「急いでんだ。お前が待ってろ、キモ男。ほいっ！」

　カカネちゃんは無視してぴょんとロープに飛びつくと、そのままスルスルと登って行ってしまった。

「ああ、待って、カカネちゃん！　違う、僕が出してあげるからー！　降りてきて、カカネちゃん！　あ、パンツ見えてる！　ズボンの裾すそからパンツ見えてる！　いいの、カカネちゃん？　見えてるって！　降りてきたほうがいいよ、カカネちゃ――――ん！」




　穴底でただ叫ぶしかない僕を置いて……。










「うお―――――！　急げ、キモ男―――――――――――！」

「うひぃぃぃぃぃ、ま、待って、カカネちゃーん」

　穴から脱出した僕達は、息つく暇もなくバス停目指して走り出した。

　ロープを木に引っかける工程で予想以上に手間取ってしまったため、時刻はもう四時を回っている。移動時間は五十分、一本でもバスを逃せばその時点でアウトだ。てゆーか、そもそも間に合う時間にバスが出ているのかもわからない。わからないから走るしかない。

「遅っ！　キモ男、遅っ！　マジかそれ？　急げっつってんだろ――――！」

「待って。待ってよ、カカネちゃん！　いや、違う。待たなくていいんだ！　先に行ってカカネちゃーん！」

　逸はやる気持ちを抑えることなく僕らはススキ野原を駆け抜けて、転がるようにバス停に飛び込んだ。そして、引き裂く勢いで時刻表に指を添わせてバスの到着時間を、

「キモ男！」

　確認する必要はなかった。

　ピンと突き出されたカカネちゃんの短い人差し指は、西日に屋根をギラつかせノロノロと田舎いなか道を走ってくる、一台の路線バスを捉とらえていた。

「おおお～～～、間に合った～～～」

「あっぶね～～。ギッリギリだよ～～～」

　僕らは大きく息を吐き出すと、そのままヘロヘロとアスファルトに崩くずれ落おちた。

「はぁ～～。と、とにかくこれで、カカネちゃんの退部だけは免まぬかれたよね？」

「あー、そうだな。あ～、つーかーれーたー。試合の方がまだマシだよ。あんがとなー、キモ男」

　焼けたアスファルトにのべーっと大の字になるカカネちゃん。

「いや、僕は何もしてないよ」

　本当に。謙けん遜そんでもなんでもなく、嫌になるくらい、僕は何もしていない。

　穴から脱出できたのはカカネちゃんの脚力のおかげだし、そもそもカカネちゃんが危険を冒して部屋を抜け出して来たのは、ズタボロになりながら穴倉から抜け出してくるためじゃない。毒どく空うつ木ぎと会って話をするためだ。

　結局僕は、カカネちゃんと交わした約束を果たすことが出来なかった。もちろん、英え梨り香かさんを引き留める手段など見つけられるべくもなく…………。

「ううん、そんなことねーよ。ホントにあんがとな、キモ男」

　むくりと体を引き起こし、カカネちゃんはそう言った。少し寂さびしそうに、それでいて甘んじて全てを飲み込むような、そんな微笑ほほえみを浮かべながら。

　じわじわと、しかし確実にバスは停留所に迫ってくる。

『バスに乗り遅れるな』とは、誰だれかが言った言葉だったか。

　バスは常に新しい目的地を目指して走り続け、いつまでも乗客を待ったりはしない。清せい濁だく入り混じる高校サッカーの荒波に揉もまれながら、それでも走り続けるカカネちゃんは、今までに何人のバスから降りていく仲間を見送って来たのだろう。

「なあ、キモ男ー。また、会えるかな？」

「うん………。そうだね、会えるよ………すぐに………」

　途切れ途切れにそう答えるのが精一杯だった。

「そっか………あたしさ、好きだぞ、キモ男のこと」

「うん。僕も好きだよ、カカネちゃん」

　ここまで気負うことなく人を好きだと言えたのは、人生で初めてのことかもしれない。

　本当に、カカネちゃんは不思議な子だ。

「……と、ところでさー、キモ男」

「ん？」

「お前、あの……言ってたよな？」

「何を？」

「いや、ほら、その毒空木とは……あの、付き合って……ないって……」

「え？　ああ、うん。言ったけど」

「そ、そうだよな、言ったよな………。あれ？　ってことはさ、あたしがさ……」

「カカネちゃんが………？」

「いや、あたしがその～～～～～」

「その？」

「その～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」




　―――キキーッ、プシュー。




　長い長い「その～～」の続きは、バスの到着音に断ち切られた。

「うっはー、やっぱ、なしなしなし！」

　カカネちゃんはバサバサと髪の毛を振り乱しながらバスに飛び乗ると、

「じゃあな、キモ男！」

　そう言って、ニカッと音が出るほどの笑顔を見せた。




　僕はそんなカカネちゃんをバスが見えなくなるまで見送っていた。

　ごめんね、カカネちゃん。

　今日は送ってあげられなくて。

　僕にはどうしても確かめなくちゃいけないことが、いや、確かめたいことがあるんだよ。

「ばいばい、カカネちゃん」

　僕はバス停にその言葉を残して、コテージに向かって足を速めた。

　こんなことは初めてだけれども、僕はとても毒空木に会いたかった。




　……なので。




「みゃーこ、帰っちゃいました………」

　時とき宗そうさんにそう告げられた時、僕は言葉を失った。
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「確か、三時くらいだったと思う。部屋で何か物音が聞こえたんだ。ノックをしても返事がないので覗のぞいてみたら………」




　ゆずり先せん輩ぱいの言う通り、毒空木の寝室はもぬけの殻になっていた。

　タオルケットはベッドの上にキチンと畳たたまれ、ごみ箱も空からっぽ、床には髪の毛一本落ちていない。来た時よりも美しくの精神に則のつとって、毒空木はまるで己が存在した痕こん跡せきを全て持ち去るようにして部屋から消えていた。

　ただ一つの例外を残して。

「見つけた状態のまま、指一本触れてません」

　時宗さんが指差したのは、部屋の隅すみの小さな物書き机。その上に、二枚の紙切れが天板の模様のように貼はり付ついていた。初めて見るはずなのに妙に既視感のある、手帳から破り取ったような紙切れ。一枚には太ペンでデカデカと『先に帰るし』と、そして、もう一枚には細かいペンでビッシリと、毒空木の特徴的な文字が刻まれていた。

　時宗さんとゆずり先輩の無言の視線に押されるように、僕は、『ハルへ』で始まる毒空木の手紙を手に取った。


『ハルへ。

　あなたがこの手紙を読んでいる頃、私はもうこの世にいないでしょう。

　うそだけど。ビビった？　びびったっしょ？　ばーかばーか。

　いきなり帰っちゃって、ごめんね。何かもう色々無理だから、あたしは一足先に帰ります。ビックリさせちゃって、ごめんなさい。あれ、さっきから何か新鮮だと思ったら、もしかしてあたしハルに謝ったことなかったっけ？　ないよね、ウケる。面おも白しろいからもっかい謝っとくね、ごみーんごみーん。ばーかばーか。

　約束破っちゃって、ごめんね。ハルの告白をずっと応援する約束だったけど無理だった。何でだろ、最初は余裕だったのにね。ハルに彼女が出来たら出来たで、そこでスパーンと諦あきらめるはずだったのに。何でだろ。ハルと一緒にいるうちに、ハルのことがどんどん好きになっちゃって。気持ちがどんどん大きくなってきて。誰にもあげたくなくなっちゃった。視線一つも言葉一つも、あげたくなくなっちゃった。ハルはあたしのものじゃないのにね。ごめんね。ばーかばーか。

　だから、全ぜん告コクツアーはこれでお終しまいです。

　まさかデレ園全告ツアーがデレ園以外の場所で終わるなんて、そして、デレ園以外の女が最後のターゲットになるなんて、そしてそして、その相手がカカネさんだなんて。ひくわー。だから、ハルがカカネさんをターゲットにしたいって言い出した時は、ホントに驚いたよ。

　ウソ。ホントはね、やっぱりなーって思った。加か味み高校でハルとカカネさんが並んでるところを見て、あたしすぐにピンときたもん。ハルは絶対カカネさんを好きになるって。だからボール蹴っ飛ばして追っ払ったんだけど、結局無む駄だだったね。

　どーせ、あれでしょ。ハルはアホだから、カカネさんをターゲットに指名したのは、あたしとカカネさんを会わせるための方便だって思ってるんでしょ？　学年首席様の天才的頭脳が生み出した天才的な計算だって思ってるんでしょ。ばーかばーか。ばかばかばかばかばかばーか。

　ハルはね、そんな器用じゃないの。ハルは、自分で思ってるよりずっと不器用で、ずっとずっとわがままだから、どんな理由があっても好意を持ってない人をターゲットに指定しないの。心臓に手を当てて考えてごらん。ほら、当てて。違う、そこ胸。心臓に手を当てろって言ってんの。そう、肉を抉えぐって心臓に手を当ててみ？　ね、好きでしょ、カカネさんのこと。

　カカネさんはね、みんなが好きになるの。明るくて、真まっ直すぐで、純真で。カカネさんならきっと暴力も振るわないし、嫉しつ妬ともしないし、わがままも言ったりしない。あたしとは全く正反対。カカネさんと一緒なら、ハルもきっと楽しいよ。

　だいたいね、ハルみたいなのがデレ園の女どもと付き合おうとすんのが間違いなのよ。あんな、見てくれしか気にしてなくて、気位が高くて、競争心と向上心の塊かたまりで、目標がしっかりしてて、男なんかに目もくれない女どもと。

　カカネさんならきっとハルを幸せにしてくれるから。ま、あたしはあの人大嫌いだけど。あの人にはいっつも勝てないし、いっつもボール獲られちゃうし、今度はハルまで獲られちゃうし。ホントに大大大大大っっ嫌い！

　はい、じゃあスペースなくなってきたし、そろそろ締しめに入ります。みゃーこちゃんからの最後の告白サポート、カカネさんを落とすには…………………何もしないでよろしい。ハルがハルらしくしたら、カカネさんもハルを好きになるよ。告白ゼリフも気取ったヤツはいらないから。自分の気持ちを素直に伝えればＯＫ！　間違っても雪山遭そう難なん告白とかしないこと。

　大丈夫、あたしはハルのいいとこいっぱい知ってるから。きっとうまくいくよ。

　じゃあね、ガンバレよ、蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし!!　　　[image: ]



　……三回読み返して、三回とも同じところで引っかかった。

　何だ、最後の不自然な逆さまのウサギのシールは。ここへ来ての逆さウサギって、どこの部族の呪いだよ。そこに、何を隠しているんだよ。

　僕は下の紙を破らないよう慎重に爪つめを引っかけてシールを剝はがし、




『ガンバレよ、蟯虫齧り虫!!　大好き[image: ]』




　ウサギの下に隠れていた、毒空木の気持ちを見つけ出した。

「……何て、書いてあったんだ、ハル？」

　ゆずり先輩が尋たずねる。

「バカって、書いてありました」

「バカ……？」

「はい、それもいっぱい」

「そうか………」

　そうだ。僕はなんて、バカなんだろう。

　サッカーのことなんて考えていなかった。毒空木はずっと、僕だけのことを考えていたんだ。本当に、僕はなんてバカなんだろう。何がデレ空木だ、何がジェラ空木だ。全部、毒空木じゃないか。毒空木の揺れ動く気持ちを弄もてあそんで、被害者ぶって………。

「何でこんなに、バカなんだ、僕は………」

　立っていられなくて、フローリングの床に手をついた。

　何で僕はこんなに優しくないんだ。何でこんなに何も考えず人を傷つけることができたんだ。そして、何で今頃になって気付いたんだろう。

　遅いんだ。毒空木はもういない。いないのに……………。

「ハルくん……………」

　時宗さんも涙を堪こらえているのだろうか、低く抑えた声でそう言うと、




　ザッパ――――――――――――――――――――――――ンッッ！




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　………頭から、何かぶっ掛けられた。

　え？　え？　何これ？　これ何？　え、、み、水？　ちょ、え、時宗さん？

「ハルくん」

　ガンガラガンと水の滴したたるバケツを放る時宗さん。

「何……座ってるんですか？」

「え？　座るって、ちょ、え？　時宗さん？」

「……知ってますよ、そんなこと」

「え？」

　至近距離でバケツをひっくり返したからだろう。返り血ならぬ返り水でびしょびしょになりながら、時宗さんは水滴だらけのレンズの向こうから僕を睨にらみ、

「ハルくんがバカなことくらいとっくの昔に知ってます！　ハルくんは初めて出会った時から今の今まで、ずっとず――――――――っとバカなんです！」

　いや、それは酷ひどくないかな、時宗さん！

「ハルくんがわたしの胸ばっかり見てることも知ってます！」

　マジでか、ごめんとしか言えん！

「それでも、どんなにバカでも、バカなりに突っ走るのがハルくんのいいところでしょう！　何で座ってるんですか！　ここにはもうみゃーこはいないんですよ！」












　唇くちびるに滴る水滴をまき散らしながら時宗さんは怒ど鳴なる。怒鳴り慣れていない喉のどがつまり、声が割れても時宗さんは怒鳴る。

「全告ツアーを終わらせたいからサッカーやらせる？　アホですか！　ツアーを終わらせることが出来るのは、ハルくんだけでしょう！」

「時宗さん……」

「ほら、いつまで座ってるんですか」

　時宗さんは怒鳴る。

「バカは走れ！」

「は、はいぃぃぃぃ！」

　背中に火でもつけられたように、僕は部屋から飛び出した。

　階段を転がり落ち、転がり落ちた勢いで扉から転げ出て、そこから一心不乱に駆け出した。脇目も振らず、一所懸命に田舎道を突っ走った。

　だから、僕は知らない………。




「ま、わたしもたいがいバカだけど………」

　水浸しの部屋で時宗さんが漏もらした溜ため息いきを、

「………あーあ。いいなぁ、みゃーこ」

　溜息と一緒にこぼれ出た本音を、

「愛あ結ゆ、お前は本当にいい女だよ。でも、いい女過ぎるから、ちょっと泣け」

　そんな時宗さんを優しく抱き寄せたゆずり先輩の微笑みを、

「あはっ、今度はひとりじゃないや………」




　僕は知らない。
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「うお――――――――――！　うおっ、うおっ、うおぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　バカは走れ。

　その言葉を燃料にして僕は走っていた。特に叫ぶ必要はなかったけれど、夕焼け色にそまる入道雲を吹き散らさんばかりに声を張り上げていた。か弱い園芸部員達を一日一殺で仕留めてきた太陽は、夕刻になっても衰おとろえを見せない。

　バカは走れ。

　時宗さんの言葉はそんな太陽よりも熱く僕の頭の中で燃えていた。

　僕は一体、自分を何様だと思っていたのだろう。毒空木を説得出来なかった。カカネちゃんとの約束を守れなかった。英梨香さんを思いとどまらせることが出来なかった。毒空木を傷つけた。やることなすこと全部うまくいかなくて、いっちょ前に落ち込んだつもりだったのか。

　人類史上まれにみるバカだ。

　いつも通りだろうが。僕の思惑が理想通りに進まないのはだいたいいつものことだろうが。太陽が東から上ったからって、水が上から下に流れたからって、落ち込んで座り込むバカがどこにいる。そうだ。バカは止まるからバカなんだ。走り続けていたらバカなりにどこかにたどり着くさ。

　バカは走れ。

　言葉はまだ燃えていた。すごい言葉だなしかし、時宗さんよ。あの可か憐れんな見た目のどこからこんな力のある言葉が生まれるのか…………やっぱりおっぱいからだろうか。おっぱいは偉大だ。そんなおっぱいを二つも備えているんだから、時宗さんも偉大だ。いつもおっぱいばっかり見ててごめんね。気付かれてたとか超恥ずかしいんですけど。けど………やっぱり見る！　これからも僕はおっぱいを見るからな！　おお、変なテンションになってきた。ありがとう、時宗さん。君としては本意ではないかもしれないけれど…………このテンション、ちょっと別なことに使わせてもらいます。







「おっぱいがいっぱいってなんじゃ―――――――――いっっ！」

　叩たたきつけるように扉を開くと、その場にいた全員が僕を振り返った。

　生徒を三百人は収容できるであろうだだっ広い部屋。縦並び五つか六つ設置された長机にぎっしりと密集した女の子達は、その場所で聞こえるはずのない種類の叫び声に、度ど肝ぎもを抜かれた様子で僕を見つめていた。

　そんな異様な静せい寂じやくの中、頑かたくなに箸はしをとめようとしなかった最後の女の子が、数秒遅れでようやく異変に気付いたように茶ちや碗わんを置き、

「うえっ、キモ男！　こんなとこで何してんだ―――！」

　リスのように頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませた顔を上げた。

「早ぁぁぁ―――！　また会うの早ぁぁぁ――――――！」

　そして、カカネちゃんの驚き声を合図にして、




『うおおおおおお、男が入って来たぞおおおおおおおおおおおおおお！』

『きゃあああああああ！　不審者、不審者ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』

『誰かぁぁぁ！　先生、先生ぇぇぇぇぇぇぇ―――――――――――！』




　加味高校の学生食堂に女子の悲鳴が爆発した。

　おおおお、うるさっ！　女の子の声うるさっ！　普段から大声出し慣れている女子がこれだけの数集つどって一斉に叫ぶと、音波兵器のようだ。この分だとサッカー部全員揃そろっていそうだな。今の時間なら夕食の最中だと踏んで、食堂に乗り込んだのは大正解だ。




「おっぱいって、おっぱいって叫んでたあああああああああああああああああ！」




　でも、叫ぶ言葉は間違えた。

　おかげで悲鳴だけじゃなく実に色んなものが飛んでくる。箸、茶碗、湯ゆ呑のみ、椅い子すやごみ箱、正体不明の布製品まで。僕はそんな地獄のような喧けん騒そうを駆け抜けて、壁際の席の一際驚いた様子の手足の長い女の子の元へ突進すると、

「英梨香さん！」

　ほとんど箸をつけられた形跡のない食器の隙すき間まに拳こぶしを落とした。

「辞めちゃ、だめだ！」

「――え？」

　言葉に殴なぐられたように、英梨香さんの体がビクリと震ふるえる。

「な、なに………なんで、あなたに………そんな………」

　驚きの表情に怯おびえの色が差す。

「僕には君の気持ちはわからない。でも……………毒空木は全部知っているぞ」

「―――っ」

　崩れそうな瞳ひとみが滲にじんで揺れた。もしかすると僕は英梨香さんの何かを決定的に壊してしまったのかもしれない。それでも―――。

「でも、誰にも何も言ってない」

「え………？」

「毒空木はずっと自分の中に閉じ込めてる。多分、これからもずっと」

「そんな………みゃーこ………」

　涙が零こぼれ落おちた。その雫しずくは英梨香さんのどんな想いが凝結したものだろう。

「うう、みゃーこ……そんな、あたし………どうしたら………」

「………償つぐないたいなら、辞めちゃだめだ」

「みゃーこ、ごめん………ごめんごめん。ごめんなさい、みゃーこ………………」

　英梨香さんはもう立っていられなかった。壁を擦こするようにしてずるずる崩れ落ちる。

　僕は英梨香さんに一番残酷は道を強しいているのかもしれない。

　でも――――。

「こら―――！　お前ら何の騒ぎだあっ！」

「ヤバい！　逃げろ、キモ男！」

　カカネちゃんの声に振り返ると、騒ぎを聞きつけた顧こ問もんの先生達が食堂に飛び込んでくるのが見えた。限界だ。

「頑張れ、英梨香さん………………頑張れ！」




　最後にそう言い残し、僕は窓から外へ飛び出した。

　バカは走れ。

　言葉はまだ燃えている。今度こそ僕は自分の心の赴おもむくままに走りだした。
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「ご乗車ありがとうござま、んんん――――――？？」

　改札口を出る時の駅員の異様なアナウンスで、ようやく自分が今どんな姿でいるのか気が付いた。

　落とし穴で泥どろだらけにされ、時宗さんにずぶ濡ぬれにされ、とどめに屈強な女子サッカー部員に四校合同で的当ての標的にされ、今この瞬間ワニの口から這はい出でてきたように全身ズタボロなのだ。

　どうりで電車の中で乗り合わせた乗客にチラチラと見られると思ったら。よくここまで乗せてくれたよ。ありがとう、ＪＲ。

　行きしなバスで一時間かけた道程を電車で引き返すと、倍の時間がかかった。我が町のホームに降り立つと、重く湿った空気に肺をグッと圧迫されるような違和感がこみ上げる。それほど都会というわけではなく、むしろ田舎寄りのわが町だったけれど、たった二日ばかり高原にいた僕は、よく自分がこんな劣悪な環境で今まで生きてこられたもんだと感心した。

　携帯電話のサイドキーを叩く。さすがに八時を回れば辺りは当然真っ暗だ。

　バカは走れ。

　頭の中で唱えると、僕は意を決して駆け出した。

　車中で受け取った時宗さんのメールによれば、毒空木はまだ家には帰っていないという。電源を切っているのか、通信を切っているのか、何度試しても電話もメールも応答がない。

　それでも僕は迷うことなく走っていた。毒空木は必ずあそこにいる、そう確信を持って、通いなれた道を駆け抜けて角を曲がり………さすがにここからは歩いた。

　いや、無理ですよ、そりゃ。この坂道を駆け上がるのは無理ですよ。いいじゃないですか、ここまで走れるところは全部走ってきたんだから、ここは許してくださいよ。

　心の中で誰かわからない相手に弁解しつつ、できるだけの早足で坂を上り、守衛さんの目が光る正門ではなく、裏門を乗り越えて聖セントシンデレラ学がく園えんに侵入した。裏庭を抜け、体育館の脇を通って中庭へ。

　そうだ。毒空木はここにいる。確信は強くなるばかりだ。

　中庭のどん詰まり。僕らが初めて出会ったあの場所に――――。

「毒空木！」




　無意識にその名前を呼びながら、僕は誰もいない藤ふじ棚だなの下に飛び込んだ。




「……え？」

　そして、誰もいない藤棚の下で立ち尽くした。

　ん？　んん、あれ？

　……………………………………。

「毒空木！」

　念のため、もう一度裏庭まで戻って同じことを繰り返してみたけれど、やっぱりそこには誰もおらず、僕はやっぱり一人藤棚の下に立ち尽くした。

　いや。

　いやいやいや。

　ウソでしょ、毒空木さん。それはウソだよ、毒空木さん。

　え～～～～～～～、い～～ろ～～よ～～。なんでだよ。いるだろう、ここは絶対。絶対いるべきところじゃん。いないとか………え～～～～～～～。

　どっと疲れが湧わいてきた。

　時宗さんに水をぶっかけられていなかったら、座り込んでいたところだろう。

　だって、いないとか。僕らが初めて会った場所にいないとか。え～～～～。

　滝のように汗が噴出した。んん？　待てよ。そうか、部室だ。暑いのが嫌な毒空木は入手したばかりの部室にいるんだ。そうだ、そうに違いない。

　こんな時間に部室棟とうが開いているはずがないとか、夏休み中のそれも三日前に誕生した部活にいきなり部室が与えられているはずないとか、その種の極めて論理的な矛む盾じゆんを黙殺し、僕は文化部部室棟を目指してフラフラと歩き出した。

　何？　走らないのかって？　またそういうことを言う。何でそう、意地の悪い見方ばかりするんですか。むしろこの状況でもなお希望を見失わずに歩けているという、そーゆー部分を評価してくれてもいいでしょう。そもそも走るっていうのは別に………

『――――っ』

　正体不明の脳内批判者への反論を打ち切って、僕は足を止めた。

　聞こえたからだ。

　声が。

　脳内からではなく、耳から。

　妄もう想そうではなくリアルな声が。

　なんだ、これは。聞き慣れているようで、その実全く耳に馴な染じまない全身がむず痒がゆくなるこの声。

『―――――るっ！』

　また聞こえた。

　声に導かれるように歩き出す。

　銀杏いちようの並木道を外れ、僕が無断で造園したハル園を通り過ぎ、




『お前を誰より、愛してるからだ』




　これは僕の声だ………『雪山遭難告白』だ。建て直された百葉箱の向こう側。




「―――あ」




　毒空木がそこにいた。

　百葉箱の裏側で、携帯電話を握りしめ、体育座りで膝ひざを抱えて、毒空木が泣いていた。

「なんで………ハル」

「……………毒空木」

　たくさんの言葉を用意しておいたはずなのに、毒空木の顔を見た瞬間、それらはすべて吹っ飛んだ。僕らはしばし無言で見つめ合い、

「ふうっ―――」

　突然、毒空木が立ち上がって、百葉箱の裏側に逃げ込んだ。

「毒空木！」

　すぐさま僕が後を追えば、また反対側へ。さらに後を追えばまた裏側へ。百葉箱を挟はさんでぐるぐると走り回る僕と毒空木。たまに逆回転を入れれば、動きを読んだ毒空木もまた逆へと回る。

「おい、毒空木！」

「来ないで！」

　たまらず声を上げると、それ以上の大声が百葉箱の向こう側から返ってきた。

「なんで！　なんで来たのよ、ハル！」

　語気鋭く、言葉が木箱を貫いて胸を刺す。

「あたしは、今、世界で一番ハルに会いたくなかったのに！」

「毒空木………」

　それは悲鳴にも似た叫び声だった。百葉箱の土台の木組みの向こうに見える小さな膝がガクガクと震えている。

「なんで？　なんで今なのよ………あたし………」

　今にも泣き出しそうな声を絞り出す毒空木。

「ごめん、毒空木。でも………」

「あたし………あたしは………」

「違うんだ、毒空木！」

「今、全然可か愛わいくないのに！」

「話を聞いてくれ、毒空木って……え、可愛い？」

　あれ、何言いだした、毒空木……？

「なんでよ！　なんで、よりによって今なのよ！　最悪！　もー、最悪！　瞼まぶたは腫はれてるし、目は充血してるし、肌はガサガサだし、唇もバリバリだし、髪までボサボサだし………おっぱいだってちっさいし！」

　………それは今に限ったことじゃないだろ。

「来るなら来るで、最低十五分前には連絡しろ、あほー！」

「いや、したわ！　散々、したわ！　お前が電話もメールも無視するからだろうが！」

「うう～～、ハルのばかー！　コンシーラーとアイライナーとリップクリーム買ってきてよー」

「買うか！　もういいから出てこいよ、毒空木。顔ならどーせさっき見ちゃったし」

　てゆーか、コテージでも見てるし、お前のひどい顔は。

「うう～～～～。ううっ、ううっ、うう～～～～～」

　百葉箱の向こうで、ジタバタと地じ団だん太だを踏み鳴らす毒空木。

　ああ、もう。しようがねーなー。

「大丈夫だよ………ちゃんと可愛かったから」

　………何でこんなこと言わなきゃいけないんだよ。

　ややあって。

「………ほ、ホントに？」

　百葉箱の陰から、必死に前髪を撫なでつけながら毒空木が真まっ赤かな顔を現した。
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「はいよ」

「…………」

　ご所望のフルーツジュースを、毒空木は礼も言わずに受け取った。

　もしかして、この隙にどこかへ逃げてるんじゃないかと不安になりつつ小走りで戻ってきたけれど、毒空木は僕が自販機に行く前と変わらない姿勢で律儀にハル園の前に座っていた。

「何で、そんなにボロボロなのよ？」

　隣に腰を下ろすと、毒空木はびっしりとジュースを覆おおった水滴を拭ぬぐいながらそう言った。

「加味高校にさ、行ってきたんだよ」

「加味高校？」

「英梨香さんに会ってきた」

「………」

　横目で表情を探ったけれど、毒空木はジュースの飲み口を見つめたまま、何の感情も表に出さず、一つの言葉も発さなかった。

「英梨香さん、サッカー部辞めそうになってたからさ、絶対辞めるなって言ってきたよ」

「……………」

　毒空木は何も言わない。

「謝ってたよ、英梨香さん。何度も何度も」

「………………」

「大丈夫、英梨香さんは辞めないよ」

「………………」

　毒空木はやはり何も言わないまま、少しだけ顔を俯うつむけた。その沈黙が毒空木の答えだった。

　水良野高校に推すい薦せん入学したのは、英梨香さんだったんだ。

　なぜ辞めようとしたのかじゃない、なぜ入れたのかが謎なぞだったんだ。

　無名高校でそれなりのレベルでしかなかった英梨香さんが、サッカーボールに嫌われているとまで言われた英梨香さんが、なぜ、日本有数のサッカー名門校に入れたのか。

　毒空木は言っていた、あのスカウトはひどく手慣れた様子だったと。百戦錬れん磨まのスカウトマンがたった一度の失敗で諦めるはずがない。彼らは次のターゲットに英梨香さんを選んだのだろう。そして、交換条件としてこう言った。

　毒空木は水み良ら野の高校に推薦入学が決まっていると噂うわさを流せと。あるいは、毒空木とスカウトマンが一緒に写っている画像の一枚でも貰もらったかもしれない。

　サッカーに限らず、スポーツとはメンタルの要素がパフォーマンスに重大な影響を及ぼすものだ。ましてや静せい蘭らん中学はチームプレイを最大の武器にしていたチーム。そんな彼女らがチームの中にユダがいると告げられて、まともにプレイできる子がいったい何人いるだろう。彼女達はまだ中学生だったんだ。

　当然、毒空木は潔白を訴えたはずだ。けれど、普段から練習をサボりがちな毒空木の言葉を一体誰が信じただろうか。

　そして、毒空木はＰＫを外してしまった。毒空木の言った通りそれはただただ運が悪かっただけなんだろう。しかし、これでチームの毒空木への疑念は完全に固まった。そして、毒空木はサッカーを捨てた。

「……全部一人で抱え込んでいたんだな、毒空木」

「………」

　毒空木は何も言わない。

　毒空木が気付いていないわけがない。英梨香さんの裏切りに気付いていないわけがない。いや、むしろ毒空木だけがそれに気付ける唯ゆい一いつの存在だっただろう。

　でも、何も言わない。

「……あたしは、本当に高校に入ったらサッカーは辞めるつもりだったから。でも、続けたい子は続ければいいと思う。どんな手段を使っても……」

　何も言わないこと。それが、かつての仲間を応援する最大の方法だとわかっているから。

「好きだったんだな、英梨香さんのこと」

「………誰が。あんなトロいやつ」

　そう言って、毒空木は星も出ていない空を見上げた。

　どんよりとした雲のかかる夜の空は、英梨香さんの怯えた瞳を思い起こさせた。

　英梨香さんはどんな気持ちで噂を囁ささやいたのだろう。

　あるいは、英梨香さんは本当に毒空木が水良野高校に入ると思っていたのかもしれない。チームを裏切ること、それが毒空木とサッカーを続けることができる、唯一の方法だと思ってしまったのかもしれない。

　英梨香さんの気持ちは僕にはわからない。毎日必死に練習して、誰よりも汗をかいて、それでも試合になれば主役になるのは普段サボり倒している毒空木。英梨香さんはどんな気持ちで毎日ボールを蹴っていたのだろう。そして皮肉なことに、そうまでして入った水良野高校でも主役を張るのは、やっぱり普段から練習をサボっているカカネちゃんなのだ。英梨香さんはどんな気持ちで、自由奔ほん放ぽうに振る舞うカカネちゃんの後を追いまわしていたのだろう。

　そして、毒空木はどんな気持ちで無言を貫いているのだろう。

　悲しくないはずがない。傷ついていないはずがない。毒空木が約束に拘こだわるのは、公約を果たせない自分を責めていたからじゃなかった。ただ言いたかっただけなんだ。自分は約束を守る女だと。みんなで全国大会を目指そう、仲間と交わした約束を破るような女じゃないと。誰にも届かないと知りながら。

　なんて不器用で、なんて頑なで、なんて強い心だろう。

　そんな毒空木に僕らは無理やりサッカーをやらせようとしていたのか。いくらツアーを止やめさせたかったからって………。

「ごめんな………毒空木」

「………………………」

　僕はツアーを終わらせることの出来るたった一人の人間だというのに。

　そして、その準備はとっくの昔に整っていたというのに……。




　誰か一人でも僕の告白を受けて入れてくれれば、その時点で全告ツアーは終了する。




　毒空木の横顔を、もう一度見つめてみた。確かに本人の言う通り、面構えはいつもより崩れているのかもしれない。

　それでも………………いつもより綺き麗れいに見えるのはなぜだろう。

　そうだ、僕がここまでやって来たのは、フルーツジュースを届けるためじゃない。僕が届けたかったのはそんなものじゃない。

　………それからどれくらいの時間、僕らは黙っていただろう。

　雲はますます厚くなるばかりで、月も星も出てこない。風は吹かず、鳥は歌わず、妖よう精せいは囁かず、音楽だって流れない。

　人生は映画のようだと誰かが言った………ホントに誰が言ったんだよ。出てこいよ、責任者。何が映画だ。誰も映画みたいなロマンチックなキッカケをくれないじゃないか。

　あるはずのないキッカケを求めて、僕はズボンのポケットを探り、指先に奇妙な違和感を発見した。何だ？　僕はポケットに何を入れた？　ゆっくりと裏地を引っ張り出してみると………………。




「毒空木……」

「うん？」

「僕……告白しようと……思うんだ」

　一言一言、慎重に言葉を紡つむいだつもりだったけど、声の震えは止められなかった。

「……………うん」

　ゆっくりと時間をかけて毒空木は頷うなずいた。唇をきつく結んだまま。少しでも隙間が開けば、そこから押さえつけていた感情があふれ出てしまうかのように。

「今回は………その、毒空木には………手伝ってもらわなくても大丈夫だから」

「……うん。あたしのサポートなんてなくたって………きっとうまくいくよ」

　よく言うよ。

　暗い穴に閉じ込めたり、ちゃちなお化けをしかけたり、カカネちゃんにしか効果のない罠わなに引っ掛けて、思いっきり後押ししてくれたじゃないか。

「だ、大丈夫……大丈夫だよ、バル。ぎっど、うまぐいぐがらね………」

　気丈に涙を堪えているけれど、声はもう泣いていた。

「ガガネざんなら………ぎっどバル幸せにじでぐれるよ。あだじなんがより……」

　それでも毒空木は瞳に涙を一杯に溜めて上を向く。流れ落ちさえしなければ、泣いていないというかのように。

「無理だよ」

　地面を掌てのひらで弾はじいて立ち上がった。

「え？」

「………カカネちゃんじゃない。カカネちゃんには無理だ」

　僕は一歩二歩と歩を進め、三歩目で後ろを振り返った。

　そこに毒空木がいる。

　僕の育てた花壇をバックに毒空木が座っている。

　真っ暗な瞳を涙でキラつかせ、まっすぐに僕を見上げている。

　妖精というものを見たことがあるだろうか？

　………………僕は今、ここで見た。

「毒空木！」

　名前を呼ぶと、心臓が破裂しそうなほど脈打った。

　視界が揺らいだ。息が詰まった。舌が張り付いて唇が動かなくなった。おい、マジか、膝まで震えて来てんじゃん。なんだ、これ。今まで散々告白してきたってのに、こんなことは初めてだ。

　知らなかった、本当の告白ってこんなに怖いものなのか。

『自分の気持ちを素直に伝えればそれでＯＫ』――毒空木はそう言った。でも、それって一番怖いことじゃないのか？　無意識にポケットを探る。毒空木の手紙から剝がしたウサギのシール。




「好きです。僕と付き合ってください」




　ようやく口に出せたその言葉は、デレ園全告ツアー史上最も短く、最もシンプルな告白ゼリフだった。

「……え？」

　声を漏らした瞬間、毒空木の両頰を涙が伝う。

「ハル……今、何て……？」

「き、聞こえただろう。そ、そう言うことだよ……」

　二回も言わせるヤツがあるか、こんなこと。

「……なんで？　練習？」

「違うよ………これは告白練習じゃない」

「……おかしいじゃん。なんで？　カカネさんでしょ……？」

「だから、カカネちゃんじゃないんだよ………お前だよ、僕は」

「うそだよ、そんなん……」

「うそなわけないだろ」

「うそだもん！」

　叫びながら毒空木は立ち上がった。もう涙を堪えるのを諦めたようで、だくだくと頰を流れる雫を拭ぬぐおうともしない。

「だって、だって！　うそだもん！　絶対にうそだもん！　おかしいもん！　そりゃあ、あたしはカカネさんよりずっとずっと可愛いけど！　でもでも…………すっごくわがままだよ！　それでも好き？」

　何を自信満々に言い切ってんだよ、お前は……。

「……お前は、わがままなんかじゃないよ」

「でも、すぐヤキモチ焼くよ！　紅ぐ蓮れんだよ！　それでも好き？」

「焼けよ、モチくらい。全部喰うよ」

「でもでも、すぐに怒るし、すぐに手が出るよ！　それでも好き？」

「……それはまあ、二人で協力し合って、おいおい直していきましょうよ」

「おっぱいだって全然ないよ！　それでも好き？」

「それもまあ、二人で協力しあって、おいおい大きくしていきましょうよ」

「でもでもでも、あたし！」

　そこで毒空木は言葉を切ると、




「ハルを幸せにできないよ………それでもいいの……？」




　涙で声を詰まらせながら、そう言った。

　………まったくもう、こいつは。思わず、笑みが零れ出る。

「真ま面じ目めか、お前は……」

「ちゃかさないで、ハル！」

「あのなあ、お前に幸せにしてもらう必要なんかないんだよ」

　僕は荒ぶる毒空木の髪の毛をぽふぽふと叩くと、

「幸せには、二人で一緒になるんだよ」

　毒空木の濡れた頰に両手をあてがってそう言った。

「ハル………でも！　でも！　あたし、あたしー！」

「あー、もー、うるさい」

　一向に静止する気配のない毒空木の唇に親指でバツを付ける。

「ホントにもう、よく喋しやべるやつだなあ。いいか、毒空木。お前が明日の朝まで自分の欠点を挙げ続けても、僕の返す言葉は全部一緒なんだ。だから、もう先に言っておくからな！」

「もがっ……もががっ！」

　まだ動こうとするか、この唇は。頼むから、黙って僕に決めさせてくれよ。

　ホントに最後の最後までうるさいヤツだ。

　それでも―――。




「それでも大好きだ、みゃーこ」




　そんなうるさい毒空木が、僕は死ぬほど愛いとおしかった。

　月はやっぱり顔を出さない。

　風は星を呼んでこない。

　ファンファーレだって鳴りはしない。

　僕の人生は、やっぱり映画なんかじゃない。もし、映画だったら………




「あたしも大好き、ハル――――――――――――――――！」












「ぐえぇぇっ！」




　………主人公のモノローグの途中で、ヒロインが体突き破って後ろに飛び出ていかんばかりの勢いで、抱き着いてきたりはしないだろう。

「あたしの方が大好き！　絶対、大好き！　大大大好き！　大大大大大大、だぁぁぁぁ――い好き――――――！　好き――！　好き―――――！」

　そして、まあ喚わめくこと喚くこと。

　うーるーせー。何だよもう。何で上回ってこようとするんだよ。ここは女の子らしく、黙って泣いてたら絵になるところでしょうが。どうやら、猛もう毒どくの妖精さんの唇は指くらいじゃ塞ふさげないようだ。

　それじゃあ、いったい何で塞いだらいいんだろう。

　毒空木の、よく動く愛らしい唇を………。

「嬉うれしーよー！　嬉しーよー！　大好き！　ハル大好き！　ずっと一緒にいてー！」




　………いやあ、ないない。それはまだまだ先のお話ということで。




　デレ園全告ツアー戦績・九十九戦一勝九十八敗………三友人

　ツアーは本日終了する。






















「大好きぃぃ！　大好き大好き大―ふぶっ……んんん―――[image: ][image: ][image: ]」




















四よん百ひやく二に十じゆう連れん敗ぱいガール　おしまい[image: ]










　あとがき




　皆様、こんにちは。桐きり山やまなるとです。

　ようやくお届けすることが出来ました第四巻、これをもちまして四よん百ひやく二に十じゆう連れん敗ぱいガールめでたく完結でございます。




　振り返れば、最初から最後までずっととっ散らかりっ放しのお話でした。

　ストーリーや構成はもちろん、文字の大きさまで不安定な本作品に最後までお付き合い頂きまして誠にありがとうございました。

　ドッタンバッタンしながらも何とかここまでこぎつけることができたのは、すべて応援していただいた皆様のおかげです。感謝の言葉もございません、ありがとうございました。

　ちなみに、感謝の言葉もないと言っておきながら、その後すぐにありがとうございましたと言ったのは、僕の渾こん身しんのおもしろギャグです。はい、おもしろいです。完全に。







　さて、この四百二十連敗ガールは、私、桐山なるとの処女作であり処女シリーズです。

　いい大人おとなが処女処女言ってるのも気持ち悪いですが、何が言いたいのかと申しますと、シリーズを終わらせるのも初めてだということです。

　なので、終わらせ方がわからない。

　およそ小説家らしからぬ発言ですが、とにかく随ずい分ぶんと頭をひねりました。

　もちろん、まがりなりにもラブコメなわけですから。

　主人公とヒロインがくっついて終わりというのがセオリーだというのは、一応理解してはいたのですが……………何せこんな話ですからねー。これだけめちゃくちゃやってきて今さら普通にまとめるっていうのもねー。

　いっそのこと最後にハルが毒どく空うつ木ぎに告白して、フラれてエンドってのもおもしろいかなーとか思ったり。お前もふるんかーい、みたいな。

　あるいは、最後にハルが毒空木を藤棚に呼び出して、さあ告白かと思いきやまた毒空木にしばき倒され、「お前は全宇宙の付き合いたいランキング最下位だー」とか口走って、今度は銀河を巡る全ぜん告コクツアーを始めるってのもいいかなーと思ったり。壮大な天丼オチみたいな？

　あるいは、ようやく四百二十連敗し終わったタイミングでちょうど二年生になってしまい、今度は新一年生をターゲットにツアーをやることになりましたーみたいなエンディングでもいいかなーと思ったり。

　ガッカリ系のオチならいくらでも湧わいてくるのですが、やはりそれはそれ。

　私が言うのも何ですが、散々ひどい目に合ってきた二人ですので。

　最後くらいは幸せになって欲しいなと思いまして、このような結末を選択しました。いかがでしたでしょうか。

　一巻でも言いましたが、この作品にメッセージは何もありません。

　一人でも多くの方に笑っていただければ大満足です。本作品を読んでいただいた方、支えてくださった方、すべてに最上級の感謝をささげて、あとがきを締めさせていただきたいと思います。

　いや、まあ、あとがきはまだまだ続くんですけど。今回は最終巻ということで、奮発していただいたのかページがかつてないほど多いのです。







　ですので、またしても近況報告など。

　まあ、近況といいましても、私ども小説家は基本的に執筆に大部分の時間を割さいておりまして。大体家にいますので、わざわざお伝えするほどの出来事もそうそうないのでございます。

　いや正確に言うと、引っ越したり、財布を落としたり、ノロウィルスにかかったりと、あることはあるのですが、どうしても、量的に圧倒的な執筆に関する喜怒哀楽に思い出は塗りつぶされてしまいがちです。

　それでも、無理矢理引っ張り出すなら、やはり引っ越しでしょうか。




　三巻の著者紹介を読んでいた方は覚えていらっしゃるかもしれませんが、私、最近引っ越ししたのですよ。

　はい、淀よど川がわの川べりから淀川の川べりに。

　どんだけ川好きなんだって話ですが、別に狙って引っ越したわけではなく。これはただの偶然なのです。

　しかし、偶然とはいえ、そこに川が流れているわけですから。

　そして、そこに歩くのに気持ちのいい河か川せん敷しきが続いているわけですから。付近住民としては利用しないわけにはいきません。

　とゆーワケで、執筆に詰まった時などは気分転換の散歩コースとしてよく利用させてもらっていました。頻度でいうと週五～六ってとこでしょうか。




　そして、その昼下がりも、私は河川敷を歩いていました。

　いつもは一人ですが、その時は珍めずらしく友人と二人です。

　何気なく土手に目をやるとあちらこちらでクローバーが群生してるのを見つけました。

　そして、ふと思い出したのです。

　以前、テレビで紹介されていた、四つ葉のクローバーを異様に見つけることができる女の子の話を。

　その少女は、なんでも四つ葉のクローバーの声が聞こえるらしく、公園などのクローバーが群生している場所に連れて行くと、そこが初めての場所であるにもかかわらず、一目散に四つ葉のクローバーの元へ駆けて行き、「はい、これ」と瞬く間に摘み上げてしまうのです。本当に一瞬も迷うことなく。まるでそれだけ他のクローバーと色でも違うかのように。




　その話を一緒にいた友人にしてみたところ、俺おれも四つ葉のクローバー探しに自信があると言い出したので、そのまま二人で四つ葉のクローバー早探し対決をすることになりました。ええ、いい大人ですよ。きっちりルール決めて真剣に勝負しましたよ。二秒で負けましたけどね。

　すげーんです、そいつ。速攻で見つけやがりました。

　勝ち誇った表情でクローバーを摘み取ろうとする友人を、千切るのは可か哀わい相そうだからと止めさせて、そのまま場所を変えて二戦三戦と勝負を挑みましたが、全く歯が立ちませんでした。

　本当にすごい見つけるんです、そいつ。

　なんなら五つ葉のクローバーまで見つけてました。あまりにすごいので何かコツでもあるのかと聞いたところ、




「俺は心が綺き麗れいだから」




　などと意味不明な返事が返ってきました。

　なんですか、心が綺麗だからってクローバー見つけられるって。

　いつから四つ葉のクローバーにそんな筋きん斗と雲うん的ルールが適用されるようになったんですか。だいたい、己の幸運欲しさにクローバーの命一つむしり取ろうとした友人と、それを止めた僕とどっちが心綺麗なんだって話ですよ。

　頭きたので、友人が根を上げるまで五回十回と勝負を挑み続けてやりました。全部負けましたけど。

　結局、日が暮れるまで僕は一本のクローバーも見つけることが出来ず、「お前は心が腐くさっている」「むしろ、腐ったもので心ができている」「できたての状態ですでに腐っている」などとバカにされ倒して、その日は友人と別れました。

　ねえ、言います？

　心の綺麗な人間が。人の心をそこまで言います？

　ああ。でも、いいんです。

　その日、友人は四つ葉のクローバーを見つけるたびに、嬉き々きとしてそれを摘み取ろうとしました。そのたび僕は口をすっぱくしてそれを制しました。十本以上のクローバーの命を救うことができた。それだけで僕は満足です。

　皆様もこれから四つ葉のクローバーを見つけた時は、どうか摘み取る前に一呼吸置いてみてください。そして、考えてみてください。葉っぱが一枚多いというだけの理由で幸運の印に祭り上げられ、千切られる哀れなクローバーの気持ちを。

　人間からしたら幸運か知りませんが、クローバーサイドからしたら呪のろいでしかありませんよ。四つ葉に生まれた時点で、本来天敵ではないはずの人間にまで執しつ拗ように狙われることになるのですから。

　四つ葉のクローバーを見つけた人はその時点でもう幸運です。ちぎる必要なんてありませんよ。クローバーだって生きているんです。

　勝負には負けましたが、四つ葉のクローバーを通じて命の大切さを学んだというお話でした。

　ええ、悔くやしくなんてありません。

　むしろその日の僕は、たくさのクローバーの命を救えたという喜びから、心に羽が生えたような軽やかな気持ちで家路につくことができたくらいです。そして、家に帰るとすぐ、ポケットの財布がなくなっていることに気が付きました。

　軽いはずだわ。

　どうやら四つ葉のクローバー探しに夢中になるあまり、河川敷で財布を落としてしまったようなのです。

　大おお慌あわてて取って返しましたが、日が暮れて真っ暗になった河川敷で探し物などできるはずもなく。夜明けを待って、速攻で探しに行きましたが見つからず………。

　十本以上の四つ葉のクローバーの命を救い、財布を無くしたというお話でした。

　ふっっっっっっっっざけんなよ、クローバー、この野郎！　命の恩人に対する報いがこれか！　ありえねーし、マジありえねーし！

　あいつらだけは許しません。

　最後の最後の何の話してんだって感じですけど、一応近況報告でした。

　ちなみに、財布には後日見つかりました。

　中身やカード類など一切合財全て無事でした。

　でも、クローバーだけは許しません。




　さて、まだ、スペースがありますので近況報告をもう一つ。




　元旦早々からノロウィルスにかかりました。

　いやー、縁えん起ぎ悪いったらありゃしない。

　あれはまだ明け方のことでした。ひどい吐き気で目を覚ましました。ああ、これはやっちゃったなと。大おお晦日みそか飲みすぎちゃったなと後こう悔かいしながらトイレに駆け込みました。そして、ひとしきりことを終えて再度眠りにつこうと布団に戻ると、今度はひどい便意で目を覚ましました。これはいよいよやっちゃったなと。さすがに飲みすぎちゃったなと反省しながらトイレに駆け込みました。

　そんなことを繰り返すこと数回、さすがにこれは尋じん常じようじゃないと感づきました。これはただの二日酔いじゃあない。そもそも私、昨日お酒飲んでませんので二日酔いになるはずがない。じゃあ、これはなんだと。

　まあ、この時点でうすうす気付いてはいたのですが、確認するのが恐ろしくて午後までぐずぐずしてまして、高熱に耐え切れなくなってからようやく救急病院へと駆け込みました。

　医師の診察を終え、恐るおそる病名を尋たずねますと、お医者様は一言、

「腸ちよう炎えんでしょう」

　………ノロじゃない。

　ほっと胸をなでおろしました。良かった。本当に良かった。いや、決してよくはないんですけど、実際体は超しんどいんですけど。

　それでもノロウィルスだと言われるのと腸炎だと言われるのでは心のダメージが違います。一応、確認のためにノロウィルスじゃないんですねとお医者様に尋ねたところ、

「いえ、腸炎の原因は九十％ノロです」

　じゃあ、ノロじゃねーか！

　私の２０１４年がノロとともに始まったというお話です。







　さて、そうこう言っている間に、いよいよ終わりが近づいて参りました。

　最後になってしまいましたが、ファンレターを送ってくださいました方々、本当にありがとうございました。

　作家は孤独な仕事です。一人でパソコンに向かうことが恐ろしくて仕方がないこともございます。そんな時、皆様の応援にどれだけの力を与えてもらったことか。

　レポート用紙に手書きでびっしりとメッセージを書いてくださいましたＯ様、あなたが私の初ファンレターです。

　素敵な絵葉書を送っていただきましたＩ様、ハガキをカラフルに彩ってくださいましたＡ様も本当にありがとうございました。

　そして、最終巻でようやく言うことが出来ましたが、私の投稿時代を支えてくれた橋はし本もと君。四百二十連敗ガールが世に出ることができたのは君のおかげや。ほんまありがとう。いつまでもお幸せに。




　さらに、毎度毎度素敵なイラストを付けてくださいました、七なな桃ももりお様。お世辞でも誇張でも何でもなく、この作品はあなたのクオリティと神速でもっていました。あなたの描いた椿つばきさんがなければ、三巻の内容はがらりと変わったものになっていたことでしょう。

　そして、今回も死ぬほどお世話になりました担当様。最後の最後までバタバタさせてしまいまして申し訳ございません。今後はもっと楽に仕事していただけるよう精進いたします。

　その他、応援してくださった全ての方々、何よりここまで読んでいただきましたあなたにありったけの感謝をささげたいと思います。

　それでは、次回作でお会いしましょう。




　本当にありがとうございました。
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